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卜，^ fl,- の 文獻を 通じて 當 時の 思想 を 探り、 宗敎を 尋ね、 文化 を 窺 ひ 得る 程度と 範圍と は、 全く その 資料の 分量 及び 性 

質に 依って ゐる。 古代 印度の 研究者に とり 無價 の寶藏 として、 ァリ ヤン 系 印度の 思想 . 宗敎 . 文化 を數干 年後の 今 H 

に努髯 たらしめ る もの は、 璺 富なる 宗敎 文獻ヴ " ー ダ文學 あるの みで ある。 然し この 文化が 突如と して 印度の  一 ^に 

展開した ので はなく、 程度 種類の 差 こそ あれ、 それ 以前に も 印度 は 幾度 か 文化の 舞臺 となり、 その 與亡 を經驗 した 事 

は 想像に 維くない。 近時 印度の 西北 部に 於け る 大規模なる 發掘 研究に より 開示せられ、 その 首班た るサ ー • ジ "ン. 

マ ー シ ャ ル 及び 專門拳 者の 綿密なる 研究 を經た 所謂 イン ダス 河 文明 は、 西暦 前 三 〇〇〇 年 乃至 一 一 五 〇〇 年に 溯る もの 

とさ.^、 年代に 於て はァリ ヤン 文化に 先 だち、 その 文化的 施" s^p も 大いに 見るべき もの を 有する が、 發 見され た 遣 跡 遣 

:F の？ a する 及り、 寧ろ メソ ボタ ミヤ 文明と 一 脈 相 通す る ものが ある。 又メソ ボタ ミヤの テル • アスマル (Tell  Asmara 

から 發 見され た 遣 物 中 (西 》 前約 二 五 〇o 年に 屬 す〕. に は、 この イン ダス 河 文明の 所産に 類似した ものが あり、 往時に 於 

ける 兩 文明の 交 涉を 明示して ゐる。 尙宗敎 上 最も 注目す ベ き は 生殖器 偶像 ai^tga,  yoni) . 女 母 神 (Mother  Goddess). 

シヴァ 天 (仏 iva) に 類似す る祌像 等、 後 *1 印度 敎の 原型 を俋 ぶに 足る ものの 存 する 點 である。 モ へ ンヂ ョダロ  (Mohe- 
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ti 及び ハ ラ ッ パ 1 -, Harapprl) に 於け る-一の 創 期 的大發 見が 古學 或は 美術史に 1^ した 影響の 甚大なる に 比し" 

印度 文欽學 或は ヴ 1 ダ學が 頗る 遗憾 とする 所 は、 イン ダス 河 文明 特有の 文字が その 材料の 比較的 畳 富なる にも 拘ら 

(三)  ， 

す、 未だ 滿 足に 解 護せられ ぬ である。 然し この 方面に 眞摯な 努力 を 捧げて ゐろ學 者 も ある 故、 やがて は 千古の 扉 を 

11 く祕餘 の與 へられる 日 も來る で あ ら う。 

印度の 西北 部パ ンヂ ヤップ 地方 を搖籃 地と して 發： K した ァリ ヤン 系 印度 文化に 先だった もの は 上述の イン ダス 河 文明 

のみで はない。 ヴ " ー ダ文 獻は黑 色 低 鼻の 先住： 11^ を驅逐 征服した 事 を 示して ゐる" 何等 歷 史的 文 獻の徴 すべき もの は 

な い が、 この 土 著の 先住 115^ は卽ち 現ん，' のド ラヴ ィ ダ人を 指す ものと 考 へられて ゐる。 所謂 ィ ン ダス 文明と ド ラヴ ィ ダ 

文明との 關係は 0 ドの 研究 程度で は 全く 不 であり、 ァリ ヤン 人に 蔑視され たド ラヴ ィ ダ 人の 文化 程度 はさして 高い 

ものでなかった としても、 彼等が 消し 難い 刻銘 をァリ ヤン 文明の 巾に 残して ゐる事 は 否めない。 义 言語 研究の 證 明す 

る 所 こよれ.， V は、 ムンダ ー . モン. クメ ー ル； 丄 g  (Mllnda-MOU-Khmer  dialects) を 使用した 民族が 早くより 印度に 定住 

した； も 明で 、 ァリ ヤン 文明に は 諸種 の 文化 の 混在 沈澱し て ゐ る 事を豫 期せ ね ば な ら な い 。 

かくの 如く 古今 印度 文化 の 中 te; とし て そ の 精華 を 誇 るァリ ヤン 文明 も、 先住：^ の 風俗 宗敎 の 影響 を 5^ れ得 ぬ の は當 

然 であるから、 各部 門の 専門家 は 種々 な 現象 を その 影響に 歸 して ゐる。 然し ァリ ヤン 文明の 先 驅に關 する チ- 人の 知識 

は 朱 だ 頗る 斷片 的で、 例へ 猪 種の 文化の 問に 共通 類似の 點を 見出す とも、 ra^ して 何れが 與へ、 何れが 受け たかは 容易 

に 斷定を 許さす、 究竟 的 根元 を奈邊 に 求むべき かは輕 率に 結論すべき でない。 之 等の 問題に 關 して は 本 講座 中に 「印 

度 文化の 源泉」 たる 題目が あるから、 その 執筆^の い 3^見 に俟 つ^とし、 吾ん 當 面の 所管と して はヴ . 1 ダ文學 に 現 は 


れた {ー}^ 敎 . 竹學 . 思想 . 文化 を その 文 獻に卽 して 記述せ ねばならぬ。 

さてて 讨 人の 研究 资料 たる ヴ - 1 ダ文學 は 純然たる 宗 敎文學 で、 決して 史實の 記載 や、 哲學の 組織的 記述 を 目的と し 

たもので はない。 古来 印度 は宗 敎の國 で、 世界に その 比を見ない 程宗敎 儀式 を 重 じて ゐる。 人 は 母胎に ある^から 宗 

敎 的儀禮 をう け、 誕生 . 生育 • 就師 . 婚姻 • 薛送 一 として 祭祀 式典の 對 象たら ざる は な い。 更に 朝夕の 祭事 • 祖先 

0 • 新月 祭 • 滿月祭 . 季節 祭 . 特殊なる 臨時 祭 . 願望 祭 等擧げ 來れば 人事 百般 全て 祭祀の 隨伴を 必要と し、 人生 は實 

に ー聯の 宗敎的 儀禮に 終始す るの 觀が ある。 而し てこの 複雜な 祭式に 使^す る 讚歌： 祭詞の 集錄、 その 意義の 解釋、 

行 祭 供 施に 關 する 細則、 その 目的 及び 祕義 の說明 こそ ヴ -  T ダ文學 の內容 である。 

ヴ H 1 ダ (Veda) と は 元来 「知識」 の義 で、 特に 宗敎的 知識 を 意味し、 更に その 知識の 源泉た る 聖典の 總稱 となつ 

たもので、 之に TO: 種の 別が ある。 リグ • ヴ ェ 1 ダ (liigvedil) -サ ー マ -ヴュ ー ダ (silmaveck) . ャヂュ ル • ヴェ， "ダ 

(Yajurveda) -ァ々 ルヴァ -ヴェ ー ダ (Atlivav2b) 卽ち是 である。 然し ヴ ェ ー ダ 或は 四ヴ - 1 ダは 一 部 乃至 音の 

書卷の 謂で はなく、 多種 多数なる 書卷を 包含す る 一 大文學 の名稱 で、 旣 知の 書 卷は嘗 つて 存在した 更に 應大な 文學の 

一部分に t ぎない。 罔 敎のコ ー ラン、 基督 敎の バイブルと 大いに 趣 を 異にする 所以で、 义怫 敎史の 示す 結集の 如き 事 

實はヴ H 1 ダ文學 の 嘗て 經驗 せぬ 所で ある。 

この 大文學 に 含まれる 個々 の 書卷は 言語 . 宗敎 . 社會狀 態の 變遷を 反映し、 その 發 達に は 數 百の 星霜 を 要した 事 を 

一； 小し、 义 その 主要部 分 は佛敎 興起 ( 西暦 前 五 t 紀) 以前 旣に 存在した 事 は 明で ある C 然 らば その 最古の 部分 は 西暦 前 何 

世紀に 屬す るかと 云 ふ 問題に 對 して は 遣憾 ながら 何等の 確答 をも與 へられたい。 專門學 者の 見解 は ffi- に數. 年の， お L を 
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示す のみなら す、 時には 赏に數 干 年の 差 を すら 生じて ゐる。 一 一十 世紀の 初 小 アジ ャ より 發 見され た 西 唇 前 十 §： 世紀に 

屬 すと 云 ふ文獻 中に 擧 げられ た祌 名の 昔 形をィ ンド • イラン 時代 卽ち インド 語と イラ ン語 との 分派 以前に 屬 する もの 

と 推定して、 ヴ， - 1 ダの 年代に 上限 を 定めん とする 企 圖 もあった が、 吾人 は その 祌 名の 音 形 を 全て インド 語 的の もの 

と 確信す る 一 人で あるから、 この 驚嘆すべき 發見も 古代 印度と 小 アジ ャ との 交涉を 指示す るに 止り、 ヴ ，f 1 ダの 年代 

論に は 影響な きものと 考 へる。 これに 反し 前述の イン ダス 文明が して 西暦 前 三 〇〇〇 年 乃至 一 一 五 〇〇 年に 馬し、 ヴ 

ェ ー ダ文學 を發逹 せしめた ァリャ ン 文化に 先 だつ ものと すれば、 漠然ながら ヴ ^ 1 ダの 年代 論に 一 道の 光明 を 投じ、 

あらゆる 保留 を附 しつ ， -もヴ ュ ーダ文學の主耍部分の成立を西勝前ニ〇〇〇年乃至五〇〇年の間に求め5:^る；^^^となる0 

仍 しこれ は 多年 ヴ . 1 ダ學界 の 懸案と して 幾多の 學說と 論 ゆと を 生んだ 問題で、 上記の 數字は 極めて 茫 f ほたる 可能 範 

園 を ：_ 小す に 過ぎぬ ものと 解せ ねばならぬ。  . 

ァリャ ン系 インド 人が その パ ンヂ ャマブ 地方お 入 前、 ァリ ャ ン系 イラ ン 人と 何處 にか 共同生活 をした 事 は、 兩 者の 一 百 

語の 明：： 小す る 所で ある。 ., ゾ ュ ー ダ文學 殊に その r 取 古の 部分た る リグ . ヴ ，^ 1 ダの 一一 面 語と、 ペルシャ に 興った ゾ 口 ァ ス 

タ ー 敎の i^- 典ァヴ " スタ l;Avesta) 殊に その 设古辰 をな すガ— サ，' (Gath^i) の 言語と は 頗る 相 近く、 その 差 は 現代に 

於けるィタリャ：^^叫とフ ラ ン ス 語との それより：. に 小なる ものが ある。 又兩 23^ 族が 嘗 つて 宗敎を も 共に した^ は 上記の 

： 刚文獻 に 現 はれる 神 名 及び 祭祀に 關 する 術語に 微 して 疑ふ餘 地がない。 ヴ 1 ダ文獻 に 川 ひられて ゐる 古代 印度； おに 

も 時 所の 推移に より 新 古 數肝を 分たねば ならぬ が、 之を總 括して ヴ 1 ダ； 品 (vedic) と稱 し、 之 を * 礎と して 變遷 

#;现されて遂に全印度の|-準文章：^^^となったサ ン スクリ - ト：^^i(sauskrit)とlHi:別する。 ヴ - 1 ダ；？ ii は 上述の 如く 古代 


イラ 語と 密接に 關 係し、 所謂 インド • イラン 語 派 或は ァリ ヤン 語 派 を 形成す るの みならす、 比較 言語 學の 示す 所に 

よれば、 ギリ シ ャ 語 • ラテ ン語 . 英語 • 獨逸語 等の ゲ ルマン 語. 露西亜 語 . 波 蘭 土語 等の ス ラブ 語 • リスァ 二 ャ語 • 

アイルランド 語. ァんメ ニヤ 語. ァ ルバ ニヤ 語 等と 起源 を 共通に し、 インド. ョ ー p ッパ 語族の 名の 下に 總 括され て 

ゐる。 而も その 中に あって ヴ-- 1 ダ語は 共通 基礎 語の 特徵を 最も 忠實に 保^し、 近代に 於け る インド • ョ1  口  "パ語 

比 i 乂 文法の 端緒 を 問き、 古代 ギリ シ ャ 語と 相 並んで 斯學に 重き をな して ゐる。 

言語 宗敎を 共 にした イラン 人と 分れて 印度の 西北 部に 侵入せ るァリ ヤン 人 は先づ アフガニスタンより イン ダス 河の 

上^。 へ ンヂ ャッブ 地方に 居 を 占めた。 パ ンヂャ づブ卽 ち 五 河 地方 は そこに 流れる 五條の 河川、 ヴ イタ スタ—  (vitasta" 今 

の JhelunO  . ァシ クニ ー (Asikn ず Chens  . パ ル シ ュニー (rai.el.lvmvi) . ヴ ィパ！ ンュ (vipM=BI) ：ンュ トウ 

ドリ 104utudri=sutle;p に その 名 を 負 ひ、 之 等の 五 河 は 何れも イン ダス 河に 合流し、 最古の 文獻 リグ • ヴ 1 ダ本 

に 名を殘 して ゐる。 ァリ ヤン 人が 如何にして 又 幾囘に 亙り 大擧ヒ ン ドウ， "クシ 山脈の 險を 越えて 新 領土へ 入つ たかは 

文默 Q 徴 すべき ものが なく、 諸種の 假說も 全く 學 者の 想像に 過ぎぬ。 リグ • ヴ " ー ダ本 集の 示す 限り 最も 確實 なの は- 

ァリ ヤン 人が 先 づ黑色 低 鼻に して 宗敎 信仰 を 異にする 先住民 を 武力に よって 驅除 征服した 事で ある。 先住民 はダ ー サ 

(Dasa) 或は ダス ュ (Dasyu) と稱 せられて 惡 魔と 同 一 視 せられ、 その 爭鬪も 神話 化されて リグ . ヴ - 1 ダ中 多数の 讚 

歌の 背景 をな して ゐる。 その 結果 は 勿論 ァリ ヤン 人の 全勝に 歸し、 先住民 は 遠く 僻地へ 驅逐 せられる か、 或は 奴隸と 

して 酷使 輕 蔑せられ るに 至った。 先住民の 文化 狀態は 全く 不明で あるが、 寨 柵を闺 らして 頑強に 新來の 外敵に 抵抗し 

」」^ は 明で ある。 又 早くより ァリ ヤン 文化に 同化した もの もあった らしく、 以後 兩民 族の.？^ 血 は 絶えす 行 はれた もの 
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と： jj? へ られ る。 

か. -る 異種 族 問の 戰 闘の 外 ァリ ヤン 人 諸 王の 問 にも 內， l^i が あり、 最も 有名な 記錄 として バ ラタ 族の ス ダ ー ス王 (sn- 

ails) は バルシ， - 二  I 河畔に ト 王の 聯合 軍 を纖滅 したと 傅 へられて ゐる。 之 等の 戰塵も 漸く 收り、 その 領域 も 東方へ 擴 

つて シュ トウ ドリ ー 河と ャ ム 十 —河 I^YalmmrlnJlIm ョ I) との 中間 を 流れる 聖河サ ラスヴ ァ ティ 1- (sal.asvati=sarsliti) 

に 達し、 政治的に も社會 的に も 安定 を 5r 宗敎は 益.' その 勢力 を增大 し、 こ 、に 特色 ある ァリ ヤン 文化の 基礎が 置か 

れた。 ァリ ヤン 人 は 幾多の 部族に 分れて 族長 は 备.' 王と 稱し、 s:^ 尊の 傾向 强く、  II 人の 社 會的位 © 低く、 家畏 制度に 

ブ r— フ マナ  7 シャ， -リ亇  ヴァ イシ ャ 

よる 大家族 生活 を營 んでゐ た。 しかし 後お に 於け る嚴 格な 階級 制度 卽 婆羅門 crs, 二 nsHm- . 刹 帝 利 (Klri.ya) . 吠舍 

(vai か jfv ブ 首陀羅 (ム Mm:- なる g: 姓 の^は 朱 だ 確立し なかった が、 職業的 分派 は 旣に布 在し、 やがて 來 るべき 階級 制 

度の！！ 則 を像吿 して ゐる。 宗敎 の. 優勢に 作って 忻 侶の 位 问 まり、 讚歌の. 止 確なる 誦咏、 複雜 なる 祭式の 執行 は純專 

門 的 知 II と 訓練と を- し、 1： 外漢の (ザ を 許さない。 ： 傘隊は 歩兵と 戰車隊 とより なり、 r, フ箭. 刀枪. 斧鉞 を 武器と し、 

その 指 liw 統率に <:E るお は 貴族的 武人^ 級 を 形成す る i^- をな した。 叉 産業 は 主として 牧畜 農業で、 耕作 は大麥 を 主と し、 

〈¥畜 は 特に 牛と 腐と を 重んじた。 殊に 牛 はァリ ヤン 人の 生活と 重要な 關係を 有し、 財^の 主要部 をな し、 物惯の |i 準 

となった のみなら す、 祭式の 報酬 は專ら 牛より なり、 乂 その 產 する 乳 酷 は 祭 供と して 神人に 珍重 せられた。 仔に 添 ふ 

牝屮の 姿、 朝に 出で タに歸 へる 牛の 群、 ヴ 1 ダ 詩人 はこ、 -に 美の 極致 を 見出し、 彼等 は 自己の 詩 を 牛の 鳴聲に 比較 

して ゐる。 故に後來の牝牛祌§^,不可殺の信條は既に この 時代に その 因 を 求め 5；： るので ある。 村落 生活の 安定 は 種々 の 

エ 蘇の 發 速に 资し、 大工 殊に 車ェ .緻に， • 鍛冶に の 技術 は 相  < おの 進歩 を •： 小した) 常^の奴樂としては，む獵.將^^.戰 


：乘競 先： 舞 音 樂を舉 ぐべ く、 飲酒 肉食の 風あって、 特殊な 祭式に は 盛宴 を 伴 ふ 事が あった 

次いで 眼 を 他の ヴ - 1 ダ文獻 に 移す 時、 最古の 文獻 リグ . ヴ - 1 ダの 示す 自然界 . 宗敎 信仰 • 社會狀 態と は 著しく 

異る 風物 制度に 遭遇す る。 リグ • ヴ " ，- ダ 時代の ァり ヤン 人 は 未開 遊牧の 階段 を 遙に遠 去 かり 旣に 文化的 定住 生活に 

人って ゐ たが、 其 後ァリ ヤン 文化 は 次第に 東方に 進出し、 その 中心 はパ ンヂャ "ブの 地 を 去って ガン ガ ー 河 及び ャムナ 

1 河の 流域に 達し、 四姓の 階級 制度 確立して 婆羅門 至上. 祭式 萬 能の 標語 を揭 げた。 哲學. 學 術の 方面 も 大いに 發達 

し、 リグ. ヴュ ー ダ 時代に 萌芽 を發 した 諸 傾向 は、 長听 にも あれ 短所に も あれ、 その 到達すべき 目的 點に 近づき、 後 

止. 婆羅門 文化の 特徴と 見る ベ きもの は 概ね この 時代に 整備した。 

上述の 如く、 ヴ， ー ダ文學 の 成立に は數 世紀 を 要し、 その 間 地理 的. 社會 的に 著しき 變 遷を閱 した 故、 之 を 資料と し 

て當 時の 思想 及び その 變革を 考察す るに 先 だち、 この 大文學 の 構成に i« 見 を與へ る 必要が ある。 

n  一  MCL2 こ o.d§  ,1  tls  Indus  civilizaip  an  _」mci-.l  almt  of  ..tf^  eg 誠 tig  Mchgjc.d§ 

211 oat  by  the  Government  of  India  between  the  years  1922  I  527.  Ecu  by  Sir  John  Mil,  3  vols., 

London  1931. 

こ の浩满 こして 高 W な 名著 Q 梗概 を 知らん とする 人に は 次の 紹介 論文 を丧 める 

Ninas  Nath  Law: ま IsnjoAli  and  the  Indus  valley  ci 一 ilizatlcu,  Imlim  Historical  Quarterly  VIIJ.  一 i, 1モ. 

1211164. 

金 倉 H 照 博士、 五 千； キ 前の 印度 文化と 佛敎、 現代 佛敎、 昭和 九 年 一月 號、 二 11 二八 頁。 

ヒー 一 II  Fiwort:  Indus  civmlion  il the  Near  East.  AnruE  Bibliography  of  loulig  Ashilogy  for  tl5 

^論  ラ 


ゲ H  I ダ及び ブラフ I マナ の 思想  一 〇 

year  1932,  】.0)V131  la"4,  】>p.  rr し. 

註コ 一 coutru-uticnK l>y  二 sy,  Gad 二, さ niUi  :5 二  T..5^1-)n  in  AIol 12 こ .-Ilaro ヌ (註 一 を ：3^tE ン 

二.  K.  nuntol- ：  r ョ. I-ls  】,〕r*i^l-;*.plly,  JOUL-n-ll  of  tr-  ROV:l-l  Asi  itio  scsiotv,  lisKlsu  1932,  pp.  4GGl「>or5. 

r.  Moriggi:  Zur  JJlauB-schrif t,  zeitpu-hrift  tlor  Deutschen  Morgoajuindisohen  Gysellsohaft,  Bd,  87,  534,  S.  .SSI24L, 


第一章 ヴ ェ I ダ文學 の概觀 

ヴ， - 1 ダ (Veda 漢 譯韋陀 • 皮陀 . 薛陀 等) の 概念に 關 して は 前章 旣に之 を^き、 之に 種 の^が あり、 夬々 リグ. 

ヴ ェ ，ダ、 サ ー マ . ヴ-ー ー ダ、 ャチ ュル. ヴェ ー ダ、 ァ タル ヴ ァ. ヴ 1 ダと稱 する 事 を も 述べた C この lEi:^ は 祭式 

を 管掌す る 祭官の 職分に 應 じて 生じた もので、 リグ . ヴ ，^ 1 'ダ (漢譯 顔 力 . 荷 力 等) は 諸祌を 祭場に 勸請 し、 讚誦を 

事と する ホ，' 卜 リ祭官 二  stjo に、 サ ー マ. ヴ- 1 ダ (漢 譯！ SKiLr 三 磨 等) は 欲、 # を 司る ゥ ドガ.' トリ 祭 {n-  (udg}u で 

に、 ャ.チ ュ ル . ヴ ，^ 1ダ (漢 譯耶樹 • 冶受 等) は 供 施行 祭卽ち 祭祀の 實務 を擔當 する アド ヴ T リ ュ 祭官 (adhvarylr 一 

に屬 して ゐる。 お 後に ァ タル. ゥァ .ヴ-1 ダ (漢譯 阿達. 阿闥 等) は 前記の 三 ヴ-, 'ダと は 趣 を 異にして、 攘災. 調 

伏 等 主 とし て 咒術 に 關 する も ので あるが、 後 祭式 全般 を總監 する ブ ラフ マン 祭官 (l>rahmalo に 所屬 する も の とな つ た。 

各ヴ ェ 1 ダの 主要部 分はサ ンヒ タ，' (sgbhit ち 卽ち本 築と 稱し、 讚歌 . 祭詞 . 咒詞 の集錄 である。 現今 單にヴ " 1 

ダに云 ふ 時 は 通常 この 部分 を 指し、 リグ • ヴ ェ ー ダ. サン ヒ タ ー を單に リグ . ヴ H 1 ダと云 ひ、 ァ タル ヴァ . ヴス ー 


ダ . サ V ヒタ ー を 略して ァ タル ヴ T  .ヴ ェ ー ダと稱 する 事が 多い。 ブラ ー フ マナ (Bl.iihmg:uo は 各、 ヴ . 1 ダ本 集に 附 

隨 する 說明 的文獻 で、 その 內容を 大^して 儀軌ク -i&li;) と釋義 (arthav ゆ da) とに 分つ。 前者 は 行 祭. 式 事の 規則に 關 

して 祭&の i 序 方法、 讚歌. 祭詞の 用途 を 規定し、 後者 は 讚歌. 祭詞の 意義 を釋 し、 語源 を 尋ね、 祭祀の 起原 祕義を 

3^ し、 又 その 問に 神話. 傳說. 古譚を 交へ て說 明の 憑據 或は 補足と する。 ブラ， -フ マナ は 散文 を以 つて 書かれ、 その 

內容 はかく 多岐に 1 り、 ヴ . 1 ダ 祭式の 研究に は 必須の 寶典 であるが、 文學的 見地から は 概して 無味 單 調の 畿を 免れ 

ぬ。 隹 その 挿入す る 神話. 傳說に 至って は文體 古雅 簡素、 內容的 興味と 相俟って 古代 散文 文學の 珠玉と ーェ ふべき もの 

； ある。 リグ. ヴェ ー ダ、 サ ー マ. ヴェ ー ダ、 ァ タル ヴァ .ヴ H 1 ダに屬 する ブラ ー フ マナ は 獨 立の 書 卷 として^ 在 

する が、 ャヂ ュル. ヴェ ー ダ にあつ て は 少しく 事情 を 異にする。 元來ブ ラ ー フ マナ と は マン トラ (ョ ョドけ 3 環 . 祭 

詞. 咒詞の 總稱) に對 して、 神 學的說 明 を 意味し、 個々 の 說明は 夫々 一個の ブラ ー フ マナと 稱 せられ、 か \ る說 明の 

集成され て 一書 卷を なした もの を も ブラ ー フ マナと 呼ぶ に 至った ので ある。 ャヂュ ル.. ヴ" ー ダ本 集中に は マン トラ 

の 部分と 說明的 部分と が 並存し、 相 合して 一 書 S 裁 をな す もで」、 }  • ヴ . 1$ に 做 ひ S 分 を 分離して 8 

となす ものと が ある。 前者 を 黑ャデ ュル. て 1 ダと稱 し、 後者 を， 曰ャ、 チ ュル -ヴ" 1 ダと 云弋 文 獻史の 見地から 

しても 後者の 編纂 は 前者より 新しい 事 は 確で ある。 蓋し 祭祀の 實務 を擔當 する アド ヴ ァ リ ュ 祭 官が祭 詞の集 錄の外 早 

くより 傣軌 . 釋義を 主眼と する 說 明文 獻を 必要と した 事 は 容易に 了解し 得る 所で、 ブ T フマ ナ文獻 の 靈は實 に こ 

の 派の 學 に 負 ふ 所 多く、 黑ャヂ ュル. て ー ダは本 來の體 裁 を 保持す る ものと 考 へられる。 m し 黑ャデ ュル • ヴェ 

1 ダも その 拾遺 隊補 として^に 獨 立の ブラ —フ マナ を備 へて ゐる事 も ある。 

i ボ 一章 ヴ- 1 ダ文學 Q 概觀  一 一 


ゲ, - I ダ 及び ブラフ _ マナの 思想  一二 

次に ブラ ー フ マ ナと 同じく 各ヴ "一 I ダ附 锡 の 文 獻にァ ー ラ スャカ LAml.l.v;lki つ 及び ゥパ 二 シ *  了ト _JJ  一  5,l-is._-un が あ 

る 0 之 等は必 しも 獨 立の 書卷 として 存在せ す、 厘-ブラ I フ マナ 中に 包含 せられて その 一 部 をな し、 又ゥパ 二 シャツ ド 

がァ ー ラス 力 巾に 含まれて ゐ る 事 も あ る。 兩者は ヴ -ー ー ダの 終局 をな すが 故 にヴェ —ダ ー ン タ (ve&i-nta ヴ - 1 ダの 

結尾の 義) と稱 せられる. - ァ ー ラヌャ 力 は 特に 森林 巾に 於て 傳授 さるべき 祕義を 載せる ものと して その 名 を 5^、 内容 

の 一 部はブ ラ I フ マナ と 等しく 祭式に 關 する も、 一 部 は 尊ら 哲學的 思辨の 進歩 を 示し、 古代 印度 思想界の 精華た ろゥ 

パ 二 シニド 祈；： 學に 到達す る 階梯 をな して ゐる。 

^卜. 明した ヴ ェ ー タの 構成要素 たる サ ンヒ 々I  • ブラ— フ マナ. ァ I ラス ャカ. ゥパニ シ. >  アト を總 せして 天^, 父 

學 ず ii) と 云 ふ。 印度に 於て は 之 等 を 人間的 著作と 見す、 架 仙 二. ち が 神秘的 靈感 によって 感得した 啓示 と It め、 

聖賢の 叙述に よる 一 傳文學 (smvti) と- ai:^ し、 婆 羅鬥 敎の 根本 典と して 無ヒの 尊敬 を 捧げて ゐる。 聖傳 文學の 代お 

が. な もの は、 ( ： ) 六 ヴ"， 'ダ I ン ガ (ve き ヴ . I ダ支 分の 義) 卽ち シ タシャ， I  (ム i 一 ふ n 昔韻學 書) . カル。 ハス ー 

卜 ラ (Kalpilsfltra 祭式 規則の 綱要 書) . ゲイ ャ I 力 ラナ (vyi,lkal.ill.la 文法書) . ユルク々 (Nirukta 語源 學書) • チヤ 

ン ダ ス (rhamks 韻律 書) • ヂ ョ， 'テ イス (Jyotis  ： 人文 學 書)、 (- 一) 一 一大 敍事詩 マ ハ ー バ 丄 フタ (MahablJ§,rata) 及 

びラ ー マ，' ャナ (Kiimaya せ a)、 (三) マ ヌ の 法典 (Mrs;lv;ulh;lrmil ム rlstm) 等で あ る。 六ヴ " —ダ ー ンガ はヴ ェ ー ダの 

補助 文獻 として その 理解. 保：：： b  . 實 行に 必要な 學術を 含み、 宗敎 上から 見て 殊に 重要な の は カル。 ハス ー トラで ある。 

之 をた^ して §:種 とする。 (一) シュ ラ ウタ . ス ー トラ ハ svallrs ま l.a)、  (二) ダリ ヒャ. ス —トラ (Gl.hyasilts)、 

亡 二)  ノ ノルマ • ス ー 卜ラ l;Dharmastitl.a)、  シュ ルヴァ . ス ー トラ (f^ulvas ゆ tra) 卽 ち"： 几で ある。 第一 及び 第二 は 


純然たる 祭式の 綱要 書で、 前者 は 三 個の 祭 火 を 用 ひる 大規模な 祭式に 關し、 後者 は 一 個の 祭 火 を 用 ひる 家庭的 儀典 を 

規定し、 何れも ス ー トラ 體と稱 する 極めて 簡略な 文體を 使用して ゐる。 この 內 特に シ -ー ラ ウタ • ス，" トラ は 冗長 散漫 - 

の 嫌 ある ブラ ー フ マ ナの 記述より、 實用上 必要なる 耍點を 組織的に 配列 編纂した もので、 サ ン ヒ タ. - 及び ブラ ー フ マ 

ナと 緊密な ー體 をな し、 ヴェ ー ダ 祭式の 理解に は缺 くべ からざる 文獻 である。 次に 第三の ダル マ • ス ー トラ は 四姓の 

權利. 義務. 生活法 を 規定し、 俗せ の 法規の みならす、 宗敎的 要素 を 多分に 含み、 後 更に 發 達せる ダ ルマ. シャ ー ス ： 

トラ (Dharsa か astra) により 代表 せられる 法典 文學 の先驅 をな して ゐる。 最後に 第 のシ ュル ヴァ. ス ー トラ は 時に. 一 

シ ユラ ウタ. ス ー トラの 一部 をな し、 祭場. 祭壇. 祭 火の 設置に 關 する 規矩 を敎 へ、 印度に 於け る 幾何 學の發 達 史上 

注 m すべ きもので ある。 

.^度に於てはヴ - 1 ダの傳 承を專 管す る 婆羅門 巾 夙に 學 派へ かき 一 尸 つ §Hla) の训を 生じ、 y  . 1 タの 中心 をな すサ 

ンヒタ ー にも 異本 あり、 祭式に 關 する 見解. • 規定の 相違 は 多数の ブラ ー フ マナ を 生み、 ^^ー  サン ヒタ ー 或は ブラ ー フー 

マナ を 所 依の 聖典と しつ 、も、 細目の 差異に 應 じて 幾多の ス ー トラ 學 派に 分れ、 時代と ともに ヴ - 1 ダ學 派の 分裂 は 一 

複雑の 度 を 加へ た。 然し 爾來 學滅の 消長 盛衰に 從ひ 湮滅に 歸 した 文 獻 頗る 多く、 現代に 傅る もの は嘗 つて 存在し 一 

た 大文學 の 一部に 過ぎぬ が、 旣に 公刊 せられた 原典に つき 見る も 往時の 盛觀 を^ぶ に 足る ものが ある。 

更こヴ H 1 ダ文學 を 廣義に 解し、 口 傅に 際し 起り 易い 過誤 を 警戒す る 諸種の 文獻、 便覽書 . 綱要 書 • 註釋 書の 末 ま 一 

で迎 るなら ば、 この 文學的 活動 は 今日に 至る まで 連綿と して 繼 綾し、 頗る 應大な 集積と なって ゐる。 然し 吾人の n 的 

がヴ H 1 ダ . サンヒ 々ー 及び ブラ， -フ マナに 於け る 思想の 概說 にある 以上、 その 資料 は 自ら 制限せられ、 ヴ ェ，. ダ文 

笫 一章 ヴ HI ダ文舉 G 概觀  ニー 一 


ゥ l ダ及ひ ブラ，' フ マナの 思想  一 四 

學の全 組織 を 詳述す る 必要 は荐 しない。 卽ち リグ . ヴ 1 ダ本 «i< を 中心として 祌觀 . 神話の 方面 を說 き、 その 變遷の 

跡 を ブラ— フ マナの 中に 求め、 次に 哲學 思想の 發展を 瞥見して ゥパ 二 シ. 一？ ト折 〔學 勃興 以前に 筆 を 止め、 ャ ヂュル . ヴ，' 

1 ダ本集 及び ブラ I フ マナに i^- いて 祭式に 關 する 特徵を 窺 ひ、 ァ タル ヴァ . ヴ H 1 ダ本 集に よって 咒 法の 一 端 を 尋ね、 

S 後に ま然 . 社會 . 文化に 關 する 諸相 を 記述 せんとす るの が 吾人の 意圖 である。 

仉し 本論に 入る 前、 以ド 使用す る 主要 文 獻卽ち サン ヒタ ー 及び ブラ I フ マナ を列舉 し、 必要に 應 じて 簡單 なる 解 說 

を附 し、 且つ 專門學 者の 使用す る 標準 的 出版と 代表的 飜譯と を 添へ る； E^f とした。 乂個々 の 文獻の 年代 は複雜 なる が 故、 

必要 あらば 本； i 中に 於て 新 古の 別 を 考慮す るに 止め、 玆には 詳論せ ぬ G 

一 ソ ク • ゲ 二  — ダ (J^gvcda) 

ィ、 サン ヒタ ー。 印度 所 傅に 從 へば 五 派の 刖を算 へる が、 サン ヒク— の-お 異は 極めて 少く、 主として 補遺 歌 十一 篇 

(vrllakhilya) に 對す る 態度 にか かって ゐ たらしい。 ？ M 密な 意味 に 於け る サン ヒタ ー の 相違 は、 シャ ー カラ 派 (ム ゃ 

L,ala) と. ゥ ァ！ ンュ カラ 派 芑 alia) との に認 むべ く、 前者 は 全 補 遣 歌の 權威を 他の 讃歌の それと 同  一 ig せす、 後 

者 は その. 2： 七 篇の權 威 を 肯定す る 外、 讚歌の 順序に 於ても 僅に 前者と 異る。 現今 用 ひる もの はシ ャ ー カラ 派の 原典で 

ある。 ト卷 一， ョ ず la) より 成り、 一 〇 一 七 i 十 一 個の 補 遣 歌 を 加 へれば 一 〇 一 一八 —— の 讚歌 を 含む。 第一 ー卷 より 

第 七^ は 各 卷家傳 の 讚歌 架と も 云ぶべく、 その 內 {5^: . 編纂 等に 共通 點. を 示し、 リグ. ゥェ ー ダ本 集の 中核 をな して ゐ 

る。 第一 卷 及び 第 八 卷は後 この 中核 部に 附加 された ものと II めら れ、 第 九 卷は之 等と 全く 異り、 摔出淨 化せられる 祌 


滔ソ —マ (ssm に對 する 讚歌の み を 含み、 その 中には 恐らく ヴ ェ ー ダ文學 の 最古 i! に屬 する もの ありと 

考 へら^る。 之に 反し 第 十卷は その 言語 內容 より 見て 他の 卷 より 新しく、 勿論 個々 の 讚歌に ついて 云へば 例外 は ある 

が、 概して リグ. ヴ 11 ダ本 集の 終期に 屬 する ものと 見て 差 支ない。 所謂 哲學的 讚歌 はこの 卷に 含れ てゐ る。 全篇の 

^容を 略 一；：： ：！ すれば、 ヴ HI ダ諸神 を 讚美した 宗敎的 抒情詩と も 云 ふべ く、 詩的 價 値に は 優劣の 差が あり、 一列に は 論 

じられ ぬが、 概して 簡潔 素朴、 後 骨の 印度 文學に 見る 如き 複雜な 技巧 修飾の 痕 はない。 然し 同形 類似の 句、 常 套的反 

(仪 多く、 寧ろ 單 調の 嫌 は あるが、 その 傑作に 至って はヴ ェ 1 ダ 詩人の 詩 囊も亦 決して 乏しくなかった 事 を 示して ゐ る。 

〔屮： 版〕 F.  Max  IVIeler:  Big-veda-salllliF  the  sacred  hysns  of  the  Bl.allmag ;  together  111  the  com- 

ョ eptal.y  cf  sayanacllal.ya,  6  vcls.,  iLondon  184911875;  2nd  ed,  4  voK,  1890—1892. 

I〈 麥 X ま Her:  The  hyni  cf  the  Kis.-veda  in  the  sihita  I  Pack  texts  l.lilxted  from  the  editio 

prince 一〕 s,  2iid  cel., 2  vcls.,  London  1877. 

Th.  Aufl.echt:  Die  Hymnen  des  Kigveda,  2.  Aufl,  2  Rle,  Bcml  18/， 

在來 印度に は數 種の 出版が あるが、 何れも 批判的 態度 を 缺く憾 が ある。 但し 最近 は 比較的 優秀な 出版が 數種 企圖せ 

られ、 一部分 は旣に 公刊され てゐ る。 

〔飜 譯〕 r  Ludwig:  Del-  Kigveda  Oder  die  lieiligeu  Jfyleu  <ler  Bl-rllmla  zi  ersten  Male  Yollstiiuaig. 

iuy  Deutsche  tlbel-setzt,  0  wde,  pl.ag  187611888.  , 

H.  Grasiaun:  Kig-Veda  i 一 beitzt  .^w^.^  niit  kl.itisdsll uml erlRutel-llJen  Aierkullgell  viehel-, 2  Bde, 
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.0  H  I ダ 及び ブラ ー フ マナの 想  一六 

r.  -T.  H.  Gnl-U 二 1 : Tho ll.v ョ ns  of  tlic  liig.-ve-la  translated  with  ； i 15plll;lr  roninicu 一 iu-v,  : 一一-二  <xl,, に V-IK., 

Benares  1920, ちに ェ. 

K.  F.  Celilnor:  ,02-  KiJ^vccla  ii 一一 (Tsekt  U-Kl  2.1;.iutcrt  L  Erster  l>is  viel-ter  IJiederkl.eifs,  GottiHg-en-LeiDzig 

1923. 

拔萃譯 中 特に 推舉 すべき は、 

r 】，ulk 二) ml-(lt- ：  Liodt-r  (l,s  l.tgveda,  oot-fiuLV。n-L,i】.-zip- 1 ョ； {• 

K.  ！ F.  G211U2- :  At-clismlls i ョ -1 】inlh ョ nuismiis,  Ti.-b.in- に. 21 ニーに- S. 

V.  ； pals, も o:  Iniii 一 lei Kix 二 に vol.,  Bolo ち iti lss>,  0r 

□ ブラ ー フ マナ。 現 八/傅る もの に アイ タレ ー ャ (Ait,!w-.v;l, 一  と カウ シ，' タキ 或は シ ャ ー ン 力，' ャ十 (Karsitaki  or 

SJ&klaiiyaua) との 一 一種が ある。 前者 はシ ャ ー カラ 派に 場し、 後者 は. 兀來ヴ ァ ー シュ カラ 派の 系統 を 引く ものである。 

(一) アイク レ ー ャ. ブラ ー フ マナ。 叫 十 章 (adhyilya) よりな り、 五 章 宛八篇 (paiicaklo に 分た る。 然し 最後の 

十窣は 他の 部分より 新しい。 ブラ ー フ マナ 中 重要な ものの 一 つで ある。 

〔=；^ 版〕 Th.  Aun.e(-llt  ： づ n-s  Alfaroya-BVA-hmfu.Kl,  mit-  k\nsziig-21  aiis  <lem  Co ョョ put-arc  A. on  sivyJ5s-ciil-v;.l  und 

p-^^ip  r>f-ilag.en,  B.mu  1879. 


广飜 Kir 一  M.  Hallo-:  The  Aitareya  wrahmalla ヨ ot-  U ち K-if?veda,  (-ontai-lil ち the  earliest  SI) ミー lrt-§s 

.Bmhnlalls,  edited,  translat21  ami  cxprilK-a,  2  voK,  :B;51l)ay  :18G5. 

nl しこの ，5| に關 して は A.  メ vel)er:  Inc.usc.he  studi?  IX. 177—380,  Leipzig-  1865 を參 照す る 必要が ある。 

A.  B.  Keith:  JRigveda  ； Brahiuauas  ：  The  Aitareya  and  Kai ぶ Itald  Brrlllmfmas  of  the  Big  Veda  translated 

from  tlie  ol.igiual  Sanskrit,  cslmt-ridge  Qlass.)  1920. 

(二) カウ シ ー タキ 或は シャ ー ンカ ー ャナ. ブラ ー フ マナ。 三十 章 より 成り、 內容は 頗る アイ タレ ー 

ャ . ブラ ー フ マナに 似て ゐ るが、 之よりも 統一 的で 記述 も 簡略で ある。 全體 として アイ タレ ー ャ 一 1 三 〇 章よりも 新 

しい。 

rrqi^u 13.  Liindner:  Das  Kausi.taldTbr ヒ l:mtll;l.a,  I.  Jena  】80r 

A.  B.  Keit-ll : l《ig.vpa:l  Bralimanas. (前 出) 

I  I サ— マ..， クュ— ダ (sflmavedfl) 

ィ、 サン ヒク lo 古來サ ー マ. ヴュ ー ダは 頗る 多 數の學 派に 分れて ゐ たと 傳 へられる が、 現今 知られて ゐ るの は、 

カウ トウ マ 1^  (wauthuma) . ラ ー ナ ー ャニ ー ャ派 (Blrlyauiya}  • 、チ ャ ィ ミ 二 ー ャ派 (Jaimiuiya) の 三 派で、 ，1 苎ー者 

は 恐らく その サン ヒタ， '及び ブラ ー フ マナ を 共通に した ものの 如く、 例へ 差異が あつたと しても 極めて 儘 少な ものと 

思. H 丄る。 ス ー トラと して カウ トウ マー；^ にラ ー ティ ャ， 1 ャ十 . シ ュ ラ ウタ • ス ，- トラ 广， Latyayanairautasutra) 力 あ 
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ゲ - I ダ 及び ブラ I フ マナの 思想  一 八 

り ラ ー 十 ー ャ 二 ー ャ 派に ドラ ー ヒャ ー ャナ . シ -1 ラウ々 . ス ー トラ ^Drrlllyrly ミ. -a-6rautass;Ta,> が あるが、 その 差 は 

頗る 少く、 唯 後者 は 數ケ條 の 規則 を餘 分に 含む 程度で ある。 故に 眞に サン ヒタ， 'を 異にする 學派は カウ トウ マと ヂャ 

イミ 二 ー ャのー 一派と なる。 サ ー マ • ヴェ ー ダは 歌咏を 司る 祭 官に屬 する 故、 i 率に 歌詞 を 含む のみなら す、 サ ー マ ン卽 

ち 旋律 ず.， uuaa=melcdy) をも俾 へなくて はならぬ。 歌詞の み を集錄 せる 部分 をァ ー ル チカ okll ヌー と稱 し、 特殊の 

ー5^"符にょ つ て旋雜 を.： 小し、 =； つ 唱歌に 際して 起る 音節の 延長 . 反復、 特別な 拍子 昔 (stcLlvl 例 へ ば h こ yi,  hfiva の 類) 

の揷 入を附 加した 旋维集 或は 歌曲 $ ^をガ ー ナ (gillm) と 云 ふ" 各種の サ ー マ ン (旋律) によって 歌 はるべき 標本 的 詩 

-頌 (、ヤ "verse ン を槊錄 した 歌詞 築をプ —ル ヴ， . ァ ー ル チカ  一， rfll.varcirl) と 云 ひ、 そ の旋 はグ ラ —メ  —  . ゲ— ャ. 

ガ，' ナ (G1  ゆ megeyagals,  or ン， eyagrllltt) たる 旋雜槳 に 収められて ゐる。 之に よつ て 歌；^ の 基礎知識 は 修得せられ、 

その 旋律 を 必要に 應じ 他の 歌詞に 移して 歌 ひ 得れば よい わけで ある。 この 實際的 要求に 声-じて 次の 歌詞 染と 歌： sffi と 

が ある。 主として 三-幼 を 一節と なし、 ソ ー マ 祭に 使 W される 順」： i: に 配列した 歌詞 集 を ゥッ々 ラ. ァ —ル チカ cuttar- 

ru.cika) と 云 ひ、 之に 對 する 欲； m 壤をゥ ー ハ . ガ —ナ (tlhagana) と 呼ぶ。 叉 旋律 中には その 神秘 力の 爲め 村落で 學習 

する をお み、 特に 森林 中に て傅投 すべし と考へ られ たもの が あり、 その 歌詞 はァ ー ラ ヌャ 力. サン ヒ タ ー (Ira づ yalol- 

samhita」 屮に妆 めら れ - その 旋体 はァ 1 フ ヌェ一 たケ. I ャ . ガ I. ナ (Ara^lyegeyagfina  or  Ars3yagana) に舉 げられ、 

n つぶ 臥 述のゥ —ハ -ガ —ナ に對應 して 歌曲， 集ゥ ー ヒャ . ガ —ナ (.dhyagalla 詳しく は uharahasyagalm) が 傅 へ られ 

てゐ る。 ^之 等の^ 部の 成立 順^ 或は 史 に^く サ— マ文獻 全般の 成立 史に關 して は 複雜な 問題が 存し、 又 祭式に 於け 

る^;^ 法に 關 しても 幾多 述 ぶべ き i^. は^する が、 當而の m 心 想 問 题に關 して は 直接の 關 係簿. きが 故. に こ 、に は 省く。 


(一〕 カウ トウ マ 派。 前述の 歌詞 集. 旋律 集. 歌曲 集 を 具備して ゐる。 プ ー ルヴァ 及び ゥ" タラ 兩 歌詞 集に 含まれ 

る 詩. 頌ー 八 一 〇( 重復を 除けば 一 五 四 九)、 又ァ ー ラヌャ 力. サン ヒ タ ー は 五. K 類 を 含んで ゐる。 大部分 は リグ • ヴ - 

1 ダ屮 から 採錄 された もので、 然ら ざる もの も 他の ヴ 二，. ダ文獻 に 散見し、 獨立性 を 誇り 得る もの は 極めて 少く、 サ 

—マ . ヴ 1 1 ダが 文學的 及び 思想 的に は價値 低き 所以で ある。  . . " 

〔屮： 版〕 Sat.yavrata  salami  ：  f  P  Veda  Saihh ま， with  the  smmen 百. y  cf  s-ayalja  Ac^rya  (Bibliotheca 

indica)，  5  vols.,  Calcutta  ia71,-JS78.  (editic  pl.illceps) 

Ihil  Benfey:  sfgave き reiki.  Die  Hynmen  des  S ぎ a.veda  herausg.egebell, a  imd  mit  Glossal- 

Yer.sellel-,  L-eipzi^  1848, 

(J.  Stevenson が 一 八 ra 三年 ロンドンで 出版した 原典が ラ ー ナ. -ャ 二， -ャ 派の サン ヒタ —であると 云 ふ說は 何等 確 

實な 論據を もたない C)  + 

〔 ^譯〕 ； H.  T.  H.  GrifSth:  The  hymns  of  the  sanlaveda  translated  with  a  popular  8mmentary,  crd  ed., 

Benares  1926. 

(一 一) ヂャ イミ 二 ー ャ 派。 三種の ァ ー ル チカ、 一 一種の ガ ー ナを 具備す るが、 ゥ ー ハ . ガー ナとゥ ー ヒャ • ガー ナと 

は 未だ 發 12^ されない。 總數 一六 八七頌 を 含み、 カウ トウ マ 派の ものより 一八 ニ頌少 い。 

〔出版， 1 ン V.  Calanrl:  Die  Jaiminiyalsa&hita,  Et  einer  Einleitun お Breslau  190r 
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ゲ. --ダ 及び ブラ ー フ マナの E ぬ ©  二 〇 

□ 、ブラ ー フ マナ" 

(一)。 ハンチ- ヴ イン シャ • ブラ， t フ マナ (pallcavil^lAa-hrsllllla づ a) 或は々 ー ン.. ティ ャ. マ ハ， 'ブラ 17 マナ 

カウ トウ マ 派に 翳し 二十 五 章 (prapatlmku) より 成る。 揷 話に 富み 重要な ブ ラ I フ マナの 一 つで ある」 

(Bibliotheca  f^f^,  2  vols.,  Calcutta  J8G9-1874. 

广辦. 諫」 ゴ- Calaiul ： 】 一 aAcaYiI.lls:l-Br,,lhnl;ll.la,  the  Bl.r_,llma ク a  of  Twenty  Five  Chapters  (Bib.  iu-1.),  ctllcutta 

i.  . 

(二) ヂャィ ミ - 一，' ャ. ブ ラ ー フ マ ナ (Jainliniyn,-lln.lhmal.vl)。 ヂ * ィ £  二 ー ャ 派に 屬 する も 未だ その 4+； 出版 を 兌 

ない。 旣に發 炎され た 部分に ついて 見る に、 その 揷 話に 豐 富な 事 は 明瞭で ある。 故 力 ランド 敎授は 之 を パン ヂーヴ < 

ンシャ . ゾラ ー フ マナより 古いと 斷 じたが、 この 點には 有力な 反對 もあって 容易に 決定で きない。 

广 5! 版 . ,1  ば」 H,  Oertel:  ront-ritnltions  fr- 一ミ tlie  Jaiminiya  Br§-hmana  to  tlie  liistory  of  tlie  Brallmana 

lit つ l.atul.p:  I.  Journal (，f  the  American  Oriental  Societ,y  X.VIn,  l<5fT;  11.  ibid.  (= JAPS し XIX.  97  ff.;  In. 

Actes  (lu  onzi ゆ me  Congr お International  des  orienta-listes  Paris  1897,  vol.  I,  1899,  2551?：;  IV.  JAOS.  XXIIL 

32511:;  V.  ibid.  XXVI. 176  if,  306  ff,-  .Tr.  XX^IIL  81 ff.;  VII.  Transactions  of  the  ccnnecticut  Ac? 

tlemy  of  Arts  aucl  Sciences,  vol. XV  (一一 S09\  1「>;,>  If, 


\V.  £難一： ^  aa ヨ it. ，匕 2d,  tlbei 固 g,  ff  Alerdi  1919. 

—  了 ヴ . 1 ダ所屬 の ブラ 1 フマ ナと稱 する ものに は、 シード ヴメ ン シャ • ブラ1 フ マナ ず) vil-b&mf) 

を 始め 多数 化する が、 何れも 拾遺 或は 補助 文獻の 範圍を 出です、 到底 前記の 卞. フラ ー フ マナと 同列に 論すべく もたい 

故、 全て 之 を ^く。 

三 ャヂュ か. ゲ ュ —ダ (Yfljnrvsu) 

ssfl する アド ヴァ i 響に 屬 する ヴ r ダで あるから、 I まに 關 する 些細 の 相 遠に 應 じて 流派 

の g を 生じ 易 5 想像に 難く たい。 して 11 では 八 丄ハ養 は 百 一 泥と 傅へ てゐ る。 然し 現今 知られて ゐ るの 

は 僅に その 一 部に 過ぎぬ。 I の 如く  (二  S その 編纂の 體裁 によって 二種に 大训 する。 

A 里？ チ ル • ヴェ I ダ"、 

二) マイ トラ ー ャ 二，' ャ派 (Maitr ぞ. a や Iya)。 

サン ヒタ ー は w 卷. (kr^u?a) より 成り、 第 §： 卷は拾 遣 (Khila) と稱してその^:容から„1-るも、 前三卷 に^ま さズプ 

部分で ある。 文體^ 容共に 古風で、 この種の 文 獻屮の 古 3^ を 代表す る ものと 考 へられる。 

〔出版〕 1 . VC--  Schroder:  lit  ，チー.- ニー ま， 4  Teilo,  si  i  二 観- Nelm.lc  i. . 

。 0 カタ 派 (Kat ぎ)。 

の マイ トラ ー ヤー 一.. ャ 派に 極めて 近く、 共に 所謂 チヤ ラカ 十二 派 中に 含まれて ゐ る。 現今 知られて ゐる サン ヒ 
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ヴ ， ダ 及び ブラ， フ マナの £^ 想  ニニ 

タ ー に！ 一種 ある。 

1 チ" ラ 力-カタ 派 (caraka.Katlla) 或は チヤ一 ラ. I ャニ， 'ャ. カタ 派 (car  一. vyn;lTya-Katha)。 

ィ サン ヒ々 ー。 力 I タ カム (Kathaki) と稱 し、 五卷 (gTantha) より 成り、 最初の 卷は m 十 章 (sthauaka) に 

分れて ゐ るが、 第 SI 卷 は附錄 として 後に 追加され たもので ある。 第五 卷は章 名 (anuvac ミ m 一  を 異にして 十 一 二 章 を 含み、 

ァシヴ ，メ ー ダ (AAVamedha) と稱 する 大規 校な 祭式に 關し、 マイ トラ ー ャニ ー ャ . サン ヒタ —第三 卷の 一部 こ相當 

する ものであるが、 この 卷も亦 後の 附加 部と 見る ベ き である。 

厂 r,: 版.. ：- t.  v§  Schroder:  K ま llalpm,  (lio  sal.-lhit.rl  <ler  K;itha- つ， Ikll? ；】 T (二 1,, Lf 二 pzig- さ 00 丄 illo-  LKlex 

づ el.llorllm  you  K.  Simon,  1912. 

n、 ブラ— フ マナ。 この 派 は^に ブラ— フ マナ 及び ァ I ラス ャカを 有して ゐ たが、 その 內容は 未だ 斷片 的に しか 知 

ら れてゐ ない。 

prz-w  一  L.  v§  Schroder:  yie  Tabinger  Katha-Hands 二 u-ift.pll ョ 1(1 ills  Bwziehlsg  7 ョ n  Trli<tirlva-,\l.au- 

,vaka,  slt-zllng-sberi 一 -hte, ン Vi21  1898. 

ン V.  Calami : Brahm  ll.s  5  sflt-ra-aa ョ viusten,  Verslagen  eu  Medededingen,  Assterllalll, V.  Ue (レ Is-  IV.  yeel 

一一 一 20,  4-;7tr. 

Kaglni メ ll.a :  Jvatha-  wiflhrnana,  Lahore  (in  rt>ress\ 

c<i 力 ビシュ タラ. カタ 派 (Kapistlmla-Kathay" 


サン ヒタ ー は八卷 (.^?talca) より 成り、 各 0^ 亦 八.； 14  (adhywyil) に 分れて ゐ るが、 完本 は發 見せられす、 f« もす る さ- 

分 は 前述の チ ヤラカ . カタ 派の サン ヒタ ー に 極めて 密接に 對應 する。 

〔出版〕 If  .1 ョ vil.a:  Kapi§thala-Katr-sa ま its,  a  text  of  the  Black  YaTvecla,  Lahore  1982. 

(一: :〕 タイ ティリ，， 'ャ派 (Taittil.iya)。 

上述の チ ヤラカ 諸派に 對立 する 有力な 學 派で 現在に 於ても サン ヒタ！ ブラ ー フ マナ. ァ ー ラヌャ 力 を 完全に 保有 

し、 n:! つ 之 を 所 依と する 六ス ー トラ 學派 (caraca) の 原典 も 知られて ゐる。 

f、 サン ヒタ ー。 七卷に 分れ その. h: に は 新 古の 諸曆が 認められる。 

7— 反〕 A.  Weber:  Die  Taittiriya  f^p  2  Bdeulndisclle  Studien  XI,  XII,  Leipzig  1871,  1872. 

この 外 註釋附 きの 原典 は カル 力" タ、 プ ー ナ、 マイ ゾ ー ルに 於て 出版され た。 

〔飜 譯〕 A.  B.  Keith:  The  Veda  of  the  Bll  Yajus  School  entitled  Taitiiriyai.nliit.;l,  2  VOLS.,  Cambridge 

(Ma ま.) 1914. 

口、 ブラ ー フ マナ o タイ ティリ ー ャ派は サン ヒタ ー の 拾遺と して 別に タイ ティリ ー ャ- ブラ ー フ マナ を もって ゐる。 

三卷(1,ゅ^.?„.) に 分れ、 マン トラの 部分と ブラ ー フ マナの 部分と が 混在す る 事 も サン ヒ タ，. と與ら す、 あらゆる 點で 

その 拾遺 綾篇と 認められる。 

r" 版〕 gjendraga  Mitra:  The  Taittiriya  Bralmla  of  the  Black  Yaiul-  Veda,  Ih  the  cimentaa-y  of 

了： ilva さ. IchS-rva  OBibliotlleca  indica)，  w  vols.,  Calcutta  1859-1890. 

i ご 章 t  H 1 ダ文學 Q 概觀  三 一一 


ゲ ェ一ダ 及び ブソ ー フ マナの wife  二  gj 

B 白ャ チュル. ヴ -I ダ， 

ヴァ ー チ 一 サネ ー ャ；^ ハ Vaj き aueya) も 亦 印度 所 傅に 從 へばむ 五-;^ に 分れて ゐ たと 云 ふが、 現今 知られて ゐる もの 

に 一 一派 ある。 卽ち (一) マ— ディ ャ ンデ イナ 派  一， Madhyamlil-il 一  と (- - ) 力.' ンヴァ (Krlnva 一  とで ある。 

ィ、 サン ヒタ. I」 兩 派の サン ヒタ ー は 極めて 俊 少な 差異 を；； 小す に 過ぎす、 叫 十 章 (fulhyrlya) に 分れ、 マ ン トラの み 

を集錄 して ゐ るし 

广" お I レ. .welsr:  The  vajllsaneyi-sill.jlllilil  in  二  ヒ A,-lll,yaudilul  ；ョ二  t,ht-  Kill ミラつ 「lkh:.l  with  二 I,  <.:u-l-lcl マ 

tiu.y  --f  iUahi 二 Imra,  Werliu-Iiouclon 185 に. 

S.8  1. HH.  Griffith:  The  texts  of  the  white  Ya.jlu.veda  tl.fulsrted  with  ； i  ^-c_^--_.~p.  smmerltal.y に u-1 

？ 1., weluu.es  1916. 

□ フラ ー フ マナ シ d タ 。ハタ- フラ ー フ マナ (Satilpatha-br5,hmal.la) と- K ひ、 マ I デ ィ ャ ンデ ィ ナ^こ於てまそ 

の名の示す如く百章 (adhy^lya) より 成り 十 四 卷 ず) に 分れて ゐ るが、 力— ンヴ こ；^ に 於て は 百 gHa- より 次り 十 

六卷に 分れて ゐる， - 兩^ の. s: (芥は 大差" なく、 唯 前者の 第一 l五卷と之に相應する後者の第ー—七卷の^^i-異に注：2Iすべ 

きものが ある。 新 古の 諸曆を 含んで ゐ るが、 編^の 體裁 及び 言語 . 文體 より 見て、 總 じて 黑ャヂ ュル. ヴ T: 1 ダ . サ 

ンヒタ ー の ブラ I フ マナ 的 部分より 新しい」 然し 1ー*： に 於ても 質に 於ても、 重要なる ブラ ー フ マナた ろ を 失 はす、 义ぉ 

終卷に はァ— ラス ャカ 及び 有名なる ブリ ハド . ァ I ラス ャカ - ゥパ -ー シ.  一？ ト -Byhmui. 一. va.ka-llp§i?:l,d:- が 含まれて 

ゐ る- U 


「u 版〕 A.  web(T:  Th (二- iitapatlm-Btjihmiiua  iu  tlio  lvlrldlly;l-l 二 J.iiMls-,  .with  extracts  from  the  commen- 

tarv  cf  siiytsa,  Hal-isvamhl  and  Dvivedagaiga,  Bel.lin-Lcndou  1855,  Neudriick  1924. 

W.  Caland: 1 一 he  Catapatha さヒ Itslvla  in  the  Kilt;tvJya  recension  edited  fcl-  the  nl-st  iil-lc,  L IJtlllcre  1926 

〔- p  k)  II.  2.  4.  3. 

f 飜譯， 1 F.  I お gcling:  The  Catapatha-Br}.ihmal;la  a<.2 ョ. Ung  t。  ihe  text  cf  the  Miidhynn 一. -ilia  school, .「>  v:ls., 

Oxford 1 ま： M899， 

3 ァタ レ. グァ •  ■ ヴ ，一 1- ダ (A.t】lJU-v!lv2k) 

前 三ヴ H 1 ダが各 祭式の 主 -isi たる 讚誦 • 歌. 化 • 供 施 を分擔 し、 三 明 (trayi  vidp ど の 名の 下に 總 括され るに 對 

し、 咒法を その 本質と し、 少 くも その 起原に 於て は： 卜 お ^ の^ 仰と 密接な 關係を 有した ァ タル ヴァ .ヴ 一一 ー ダは全 

く  h;  M の 位 gj5 一  を： T め て ゐ た。 この ゲュ ー ダの 古名 は ァ タ ル ゲ ァ. アン ギ ラ ス ( A.thilrvrulgirasalp ) と つ 後略 し 一 一 

ァ 々几.： C  ， . ケ I ダ と稱 する に 至 つ た。 蓋し その 古名 は 吉祥 增 S の 咒法 ま 151-V£1J と咒咀 調伏 の 咒法 (al.lMil ま」 と 

を W 稱し たもので、 この i の咒 術が 古來ァ タル ヴァ ン族 及び アン ギ ラス 族の 管掌に 羼 した 事 を 示して ゐる r 木來祭 

一 C と咒 法と は その 根元に 於て 相 通じ、 嚴密に  一 5£ 別し 難き お 多く、 古代 印度に 於て は 殊に その 然る を 見る ので あるが 

三 明の 主管 者 を 以て 自任す る 他派の 婆羅門 はァ クル ヅァ ン 及び アン ギ テスの 咒法 を-.^ 統視 する を 好ます 從 つて、 ァ 

クル ケ ァ . ^.H 1 ダが 他の 三ヴ . 1 ダと 並んで その 神 架 を 認められ るに は 長き 歳月と、 非常なる 努力と を 必要と した 

& 一  章 ゲ -ー ー ダ文學 Q 槪觀  二 五 


ゲェ ー ダ 及び ブラ I フ マナの 思想  二. j、 

卽ち この 派の 婆羅門 は その 專門 とする 咒 術の 知識 obralslan) に 藉口して 次第に その 名聲を 獲得し、 遂に 祭式 全^の 

總監 たる ブラフ マ ン祭官 の 位置 を獨： {： し、 更に 王侯の 師愤 opurchita) の 職 を 兼ね、 そ. のヴ H  —ダを ブラフ マ. ヴ K 

—ダ と尊稱 し、 つ 之に 適 常の 修補 を 加へ て 正統の 祭式と 不可 離の 關係を 確立し. 玆に牢 E 拔く能 はざる 勢力 を 扶植 

した。 但し あくまで 咒法 がその 本質なる 事 は サン ヒタ， 'の^ 容に 照して 明瞭で ある。 儿法 Q 章參 照.) 

ィ、 サン ヒ々 ！-リ 

印度 所傳 によれば 九 派の 刖が あつたと 云 ふが、 現 4?. 知られて ゐる ものに 二 派 ある C 

二) シ ャゥ ナカ 派 (J^aunak  1)。 サ ンヒ 々_ 1 は 一 一十 卷 (k「lT;u でつ より 成り 七三 一 覆 歌 を 含んで ゐ る。 ^一  ヒレ 一お 

き 1^ 歌より、 第 八— 十 w 卷、 第 十七 卷、 第 十八 卷は 長き 讚歌より なり、 第 十五 卷 及び 第 I 六. 卷の 大部分 は 散文 を以っ 

て 書かれて ゐる。 之に 反し 第 卜九卷 は あらゆる 點 より 見て 後の 附加 部た る 事 を 示し、 最後の 第一 一十 卷は 所謂 ク ン タ 1 

パ讚敬 CK-utapa:) 十 個 を 除いて、 リグ . ヴ - 1 ダ より 探錄 した 讚歌の み を 含み、 ブラ フ マ ン祭官 所 屬のヴ . 1 ダ たる 

位置 を 確保 せんが 爲に 編幕附 加され たものに 過ぎぬ。 ァ タル ヴァ .ヴ -ー ー ダ 本来の 面 E を 最も 明瞭に 代表す るの は 第 

一— 七卷の 短歌で、 第 八— 十二 卷の 長歌 之に 次ぐ。 之に 反し 他の 諸卷は 各. 'その 主題に 統一 性 を 有し、 例へば 第 十 w 

卷は 婚姻の 讚教 のみ を、 第 ト八卷 は 葬送の 讚歌の み を 含み、 义第 ト五卷 はヴラ ー ティ ャ ま ya) を 最高の 原现 とし 

て 讚 仰して ゐる。 

この ヴ . 1 ダに現 はれて ゐる咒 法 はお 間 信仰に 根元 を 有し、 高級な 天神の 信仰より 決して 新しい と は 云 へない が、 

現ケ傳 はる ァタ ルヴ ァ. ヴ 1 ダの編 幕 は リグ - ヴ 1 ダの それより 後なる は 明で、 地理 的に て も旣に 文： i5 ひ 中、 い 


を ガン. ガ ー 河流 域に 移し、 リグ. ヴ - 1 ダに その 名 を 見たい 虎 を 知. り、 又社會 的に 見ても 婆羅門 至上、 W 姓の 皎別等 

後 M の 特徵を 具備して ゐる。 更に 言語 • 韻律 も 時代の 推移 を 反映して ゐる事 は 否めない。 

〔中： 版〕 K.  Roth  und  W.  D.  Whitney:  Atharva  Veda  sghita,  I-  Text,  Berliu  in;  2.  a  A 一-一一. 

besorgt  Yen  M.  L-indenau,  1924. 

Shankar  nlurang  palt:  Atharvavl.sa&h ま -ith  the  8B3I3  o-  ifsr  4  vols-  Bully 

1895-1898. 

a 譯〕 W. 1). AVhitney  I  p 1 一. La-mau  :  Atlm.va-vll  sasitrl  rilau-a  with  a  二. itical  ami  exe- 

getical  sllmentary,  2  vols.,  Cambridge  OVIap)  190c. 

一" T.  H.  Griffith:  The  hymns  (一 f  th つ Atli.Ya,ve(la  translated  with  p で p-lal-  cimcmtary,  2ud  f  t 

vols.,  Beuares  1910,  1917. 

拔萃譯 中 特に 推舉 すべき は 

M.  Bloomgd:  Hymg  of  the  Atlm.va-.vl  wiol  exh-al  f  the  ritual  books  and  the  coru- 

mentaries,  Oxford 1 さ r 

V.  Papesso:  In ピ i  clelT  Atharva-vcchl,  】3clogna  1930. 

(-ー 一) パイ ッ パラ ー ダ派. (paippalada)。 サ ン ヒ タ 一はシ ャゥ ナカ 派の それと 同じく 一 一十 卷 よりなる も、 その 內容は 

必 しも 並行せ す、 且つ カシ ュ ミ I ル所傳 の 寫本は 著しく 不正 格な 點に充 ちて ゐる。 

第一章 ゲ- 1 ダ文學 の槪觀  二 七 


ヴ >ー I ダ 及び ブラ， 7 マナの S ね 5^  二， > 

- - SK  •  M 版〕 Blocmtlela  an 二  K.  (iarr>:  The  】<ashluiriilu  Atllarva-vt-aa  (Kcllccl (>f  the  l)-ipp~lliidas-) 一 

l.oproducea  b,y  cllromophotosTlxph.v  from  the  mamlscl.ipt  in  the  University  Liln.arv  at,  Tiu>ins.en,  3  VCK, 一 

Baltimore 15 一三.  . 

L.  r  .BalTct: 115  Kash ョ il.ian  Atllal-VIl  vcllil  slitud  witll  cl-iti つ ai  Jlck-S,  CBJClis  I—xv〕  iii  th し Jc-lnlla  :f 一 

二 It-  Am3-k.au  cl-icutul  Hcck-ty  XXVI,  XXX,  XXXH,  XXXIV  二) y  F.  Kdgel-toll)，  XXXV,  xxxvp  XL,  XLII, 一 

XLIII,  XG づ， XLVI,  xrA-nT,  T に. 

口、 ブラ —フ マナ o  - 

ァ タパ ケア . ，， ノ，！  ，1 タ に屡づ る. -コ ー パク. フラ. I フ マナ l.Gcpatll;l-lm.lllmal.l.t) は 一 ；篇 二- fu.va- and  uttara-bhasl.' 

r  ： や >f  (prapilthakil) よりたり、 主！ ^ブラ— フ マナ 巾：：；^ も 新し いもので、 この 派の 躍進に 作 ひ、 獨立 の ブ ラ. 'フ マナ 

を 必要と して 編^された ものである。 殊に後篇は^!.' のブラ|フ マナ 文獻 よりの 借用に 充 ちて ゐ る。 前篇 はァ タル 

ヴ ァ 派の： i 讚 を 含み、 ゥパ 二 シ- ウド 的た 部分 を も 有して 新^な しとせ ぬ。 

厂 り-版〕 Gaastra:  I>as  Gcpatha  Brahmaua,  L-eilleu  19ir>.  丄 

0-$ 神，： t  : 

一 

第一 節 リグ.. グ， i 1 ダ の神界  ： 


リグ . ヴ . 1 ダの 宗敎は その 本質に 於て 明に 多 种敎で r お 神 は 天 g 地の 三界 或は-大地 及び 水 巾に 居 を.， M むと 云 はれて 

ゐる。 今 主要 神 を 三界に 配して 舉げれ ば、 V ワイヤ ウス (D.yal  一  S 天神). ヴァ. -ナ  一， Varu や 1) . ミトラ (Mitra 元來ォ 

陽 神) . ァ ー デ イト ャ祌群 aclit.va ン • ス ー ルャ (sflrya 太陽神) . サ ゲイ トリ rsavi ぜ . プ —シャン (pfl?g)  • ヴ ィ 

シ ュ ヌ (v.;s§) . ゥシヤ ス (u?as 曉紅 神) . ァシ- ヴ ィ ン 雙神  一： AAYin〕 等 は 天 界に屬 し、 ィ ン ：ト ラ (ludra) . ル ド 

ラ (Rl-lm 暴風 神) . マルト 神 群 (Marut 暴風 神) . . ゥァ ー ュ (vaya 風神) . ヴァ ー ダ o,iua 風神」 . パ ルヂ ャ 二 ャ 

ffi 雨 祌) .ァ，-。ハス (Apa  ノ 水神) 等 は 络界に * し、 プ" ティ ゲイ，' (』ゴー ニニ 地 神). ァグ 二  (>f -】 ュ 火祌) • 

ソ ー マ (SCIrs 酒 神) -ブリ ハス パティ (Bylmspati 祈禱 神) - 河川 祌 シン ド" (siualm 印度 河 )• サ ラス ヴァ ティ ー 

rSarasvati サ ルス ー ティ 河) 等 は 地界に 腸す る。 その 數は 限定され てゐ ない が、 印度で は 古くから 三十 三た る 數を以 

つて 全 神界を 包括す る 習慣が ある。 卽ち 一大 • 地. 水 (さ) の 三 處に各 十 一 祌、 W せて 三十 三 神 ありと 考へ たので ある、 

n 一し リグ . ヴ H 1 ダ屮に は 三 三 三 九の 如き 多 數を以 つて 之に 代へ た 例 も あるから 決して 一 定の 祌數を 知る 事 はでき た 

-0 又 «p 一切 神 (Vi6ve  (leYas なる 名の 下に 全 神 界を總 括す る 事 も あるが、 この 名 稱はァ ー デイト ャ祌 • ヴァス 

神 群 o「asu) 等と同樣に特定の祌群名としても用ひられる^5_-がぁる。 (. 六 一 頁 来 ぁム) 

リグ . ヴ H 1 ダ神界 の 一 部 は 明瞭に 大自然の 構成要素 及び 諸 現象 を 神格化した 自然 神で ある。 1K 地雙 神. ディ ャ ー ヴァ 

1 . ブリティヴィ ー(Dy^lvar¥thivi). 太陽祌スールャ .曉 紅 祌ゥシ ャ ス . 火 祌ァグ 二  . 雨神パ ル、 チ. で 二 ャ . 風神 ヴ ァ 

1 ュ 及び ヴ ァ ー タ. 暴風 神ル ドラ 及び マ ルト神 群 . 水神 ァ ー。 ハ ス等は 之に 屬 する。 之 等の 諸祌に 捧げられた 讚歌 は 神 

生の 顯現 としての 自然現象 或は 擬人法の 背後に 潜む 自然現象 を 明瞭に 看取せ しめ、 且つ 大部分 は 普通 名 _ ^として 夫々 

一章 祌 觀。 祌 S| 1  . 二 九 


ゲ H  r ダ 及び ブラ， フ マナ Q  S 仏 想  一一 一 0 

1K 地 太陽 等 を 意味す る 故、 殆んど 疑 を 挾む 餘地 はない。 嘗 つて は 自然現象の 神格化た る 自然 神 も 擬人法の 發 達と 神話 

の 進展と につれ その 本源より 遠ざかり、 俊に その 本體 を 想像し 得る もの も ある。 從 つて か， - る 神格 の 本源 をな す 自然 

現象に 關 して は學 者の 見 に 一 教を 見る 事少 く、 容易に 斷定 する を 許さない。 インドラ. ヴァル ナ. ァシ ュヴィ ン雙 

神 ^-&名ナーサトャ Nil さ tya) の 如く、 有力に して 而も ヴ 1 ダ神界 の 最古 麻に 屬 する 諸 神 は その 例で ある。 インド 

ラ 及び ヴァ ルナに 關 して は 後 節 少しく 詳細に 說 明す るが、 ァシ ュヴィ ン雙 神に 關 して は 單に 近代の 研究者の 見解が；^ 

々たるの みならす、 旣に西 曆前數 kn 年 印度の. f, 、學 K 間に 定說 がなかった。 雙 神を以 つて： 人 地と なす^、  ^_^3:夜となす者< 

日 W となす 者、 或は 敬虔なる 名君と なす 者が あ つ た と 云 ふ 。 玆 に 細說す る 事 はでき ぬが- 人 は あ ら ゆ る 可能性 を 考慮 

して、 結局 日出 日沒 時に 明星と して 輝く 金星 を 指した ものと 考へ てゐ る。 

义 河川. 山お • 動植物. 器具 等 も 神格化され、 或は 靈カ を賦與 されて： g 讚の 的と たって ゐる。 この 被の 屮主 要祌と 

して 斷然 他に 杣 でて ゐ るの は 酒神ソ ー マで ある。 グ . 1 ダ 祭式の 屮心 たる 神酒 ソ I マ は 同名の 植物の 楚 から 壓搾. 淨 

化 • 調味され て 造られる が、 神格と して は  一 一 §： 讚歌. から 成る リグ • ヴ *1 1 ダ第九 卷を獨 占し、 その 藤 成 過程， は 詩的 

に^ 張され、 比喩的に 神話 化されて ゐる。 

次に 特殊の 活動. 職能 • 抽象 概念 を 神格化した 抽象 神が ある。 トウゲ ァシュ トリ (Ts§ti- 造作^) はに 巧の 神と さ 

れ、 グ. I トリ (DLa<y 能 造 者) . ヴ イシ ヴァ カルマ； >  (.Vi5vakal.man 造 一 切 神) . プ ラヂ ャ ー パテ ィ ( psj ゆ pati 造 物 

主) は 創造の 方- € を 司る。 主 s!^ 神巾サ ヴィト リは 恐らく 太陽の 鼓舞 振作の 方面 を、 プ！ ンャ ンは その^ 肓资 養の 方面 

を 代^ 十る ものと 思 はれる。 义 抽象 概念 を 神格化せ る ものに は マ 二 ュ (Manyu 忿き . ク ュ ラ ャ ダ1  (ム radd ま 信 


念) . アデ ィ テ ィ (Aditi 無限、 ァ ー デ ィ ト ャ祌 群の 母と せらる) . ヴァ， -チュ 言語) 等 力 ある。 

女^と して はゥシ ャ ス (曉 紅) . サ ラス ヴァ ティ ー (河 名) . ヴァ ー チ ュ (言語). プ" ティ ヴィ 1 (地). ラ ー トリ ー 

(Kdtri 夜) . ァー ラヌャ ー 二  ^(iralllyaljl 森林) 等 を擧げ 得る が、 ゥシ ャ スを 除いて は： さして. 重要視 せられす、 前述の 

ァヂ ィ テ ィ の 如き は ァ—. デ イト ャ祌 群の 屮 Z 生を說 明す る爲、 後より 想到せ る 抽象 女神に 過ぎす、 インドラ ー 二 丄， I 一三， 

r&ui インドラ 妃). ヴァル ナ，. 二 1 Ql.i ヴァル ナ^) 等の 神 妃は唯 稀に その 名を舉 げられ てゐ るの みで ある。 

この 外 超人的 技巧の 報酬と して 神界に 入る を 得た リブ 三祌 が あり、 天界の 水精 ァプサ ラス (Apsal.as)、 

その 夫と して 靈草ソ ー マ を 守護す るガ ン ダ ルヴ ァ (Ggl  一一 hal.Ya 乾闥 婆)、 初めて 死の 道を拓 きし ャ マ (Yama)、 祖靈ピ 

トリ (p¥,、 半神 半 人の 神話 的 僧 族た るブ リグ CBhi.g.10- ァ タル ヴァ ン (AtharYan). アン ギ ラス (Angu.as. 一- ヴィ 

ル ー パ i,vil.iipa) . ナ ヴ ァ グヴァ (Navagva) . ダ シャ グ ヴ ァ (rargva) 等 相 集 つ て 多彩た る リ グ * ヴ " ー ダ 神 界を構 

成して ゐ る。 

最後に 神 界に對 する 魔界に 一瞥 を投 すれば、 最も 顯 著な ものに インドラの 敵ヴリ トラ (.^?*^ ろ 及び ヴァラ (vala 一 

が あり、 先往 -i- の稱 呼た るダ！ サ (gsa). ダス ュ (casyu) も惡 魔と して 描出され てゐ る。 貪慾 飽く なき パ 二 族 (Iwa- 

ni) も 神懲を 蒙り、 シュ シュナ o^u§l?a) ：ン ヤン バ ラ (^Imbara) 等 も神征 にあって 屈服す る。 此他尙 大小 多数の 神 敵 

妖魔の 名が 擧 げられ、 後せ の 文獻に 有名な ラ クシ ャ ス (KalJI 羅刹) の 名 も ar 見える。 但し ビ シ ャ ー チヤ cssaca 

畢舍 遮) の 名 は單數 形に 於て 唯一 罔擧 げられ てゐ るの みで ある。 

玆に  一 fB したいの は 後せ 夭祌デ ー ヴ ァ (DeYa) に對 する 魔神の 通稱 として 最も 普通なる ァス ラ (A ささ 阿修羅) に關 

第二 章 # 觀 。祌話  三 一 


ゲ， --ダ 及び ブラ —フ マナの E ね 想  三 二 

してで ある C リグ. ヴ 1 ダに 於て 旣 にこの 盘味を もつ 場合 も あるが、 その 古 * に 於て は 常に 神 を 意味し、 ペルシャ 

のァヴ -ー スタ^ 典に 於け K?. 最高 神ァ フラ. マ ズ ダ (Ahllra  Maslfo のァフ ラ に相當 する。 但し. デ ーヴ ァ とァ ス ラとは 

一： 儿來 同一 ではなく、. 前者 は 友愛に 窗み溫 情 親しみ 易き 祌格 .A- 指し、 後；！ は 幽玄 不可思議 にして 近づき 難く、 怖るべき 

魔力 を帶 びて 魔神 . 鬼神と 一 脈 相 通す る 所 ある 神格 を 代： した。 リグ. ヴ -- 1 ダに 於て インドラ . ァ シュヴ イン. ゥ 

シケス • マ ルト神 群の 如き は： 者に 禱し * ヂ ィャ ウス , ，ゥ アル 十 . . ^ドラ は^ 後者の 風貌 を 嫁へ てゐ る。 .1 ラン に 於 

て はァス ラの 位： ま 』02 まり、 ザ ラッシュ トラ の宗敎 改革の 結 5|0 ァ ー ヴ ， ——ァゲ ス タ語 では ダイ- ゥ ， 一 Via む va)  I— "は 

遂に惡 魔の 稱呼 となった。 之に 反し 印度に 於て は 一 兀來ァ ス ラに羼 した 諸 神 も その 神性に 關 して 1 ヒア ー、 ゥ ァ に 近づき、 

ァ ス ラは その^ 力に 對 する 恐怖から 惡 魔の 通 稱と 化した C  -史に 通俗 語源 はァス ラの ァの字 を 否定 辭と； て 非 天の 義に 

解し、 ゥパ 二 シーツ ドに 於て はス ラ (sum) た る獨立 ：^12を造 つ て 神 の ^を與 へ て ゐ る 」 

デ ー ヴ ァ とァ ス ラ とに 關し ペルシャの ァヴェ ス タ 典に 關 したが、 ザ ラッシュ ト ラの 宗敎改 幕の 給 3^、 インド . 

イラン 共通 5：£ 仰 時代の 宗敎 に 大變動 を 起し、 神話 の 方面 も u の 面影 を 失った ものが 多い が、 尙 その 共同 時代 を 反映 

する 點も少 くない レ (-M 卜ァヴ ェ スタを Ay. と 略す。) 

リグ -ヴ 1 1 ダ 祭式の 中心た る祌！ S ソ， 'マ はァヴ ェ スタの ハオ マ (Haoso に 相 常し、 祭祀 は备 yajria:  Av.  yasna 

*| トリ  ザォ タル 

I ^謝 祭 11B は 各 hoty:  Av.  zaotar と 云 ふ。 その 昔 形の 近き によっても 一 目 瞭然で ある。 火 神ァグ 二 の 名に 直接 相應す 

る 神 はない が、 火 は ァヴ， - ス々 に 於て S-tar と稱 して 尊崇せられ、 リグ • ヴ ェ ー ダに 於て ミトラ 神 は旣に 獨 立 性に 乏 


しハ が、 イランに あって は ミス ラ (Mithra) の 信仰 は 益-盛と なった。 又 パガ 神 (Bhaga) はァ ー デイト ャ神 S の 一 神 

格で あるが Av.  baga は 一般に 祌を 意味し、 古代 スラブ 語 Tbogfl とその 軌を一にする。 同じく ァ ー デイト ャ神 群の 

一なる ァリ ヤマン (Aryalnan) は Av.  Ah.yaman に相當 し、 ァヴ" スタの アマ シャ • スパン タ  一， MPS く s-a  sp〕nta) 七 

巾 l_ltfe>n 呉 ro^ を 代表し 虚偽 ド ゥ ルグ (Drug.) に對 立す るァシ ヤ (Ala) は 印度の リタ (？ta) 卽ち天 ac に 相當し Av. 

Dru; は 惡魔ド ゥ ル フ (さ uh) に 外ならぬ。 叉 前述の deva  (神)： Av.  da§va  (惡 魔) の 意義 變遷 に關聯 し、 Av.  I 一一 <1 ョ 

(。1 インドラ) 及び Av.  ナ ー サ トャ卽 ちァシ ュヴ イン) は惡 魔の 列に 落された。 然し インドラの 稱 

1^ として- 惡 魔ヴリ トラの 殺戮 者 を 意味す る .fftl^als" に相應 する Av.  vosthragml は獨 立して 勝利 祌 となって ゐ る。 

£, トの 王と して ヴ ィ ァ スヴ マットの 子なる ャ マ (Yama  vaivasvata) に相當 する Av.  Yima  .vh-s.lli.t は 想 的 統治 

を-了った 王の 名と して 殘 つて ゐる C 尙 この 外 著しき 相 應に次 の ものが ある」 Apas:  Av.  AlK>  (水). Viiyu:  Av.  va- 

y-  (風) . >l  Nai  (水の 子卽ち 空中の 電光)： Av.  Apjm  ？ 1 (神 名) •  Gillmrva  (乾 闘き： ilp 

(惡 魔」 . Athal.v 目 (^族 名)： athravan  (僧侶) - KT_w^lnu  (ソ， 'マ を 保護す る 射手)： KS-OSRni  (ハオ マの 敵). Tn- 

ta  Apf  (電光 神？  Tlirita  &  I-thwya  (神話 的 信者 名)。 

^にヴ H 1 ダ文學 の 年代に ついて 述べた 際、 一 言觸れ ておいた が、 リグ . ヴ " ー ダの 諸祌屮 ミトラ . ヴァル ナ. ィ 

ン ドラ . 十 ー サト ャ雙神 (= "ァシ ュ ヴィ ン 雙祌) の 名 は 西 曆前十 m 世紀に 小アジアに 知られ、 ヒ ッ タイト 王ス ッ ビル 

リウ マ (subbiluligna) と ミタニ 王 マ ッ テ ィ ヮザ (Mattiwaal) との 條約 文中に 多数の 他の 神 名 間に 介在して 舉 げられ 

さ 一章 祌 觀。祌 ^.i  S 


ゲ， - I ダ及び ブラ， ァ マナ 55 思&  三 n  . 

てゐ る。 伍し 兩 王の 所持す る條約 文中の 祌 名に は 少しく 营形を 異にする ものが あり、 マ テ， 'ヮザ 王の 木 文 巾に は； 

Mitm,  Al.ulm,  ludam,  Nasat-tyil と あるに 對し、 ス ツビ ルリ ゥマ 王の 本文 は 第二 及び 第一 二の 神 名 を 夫 々 ul.mvalr-l 及 

び I 一 l(l~u- として ゐる。 發 見の 當初は 之 等の 神 名が インド . イラ ン共通時代の昔形を代表するものと^^s,.'へ た學ぉもぁ - 

つたが、 か る 時代に は ァリャ ン系 インド 人に 旣にパ ンヂ * ッブ 地方へ 人った ものと 認 むべき であるし、 その 昔 形より 

見ても 全て ヴ ，i 1 ダ 語を以 つて 解釋屮 I 來る 故、 複雑な 假說を 立てる 何等の 现巾 もない。 尙 その他 小 アジ ャには 印度 文 

化の 波及 を 5 心 はせ る 節が あるから、 當時. g 地方の 間に 交通が あつたか、 或は ァリ ヤン-糸 印度人の 一部が 小 アジ ャに续 一 

. 5 出して ゐ たかに よる ものと 考へ る。 要するに この-が バ兑は 之 等 諸 神の リグ . ヴ 一一 1 ダ 時代 或は それ以^に 於 け る 優勢 を - 

接に 證明 する ものと 云 ふ 事が できる。 

更に インド . イラン 共通 時代 を 越えて、 インド. ョ ー。 ツバ 共通 時代に 溯れば、 確實 なる 相 應祌名 は ひ 化，.' 減少す る 0; 

も 明瞭なる は祌を 意味す る デ，' ヴァ _.deva). なる 語で、 「輝く」 を 意味す る 語根 div より 造られ、 廣く 他の インド . - 

ョ ー 口" パぎにその相應を晃出し5^;る。 例へ ばラテ ン； *ji  二  2 ヌ リス ァ 二 ャ語 tlievas, 古代 アイ ルラ ンド； (lill, 古代 - 

ァ ィ ス ラ ンド；^|  tivar  (複数) 等で、 何れも神を^^ぉ味してゐる。 特 舞の _sff 情に よりべ ル シャ に 於て この；？ Is が 惡魔を 意 . 

味す るに おった 桌は 旣に述 ベ た 通りで ある。  一 

次に- 大神デ ィャ ウス t-Dyau ヌー は ギリ シ ャ ；^^川のゼゥ ス i.Zfi>?: 一  に相應 し、 之に 對 する ラテ ン l^ig の ヂュビ テ ル (JUP- , 

pitpr) は 八；： 成； づ£ で 而も 呼 掛の形 (Yocfltive  case) を 有し、 第二 語の 初 (pi:: を sa- ねたの は 感動 を：： 小さん が爲 である。 卽ち 一 


その ま、； 火 父 f^x  pit; ひ， 7 き n 君 に析當 し、 「天父」 (； FuthcT  Heaven) のお 仰がお，^ に 古き 力 を 示して ゐる。 

な その 也の： W 名 中には 昔 形の 類似に より、 インド. ョ ッパ 共通 時代の 神格 を 想 はしめ る もの も あるが、 ^多少の 

支障 を 伴 ひ、 確；^ を以 つて 主張し 得る もの は殆ん どたい。 

W.,JW 琪をも 顧みす、 祌 名の 印度 時代 以前に 溯り 5：： る もの を 尋ねた が、 リグ. ヴ" ー ダの 宗敎は 過去に 長き 歷史を 

有し、 その 神格に も 新 古の 刖 ある を 知らさん が爲 であった。 その 源 は 自然現象の 崇 拜に發 し、 自然 祌 たる 本質 を 明示 

す る 神格 も少 くた いとして も、 印度^^人以 前 に屬す る？ 1 要 祌は概 し て そ の 本源 を晦 し、 單 純な る 自然 神 の 域 を 遠く 脫 

して 疑 人 神と なり、 その 問阅に 幾多の 神話 を 積して、 印度 特有の 赛圍氣 を 形成 十る に 至った。 "グ . ヴ . 1 ダ 讚歌 

の 記述の 背後に 自然現象 を 認める 事 は 自然 祌 にあって は 當然の 事で あり、 他の 神格に あっても 隱 史的 研究と して は 有 

；骱 であり、 その 特徴の M つて 來る 所を閬 明す る ものであるが、 リグ . ヴ ダ 時代の 祌觀 . 神話 を 率直に あし、 常 

つ 出 心 想 頃 向 を巴遼 する 爲に は、 擬人 神の 一 擧乎 一 投 足に 太^  • 風雨 . 電光の 現象 を 求む る ことなく、 寧ろ-火 神 を 地 

.1: にド し、 空界の 事件 を 人界に 移し、 神話 を 英雄 譚に擬 して 游 へねば ならぬ。 吾人の リグ • ヴ " ー ダに對 する 研究 態 

度 は 《おに かくの 如く、  - J の 見地より し て 以ド 少しく その 特質 を述 ベ て兒 ようと 思 ふ。 

第二 節 リ グ • グ ュ 1 ダ の 神觀  . 

一 般こヴ W 1 ダ *«祌 は 人咯， 匕さ^、 例へ ばィ ン ドラ は 豪邁なる 戰士 として、 ァグ 二 及び プリ ハ スパ テ ィ は？ f 虔 たる 

ffiMi 祌 觀。 种 話  三 


ゲ _f 1 ダ 及び ブラ一 フ マナ QS=5 想  三 六 

^侶と して 描出され てゐ るが、 その 傾向 を 略言 すれば 當 時の 觀 念に 基く 美化 . 巨人 化 . 超人 化と も 云 ふべ く、 理論的 

に は ともあれ 實際 的に は 主要 神 も 決して 完全 無缺の 神性 を發树 して ゐ ない。 從っ てこ、 に 古代 ギリ シ - のパ ン テオン 

に 見る 樣な 優雅 典醒 や、 ィ スラ H ルの 神に 見る 崇高 ネ絕を 求める 者 は 失望す る。 リグ . ゲ -ー ー ダ諸神 は 好んで 神酒 ソ 

1 マの せ 露 味に 醉ひ、 調理の 優秀 を 競 ふ 祭 供の 滿樊を 喜び、 美辭 麗句 を 列ね し 讚歌の 諧調 を嘉 する。 卽ち 俗世の 王侯 

f:u "神の 好む 所 神 も 亦 之 を 愛すと 考 へられて ゐた" 故に 詩人 は その 仕へ る 王侯の 爲に 神の 歡心を 買 ふべ く、 最高級の 讚 

辭を 羅 列して 神威 神徳の 高揚に これ 務め、 且つ 祭式 供 施の 方法に 些 も缺陷 なからん 事 を 期した" その 給 ヴ --I ダの 

主要 祌は 威力 勝れ、 光彩に 滿ち、 賢明に して 恩惠に 富み、 信者の 仇敵 を 屈服して 财資と 名 と を 授ける と 云 ふ點に 

於て 一致し、 各 神格の 侗性は 著しく 削減せられ、 あらゆる 威德は 最卨の 限度に 於て 如何なる 祌格 にも 賦與 せられる 概 

が ある。 この i^^f 實は嘗 つて マックス. ミュ ラ ー をして リグ . ヴ H 1 ダの 宗敎を 交換 神敎 (Kathenotlleism,^ と 呼ばし 

むる に 至った が、 その 本質の 多神教 たる は 疑 を容れ す、 叉 主要 祌 問に は 特別の 階級な く、 唯 讚歌 数の 多寡に よりその 

^仰の 程 俊が 推察され るに 過ぎない。 伍し 哲學 思想の 進展に つれ、 最ー ：2 祌に對 する 憧憬 を增 し、 更に 汎神敎 的 傾向 を 

帶び る に せ. つ た^は 後 せ训 に說 明す る 。 

リグ.. ゥ H 1 ダ^ 神 は 俗 *1 の 人 問 を モデルと して 美化 . 超人 化された ものと 云った が、 また 同時に 人 i ^的： ：！ 點をも . 

：:^^ 有し、 時には 餘 りに 人 問 的なる 弊 ある 事 をつ け 加へ ねばならない。 唯 一般人 問と 與る所 は、 祌は 不死に して 永遠の 

i おさ を もち、 睡眠 を 必要と せす、 »r 諸 神 問の 親族 關 係が 舉 げられ 且つ 神妃を 有しつ、 も 子孫の 增殖を としない 點 

に^する。 t- に 不和-や 奪に 關 する 祌話 的？. i 述 ある も 諸祌は 一般に 和合して 互に ハサ 鬪せす 、 信者に 對 して； んど 常に K 


仁な 態； 度 を 持して ゐる。 人 問の 苦樂は 一 に 神に 依 布し、 神 は 人間の 邪 を 罰する と 時に 贈-罪する もの を 赦免す る。 

艱難に 遭 ひ、 危急に 際して 人 は 唯 神に のみ 救援 を 求める。 但し 祭式の 動機 は 敬虔に して 求む る 所な き 信念 或は 神 恩に 

對 する lis 謝で はなく、 所願の 成就 を 目的と し、 祭 供 讚歌に 對 する 報酬 を豫 期す る 交換 契約で ある。 「我に， お-へよ 3- 

雨に 與 へん。 我に 捧げよ、 我爾に 捧げん。 我より 享 けよ、 我 雨より 享 けん」 (タイ ティリ ー ャ- サン ヒタ ー  一 • 八. 

§：. 一) とに この 消息 を 最も 率直に 道破した ものと 云 ひ 得る。 

一 方 神人の 問に あって その 媒介に 當 つた 祭官兼 詩人 は 概して 旣に 職. 業 化し、 競って 神 貌神德 を 宣揚す る も、 決して 

詩與 至って 自然に 流露す る 底の もので たく、 讚歌 祭式に よって 祌を 動し、 その 仕へ る 王侯の 爲に 福利 を^し、 以 つて 

自ら 巨額なる 報酬 (dak^il^ii) と 顯-耍 たる 位置と を 獲得 せんとす る愁 望に 基く ので ある。 リグ • ヴ . 1 ダ にはダ ー ナス 

トウ ティ (Danastuti) 卽ち 布施の 讚美なる 一 群の 讚歌が 存し、 詩人 は 布施の 德 を稱揚 し、 古例 を 誇張して、 王侯の I 

裕心 を誘發 する に 務めて ゐる。 故に 己れ を 正しくして 敬神の 祈禱を 捧げ、 特別の 期待た くも 祭祀に よって 信心の 誠 を 

致す と 云 ふ 樣な觀 念はヴ ェ ー ダの宗 敎には 存在し ない。 巧緻なる 讚歌と 甘美なる 祭具と を 伴ふ莊 厳なる 祭式 は 必然的 

に 神 を 感動せ しめ、 所願の 圓滿 なる 成就 を齎す ものと 考 へて ゐた。 やがて 祭式 萬 能 主義の 弊に 墮 して 神人の 位置 を颜 

倒し、 祌を頓 使し、 神に 强要， せんとす る 傾向 を來 したの も 怪しむ に 足りぬ。 要するに リグ . ヴ-- 1 ダの神 界には ギリ 

シャに 於け る 整齊の 美觀、 イスラ H ルに 於け る" 峻の崇 美、 北歐祌 話に 見る 壓倒的 威力の 恐怖が たい。 勿論 印度に も 

神に 對 する 敬愛 . 服從 . 感謝 . 恐怖の 念 はあり、 殊に 司法 祌ヴ ァ ル ナ の 繩索を 怖れ、 怒れる ルド ラの祌 箭に戰 いたが 

神人の 關係 はあくまで 人間的で、 その 基調 は 友誼 的、 親族 的で ある。 希求す る 所 は 之 を 神に 望み、 迫害 を 恐れて は 之 

第二 章 神 觀。； t 話-  三 七 


ザ H  ，ダ 及び ブラ I ソ マナの 三 -、 

力 除去 を 神に 訴 へる。 その 態度 は 水め て^られざる たき 慈父に 對 する 小兒の それに 似て ゐる。 「爾は 我等に 闊し、 我 

等 は. 爾に 脅す」 (リグ • ヴ . —ダ八 . 九 二.  ニー 一) とヴ H 1 ダ詩 人の 偽らざる 心惊 である。 

リグ . ヴ -" 1 ダの主 1§|< 祌を侗 々に說 明す る ：93 はない から、 明瞭に01然現象を^?;1:後にもっ自然神にっ い ては後l3f.:II$^; 

觀を 述べ る 時に り、 兹 にに リグ . ヴ ェ 1 ダ神 3^ の： 刚極を 代：：；^ する インドラと ヴ r ルナと を 例と し、 少しく 詳細に：！^ 

明す る舉 とする。 

第三 節 ィ ン ドラに 就いて 

廣くー  般の^ 仰 を 受ける 祌は、 ん格化 も 逝 歩し 神話 も璺 富と なる 傾 が あるが、 インドラ は その 代；：^ 的な もので あ 

る 0 

インドラ は インド • イラ ン 時代に 溯る 神格で リグ . ヴ ェ I ダ 欲の 約 叫 分の 一 を 獨—： ： して ゐ るが、 その * 礎と なつ 

た， M 处：. 現象は^^て ない。 リグ . ヴ H  —ダに 於て は お 神と 見る が；； 取 も 安 當と& は^るが、 更に 古く は. ^i;^ 一  の爲 I；： せ- 

され た 河川 を 解放す る 太  神で、  ァリャ ン人が印-は：：$^人後その風にJ!-iKの1rtlに從ひ、 ，魅の 杜絶せ る 雨水 を人界 

に し、 洞.处せる：1;川に水流を^む宵ぉー祌と化したものと3^,.'へる。 全身茶視色を：：壬し、 頭 髮鬚辑 亦茶揭 色、 偉 躯を擁 

して.： rw を^ 1- し、 暴風 祌 マルト を從 へ、 二 頭の 名- ハリ (Hari) の 引く 戰車を 御して 本； 巾に 驅馳 し、 ァリャ ノン 人の 

仇敵 を^ 伏す る 時 は 大地 爲に^ 駭 する U  g; 想 化された ァリ ヤン 戰に 2 風貌 を 想 見す るに 難くない。 然し リグ . ヴ K 1 

ダ 詩人 の 最も 好 ん で 讚 し、 ィ ン ド ラ をし て その 得意 の 絶 m  iiiia  くの は、 蛇 形の 惡魔 ゲ リ トラ を 殺戮し て 待 §に の 水 を 


震 ふ 大地 を  うち 固め、 

搖ぐ 山山  とり 靜め、 

天 も 安け く  支へ たり。 

虛 y ケの果 を  測りて は、 

ぎ 一章 祌 概。 t 話  一一 一九 


入界に ぐ 功 核で ある。 神酒 ソ ー マに 英氣 を勵 まし、 その 健 腕に ェ巧神 トウ シュ トリの 作せ る 金陣杵 (va】l ち をに おひ 

1 一 閃惡龍 を粉碎 する 時、 彼 は 神界の 帝王 ァリ ヤン 人の 保 渡 神と して 离 人の^ 仰 を 一 身に 負 ふ-し インドラ は 强敵を 

rv,-=x すると 问 時に：^ 者に 對 して は寬仁 大度、 K 水 放不. 鶴の 中に 一 脈の 諧 11 を藏 し、 暴飲 . 暴食 . 粗野 等の？：^ 點をも 併有 

す る 所に、 親し む ベ く 愛す ベ き インド ラ の 半面 が ある。 

インドラの 功镜 を樓說 する 代りに、 次の 讚歌 を譯 出し リグ . ヴ ェ ー ダ 詩人 をして その 威德を 語らし めよう。 


リグ. ヴ 1 I ダ 二.  一二 


、 第 一 人 者と  生れいで 

賢き 神 は  意力 もて 

なべての 神に  勝れたり。 

力に ti ちし  稜 威に は 

怖れ 伏したり  天 も 地 も。 


その 神の 名 は インドラ 天 


ゲ ェ ー ダ 及び ブ ラ I フ マナ 3 思 5^1 

その ひろ ごり を  いやましつ- 

その 神の 名 は インドラ 天。 

惡龍 ァヒを  殺して は 

七 河の 流れ  滔々 と、 

ゲ ァ ラ の 圍みを  破りて よ 

群な す 牛 を  奪還す。 

雲間に f を 生む  戰の猛 ま。 

その 神の 名 は インドラ 天。 

註 一、 ゲリ トラ を 指す。 

註 二、  光。 


四、 神の. K に  もの 皆搖 ぎ、 

ダ. -サの 輩  影 ひそむ。 

富める 敵の  たく はへ を 

奪 ひて 取りぬ、  勝 も 誇る 

阱 博の 巧者 を  さながらに。 

その 神の 名 は インドラ 天" 


四 

0 


五，、 「恐し の 神 は 

「その 神 はなし」 

な 疑 ひそ、 

富める 敵の 

らし ゆく 

その 神の 名 は インドラ 天。 

六、 貧しき 者 を 

惱 みに 喘ぐ  - 

勵し惠 み、 

るソ ー マの 

嘉すゃ 唇 も 

その 神の 名 は インドラ 天。 

七、 馬. 牛 • 戰 車 

彼の 指示に 

曙つ ぐる 

天翔る 日 も 

その 神の 名 は インドラ 天 


何處に ひ」 (懷疑 者の 問) 

と 否め ど、 C 不信者の 答) 

賭 物の ごと 

たく は へ を 

； w はまし ます。 


病む 者 を、： 

婆羅門 を、 

石据 ゑて へ 

酒の 香 を ， 

美しき、 


村人 も 

從 ひつ、 

曉紅も 

彼 生みき。， 


iSH 一章 神 概" 祌 話 


k:  H 1 ダ 及び ブラ I フ マナ 3 思恕 


八、 戰の 庭に  集 ひて し 

敵 も 味方 も  おのが じし、 

功績 祈りて  高らかに、 

一つ i 車の  强者も 

異口同音に  呼び か はす、 

その 神の 名 は インドラ 天。 

九、 この 神な くば  勝 S なし、 

勝つ も负 くる も  ま \ なれば 

戈と る 者の  •  守り神。 

誰 あがら はん  そのお、 

不壞 なる もの を  彼 知らず。 

その 神の 名はィ ン ドラ 天。 

一 〇、 罪に 汚れし  諸ん は 

いつしか 彼が  弓の 的。 

傲れる 者 は  神の 敵。 

ァリ ヤン 族に  仇 をな す 


四 


ダス ュも あはれ  彼の 權牲。 

その 神の 名 は インドラ 天。 

一 、 春秋 SI 十  山 深く 

ひそみし 惡魔  シャン バラ も 

神の 眼に  あば カオつ。 

力 こ 傲り  わ だか まる 

-ータ ー ナゲ 龍の  殺戮 者。 

その 神の 名 は インドラ 天。 

註 一、 t リ トラ を 指す。 

ニー、 鰹ぐ 鼻綱  七條も 

たけき 牡牛に  類 ふべき 

神の 力に  七條の 

川 も 流れつ  名に しお ふ 

執 金剛の  神 なれば 

蒼 at めがけ  かけ 登る 

惡魔ラ 力 ヒナ  蹴. 洛 しつ。 


その 神の 名はィ ン ドラ 天。 

^二. J:^ 神 觀。 柳 ^ 


ゲ. I 1 ダ 及ブ ラ. - 7 マナの g; 四 


一 三、 天 も 敬 ひ  地 も； a む 

神に しあれば  足曳の 

山 も ひれ 伏す  その 力。 

手に 振り 装す  金剛 杵、 

ソ ー マの 神酒に  醉 ふと 云 ふ、 

その 神の 名 は インドラ 天。 

一 四、 神に 捧 ぐる  神酒、 供物、 

神 を 讚 ふる  歌聲 に、 

祭 を勵む  人の 友。 

神咒の 功力  神酒の 醉、 

供物に 力  ^すと 云 ふ、 

その 神の 名 は インドラ 天。 


一 五、 略す。 

インドラの 屮 M 生 は旣に 神話の. 券 Mil- に 包まれ、 全く， y ：ハぉ 神お の 域を脫 して 英雄？ I の而 影を備 へて ゐる。 リグ • ヴェ 

I  ノメは その 理 山に つ き 何等 訓 へ る 所 はない が、 インド ラ は 出生に 先ち ある 危害に 脅されて ゐた。 恐らく 强大 なる ィ ン 


ドラの s 现に對 する 諸 神の 嫉妬が 主な^ 因 をな したので あらう。 彼 は 長らく 母 眙に留 つたが、 母の 脇腹 を 破って 出き 

せんと 決心す る。 母 は 愛兒に 迫る 危急 を 救 ふ 手^と して、 やむなく 彼 を 遣^して 去らん とする が、 インドラ は その後 

を 追 ひて 祖父 (？) トウ ヴァシ ュ トリの 許に 至り、 强 引に ソ ー マ 酒 を 飲む。 然し 彼に 對 する 迫害 は 益.^ その 度 を 加へ 

たらしく、 自衛の 爲か彼 は その 父 を あやめ、 憂愁 困憊の 裡に 天涯 孤獨の 辛酸 を 嘗める。 インドラの 爲に 寡婦と なりつ 

つも、 その 母 は 愛兒の 無事 を 祈り、 义 彼に 敵意 を 有する 夭 神の 間にあって ヴィ シ ュ ヌ 天の みは 彼に 好意 を 示した。 然 

し彼の爲に夭廳(^^、巾-ロ) がソ ー マ を！！ すに 至 つて その 困窮 も 遂に 終 を 吿げ、 熟 望した ソ ー マ 酒 を 痛飲して 惡 龍ヴリ ト 

ラを 退治し、 彼の 得意 時代の 端 を 開く に 至った。 かくの 如き 興味 ある 傳說も その 唯一 の 資料た る リグ. ヴ - 1 ダの記 

述は 全く 斷片 的な 暗示 を與 へる に過ぎない。 I 主として" グ . 、ヴ . 1 ダ四 • 一  八の 解釋 によるので あるが、 その 詳 

細に 至って は學 S 見解に 一 致な く 到底 滿足 I 答 は 得られ ま。 こら は唯往 +S 自然 神が 人格化され 遂に 英雄 譚 

の 主人公と 化する 一 例と して 紹介した に 過ぎぬ。 リグ . ヴ ェ 1 ダ . 一  八 は 次の- て 終って ゐる。 (か i 詩に 

の 行 問 神話の 經緯を 看取す る リグ • W - 1 ダ學 者の 勞苦も 容易で なレ J 

一 一、 牛の ごと 

子 を 思 ふ 

きづか ひて、 

リ トラ を 

^二 章 神 觀。 M 


しけれ ど 

母の 心の 

「愛兒 よ、 なれ を 

見す て 給へ り。」  , 

殺す 門出に 

四 五 


ゲ H  I ダ 及び ブ 

B\ み. つ 

「ゲ イシ ュス よ、 


マ ナ Q  mE 

きけ ィ ン ドラの 雄^ を、 

友よ、 いざ 住かん。」 


なが 母 を 

誰の 罪。 

あやめん と 

晨へ 

なれ を 見て 

S  一、  ^ち インドラ、 

註 二、 ィ ン ドラの 父： 


やもめと なせし 

ひね もす なれ を 

たくみし は 誰。 

父 を ひしき し 

何なる； W 力 

憐 みし。 


(—インドラの 一一 ーほ) 

三、 「否と よ、 

わが 糧は 

神々 は 

わが 妻 は 

時し も あれ 


さは さりながら 

犬の はらわた。 

我に 皆 敵。 

あがめもう けず „ 

驟はソ — マ を 

商せ り。」 


m 


前述 の 如く インドラ は リグ. ヴェ ー ダ神界 に 於て 最も 人格化 の 進ん だ 神と 云 ふ ベ く、 他の 讚歌の 條 へる 所に よれ ば、 

上れて 直ちに ソ ー マ 酒 を 欲し、 弓箭 を 手に して 强敵を 征服 せんとし たと 云 ふ。 然し インドラ 神話の 屮稱 は、 ソ ー マ 酒 

を痛飮 し、 金剛 杵を 振って ヴリ トラ を 殺戮す るに ある は旣に 之を說 いた。 而も この 戰鬪は 反復して 常に 行 はれる もの 

で、 こ. -に 循環して 起る 自然現象の 祌話化 を 見るべく、 叉嘗 つて インドラが 自然 神であった 事 を も 明示して ゐス。 然 

しその 本源の 何物で あるに しろ、 ヴ . 1 ダ 詩人に とり インドラ は旣に 一 個の 英雄 神であった。 その 武力に よって 大水 

を 沛然と 雨 降らせ、 河川 を滔々 と 奔流せ しめる 時、 詩人 は 絶大の 讚 辭を呈 して 倦む 事 を 知らたかった。 次に 一例 を褐 

げる C 


リグ . ヴ —ダ  一二 ニニ 

、 ゲ ァチ ュ ラ 广 金剛 杵) 手に もつ インドラが 

樹 てし 功績の  數々 を 

我今宜 らん。  性悪し き 

ァヒを 殺して  せかれて し  • 

水の 流 を  放ち やり、 

山の 脾腹を  うつ 穿つ。  •  ♦ 

f 一章 祌觀" 神話  四 H 


ゲ ^ I ダ 及び ゾ ラ-ソ マナ の 思想 

二、 尾のへ に 長く  わ だか まる 

. ゥリ トラ 碎く  金剛 杵. 

る isi  トウゲ ァシュ トリ 

海原 さして  流れ ゆく 

河の 婆 は  子 を 思 ひ 

なきつ- n¥ く  牝牛の ごと。 

その 結末 は 一 抹の 詩趣 を 添へ てゐ る。 

七、 手" えな けれど  ひくる 

ゲリ トラ さして  擊ち 下す 

ゲァヂ ユラに 背 は  碎 かれつ。 

牡牛な す 神  インドラに 

負け じ 心に  抗ら ひし 

ゲリ トラ あはれ  裂け 散りぬ。 

八、 もがれし 奪の  紫に まが ふ 

さらす 屍の  上越え て 

流る」 水 は  んの 幸。 


八 


力 を賴み 

，園み 守りし 

今 ゲ リ トラ、 


.fel きとめて 

水の. 富 

死の 枕。 


九、 子 を 失 ひて 

くづ 折れ か、 る 

インドラ 天の 

ことの 緒 切れて 

ダ ー ヌ は 上に 

積に 親の 


力なく 

母 (ダ ー ヌ〕 も 亦 

一撃に 

後 追 ひつ。 

子 は 下に 

添 ふごと く。 


三 池の ソ ー マ 酒 を 平げ 

祌ゥシ ヤス の 車 を 破壊し 

ド ラは 詩人の 讚歌 を 喜ぶ 


醉 威に 乘 じて、 强敵 を斃す インドラ は 時に 神界の 平和 を 破る が 如き 行爲を もな した。 曉 S 

太陽 祌ス ー ルャの 車輪 を 奪 ひ、 又 侶伴た る 暴風 神 マルトと も 調和 を かいた 事が ある。 イン 

n; 時に 自ら その 功績 を 誇る 事も少 くない。 殊に 獮猴ヴ リシ ャ ー カピ (^^y?ikapi) を おんで 

ィ ン ドラ 及び 祌^ インドラ ー 二 ー の 間に 起る 家庭 爭議の 一 幕の 如き (リグ. ヴェ， -ダー 〇. 八 七) あまりに も 人 問 的 

な インドラの 半面 を 物； る ものである。 

尙.^ 」ぶ べき ポは 多々 あるが、 吾人 はこの 程度で インドラ を 去り、 之と 全く 趣 を 異にする 他の 神格に 移らねば ならぬ。 

^二 章 祌 觀 。神 話  S 九 


ゲ ^  -ダ 及び ブラ. I フ マ ナ 3e^s^ 


五 0: 


第 四 節 ゲ ァ ルナに 就いて 


リグ . ヴ - I タ 

i41 飛ぶ 鳥 も、 

流る. -水 も、 

風に も 勝り 

及ぶ すべな し 

御世し ろしめ す 

はたな が 力 


二 四 


た ゆみた ぐ 

吹き 渡る 

ときもの も、 

おごそかに 

なが 梭咸、 

なが 意力 _、 


七、 底なキ^^^に 

高く 支 ふ は 

淨きゲ ァ ルナが 

下界 遙に 

仰ぐ かなたの 

光 は 我等が 


木 項 を 

心ば せ 

神の 業。 

枝 は 垂れ 

极は 上。 

中に あれ。 


一ず U 


二 ャゲ " ，ダ樹 (：xya 巧 odha,  Ficus  の 比， によ リ、 生 < ^の K 動力た る 太陽の 光明 を 指せる もの. 


八、 王者 ゲ ァ ルナが  ス， ルャ (太陽 洞」 の 

ために#^りし  ひろ かなる 

道 を 昇りて  日 は 照す。 

一足な きものに  足與へ 

われらが 心  きずつく る 

かたき を驅 りて  退けつ。 

註 一、 恐らく 太陽 を 指すな らん。 

九、 王者 ゲ ァ ルナよ、  百 千 種 

藥 めしる し  いちじる く、 

なれが 惠の  いや 深く、 

；禍 *s! 遠く  うち 拂ひ、 

心なの わが  愚に も 

犯せし 罪 を  赦 せかし。 


ちりばめて 

大熊座、 

消えて ゆく。 

かしこみ て 

五一 


一 〇、 夜の みそらに 

光 まば ゆき 

ひると しなれば 

ゲァ ルナの 捉 

i^H;^ 祌觀 "祌話 


• ゥェ 一ダ& び ブラ.' フ マナの 


五 二 


めぐり 遠へ ず 

夜 あきらけ く 


月 神 は . 

冴え わたる" 


祈 fS のことば 

なれに 求むな 

供物 捽げて 

人の 願 も 

「忿 とけ かし、 

われらが 導 命 

註 一、 ケア ルナの 稱號 n 


高らかに 

この 紫、 

祭す る 

亦 一 つ、 

ゲァ ルナ， ウル ジ ヤン ザ- 

ながら  へよ ご 

「その 命令 3  f;^  く 及ぶ 神」 の 義。 


この 一節に よっても ヴァ ルナに 捧げられた 歌が、 ：2： 容に 於ても、 詩 調に 於ても、 インドラ 欲と M ハる 事が 分る。 

ヴ アル ナはィ ン ドラと 共に ヴ ェ 1 ダ神界 に 重き をな し、 小 アジ ャ發 見の 條約 文屮 にも その 名を殘 して ゐる (三 三 —三 

ひ參 照)。 その}^|^源及び恶礎的0:然現象は確定できぬが、 ®  - '太陽神 ミトラと 並稱 せられ (Mitra-varlnl\)、 ァ I ディ 

トャ神 群の 首領と なって ゐる。 その 音 形が ギリ シ ャ： ofv6w に 頗る 類似して ゐ るから、 r 几 來蒼穴 r; を 指した ものと 

する 說、 前述の 如く i^- 太陽 祌と 並列され る點 及び ァ— デ ィ トャ： t 群の 數が 七と 云 はれて ゐる $ ？-を 指摘して 七曜と 結 

びつ け、 T ル 寸を月 神と 兑 なす ：4T 既に リグ • ヴ T 一  ー. ノメに 端を發 し、 後 〔鈦， - 降雨 水流と 密接に 關係 する 點を 舉げ、 


且つ 仏 w 朮」 の^ 約 文の 一 方に Aruna  (ヒ ッ タイト： おにて 「海」 の義) と ある^ を 重要視して、 ヴァ ルナ を元來 海神. 

水 申 と. M す說 等が 行 はれて ゐる。 月 神說は 偉大なる ヴ 1 1 ダ學 者の 提唱した ものであるが、 了—.. ティ トャ神 君 か ra^ し 

て 七瞿を ti^ する や 否やに 關 して 疑問が あり、 勿論 後 f ミトラ は晝、 ゲ アル 十 は 夜 を 支配す る 事になる が、 ー兀來 = 

であった と 云 ふ 確實な 證據と はたり 得ない。 次に 水神 說も後 叱の 祌 話-本邦の 水 太お. 参照) を 過重した 嫌が あり、 且つ 小 

ァ ジ ャ 發見 の 條約文 の 他方に は 111. U き -5 と あり、 共に 印度 の 神 名 を屮 I 资點 とし て轉 化した もの と說 明す ベ き で あ る 0 

故にに〔人は寧ろ第ー^^.-卽ち蒼ぉ說の可能を認め、 たと へ 比 絞 文法の 昔 則 上 完全な 一致 はない としても、 語根 要素 を 共 

% 一 こする ものと なし、 且つ g; 有 名詞の 變遷は 常 規の音 則に 從 はぬ ものなる 事 を 指摘す るに 止めて g  く。 又 ァヴ" 

スタに は ヴァル ナ に相當 する 神 名 はたい が、 その 祌 性に 於て 最高 祌 アフラ . マ ズダに 類似す る ものと 考 へられて ゐる 

その 基礎 は 如何なる 現象に あつたと しても、 リグ . ヴ " ー ダに 於け るヴ アルチ の 特性 を 叙述す るに はさして 支障 を 

起さない。 擬人法 は 外 觀.^ 貌の 方面に は 餘り發 達せす、 寧ろ 精神的. 道德 的に 進展 を 遂げて ゐる。 ヴァル ナは全 

全能、 天則 (vta) の 擁護 者と して 日月の 運 n、  ra: 時の 循環 等 宇宙 問の あらゆる 現象 を 主宰し、 神 も その 律令 

に tp^ く 能 はす、 彼に 知られす して 人 は 瞬す る 事 も出來 ない。 叉 峻烈なる 司法 祌 として 破邪 顯正を 掌り、 常に 探侦 

(spaA) を 放って 隠微の 罪惡を あばき、 最も 欺瞞 妄語 を 憎み、 繩索 (pla.- を以 つて 偽善者 を 捕縛す る。 要するに リグ • 

ヴ 1 ダ神界 に 於 ける 最高の 道德 標準 を 示す 神と 云 ふ ベ く、 インド ラに對 し て 極度の 親密 を 感じた ァリ ャ ン 人 も、 

ヴァル ナに對 して は嚴肅 畏敬の 念に 滿 たされ、 その 前に 只管 罪な からん 事 を 願った。 從 つて 兩 神に對 する 讚歌 は 全く 

その 茶 調 を 異にし、 インドラ 神話 は 殆んど 英雄 HI の 域に 達した のに 反し、 ヴァル ナ 讚歌に は舊譯 全書の 詩篇 を 想 はし 

ffiMm 祌觀 j 祌^  五三 


ヴ H 1 ダ 及ぴブ ラ —フ マナ の 思想 

める もの すら ある。 而も その r;^ も 代^的な もの は 意外に もァ タル ヴァ *ヴ 


五 四 

1 ダの屮 に 含まれて ゐる _ 


ァ タル ヴ,' • ヴ 

世の 果 越えて 

神の 11^ の^ 

もの 皆 近し。 

しのぶと すれ ど 


f ダ 


四 • 1 六 

見 はるかす 

* なく、 

人知れず 

神 は 知る。 


立つ も 步むも 

じた 

かくる  >- も將 

王者 ゲ アル ナは 

ひそかに 二人 

見る 人な しと 

知らず ゃゲ ァ ル ナ 


這 ひ 行く も、 

逃る \も、 

これ を 知る „ 

相 逢うて 

語ら ふ も、 

こ- - にあり- 


大 いなる 地 も 

高き み 本： も 

H,; 者. ゥ T ルナが 


果 しなき 

御世し ろす 


二つ の 海 を 

神と し 見れ ど 

水の しづく も 


さしはさむ 

ゎづ かなる 

その 住處。 


四、 天つ みそらの 一 

この 世の 外に 

* ゥ ァ ルナの 咎め： 

神の 探偵 は 

天より こ.^ に 

ちちち 

百 千の 目 もて 


果 越えて 

ゆかば 行け、 

逃れえ じ。 

久方の 

降りき て 

地 をみ はる „ 


五、 王者 ゲ アル ナは 

内外の こと を 

人の また、 く 

知る 神 なれば 

秘めし 事な し 

子の 勝： y を 


天地の 

みまもり て 

數をさ へ 

三界に 

賭博 者が 

知る 如く" 


六、 恐し の繩 索、  な 力 下す 

^二 章 舯櫬。 舯 Si  j 


ゲ， - 1 ダ 及び ブラ I フ マナの n:3si  t:、 


數は七 七、  ゲ T ルナよ、 

三重に 解かれつ。  いつはり を 

語ら ふやから  殘 なく、 

罪の 綳 H に  いましめよ、 

まこと を 語る  人は赦 して。 

七， S: の繩 IE に  いましめて 

いつはり 語る  痴者を 

ゲァ ルナよ、 赦す  こと 勿れ。 

雜 5? りヒ りし  稲の ごと 

水氣に 腹の  ふくらみて 

偶む は.， しが  罪の ため。 


この  一 a はヴェ ー カ文學 りの 稀に 見る 崇高な ものと して、 ある 學者は ギリシャに 於け る 無垢の 1^ ぼ 約に 比し、 ある 畢 

^は キリス 卜 敎のサ ー ム ； 三 九に 比較して ゐる。 但し ァ タル ヴ ァ. ヴ H  —ダに 於け る n 的 は 決して 道義 觀の 鼓吹に りね 

する ので S なく 後 i のス ー トラ 卽 カウ シカ. ス， -卜ラ  一； KES お ta-Slitra  Xl/VIII.  7 ) によれば、 曾惡す る 者 を 咒 U 

する 爲の讚 欲と されて ゐる。 义 第し § 、に 述べられた ヴァル ナの 【別と は水胺 病で、 之に 罹つ た^は その 罪の ヴァル 

ナの制 索に 軒され たもの (val.u】.lagyhita: 一  と へられて ゐ たり 之等の^^^に關し て は後^^；：！-近教觀に つ き述べ る際：史に 說 


明す る 事に する。 

第五 節 ブラ— フ マ ナ の神觀 

リグ . 、ヴ . 1 ダ の神界 から 轉 じて 服 を 他の 文獻の それに 柊す-吋、 時 fl^ の 相違 を 痛感せ しめる ものが ある。 然し ァタ 

ルヴ ァ . ヴ T: 1 ダ本 3^ は その 本領 を咒 法に おき、 ャ.. チ . ル . ヴ . 1 ダ本壤 中の 祭詞は その 意義 を 祭式の 實際 方面に 有 

し、 、こ.：^ 話の 資料と して は 適 常し ない。 故に こ、 に はャヂ ュル. 、ヴ- 1 ダの 散文 部分 及び 諸種の.. マ ラ ー フマ ナに映 

じた 神 観 . 祌 話の 變遷を 略述す る。 

五 河 地方へ 侵入して そこに 安住の 地 を 求めた ァリ ヤン，.^ 族 は、 武器 を 執って 土着の 先住，.^ を壓 迫し、 時に 同系の 諸 

王 五に 戰 軍を驅 つて 雌雄 を^す るに 際し、 軍神 インドラの 加護 を 乞 ひ、 勝 運 を 祈願す る 必要が あった。 古來の 主. 耍祌 

は旣に その 某 礎た る 自然現象 を 離れて 神話 的 存在と なった。 卽ちヴ ァ ルナ は 峻厳なる 司法 神と なり、 インドラ は 勇敢 

なる ポ祌 とな リ、 ァシ ュヴィ ン雙祌 は苦忠 の救齊 神と なった。 ミトラの 如き はヴァ ルナと 並稱 せられる 事に よって 僅 

こ 卜.—：：： の-. g::: を 保った。 太 神ァグ -ー . 曉 紅 神ゥシ ャ ス . 暴風 神 マ ル ト等明瞭なる自然祌格の-^仰尙^^へす めソ ー 

マ は多數 の^ 歌 を 有する のみなら す、 リグ . 、ヴ . 1 ダ 終期に 於て は 旣に月 神と しての 位置 をと つてね る。 その他 所謂 

杣^^神格も發违し、 折 n 學思 想の 進^ は 造 物祌. 創造 神の 發逹を 促した。 一方 詩人のお 想は祌 話の を璺 おならしめ 

その 创作は 時に？^ 隘刺 たる 詩 美 を 示す 事が あった C インド . イラン 時代より 繼 承した 祌界 はこ、 に 特殊の 發展を 遂げ、 

印度 化 さ れ mm: 化 される に 至った。 

^&ニ章 神觀。 祌話.  お 七 


ヴュ一 ダ及ぴ ブラ，' フ マナの 思想  五八  一 

さて 轉 じて ブラ ー フ マ ナ 時代に 至れば、 文化の 屮心は 五 河 地方 を 離れて ガ ンガ ー 河 及び ャムナ ー 河の 流域に 移り、 

生活 は 安定して 外忠 なく、 宗敎 的眞情 を誘發 する に 足る 國民的 危機 もなかった。 {1- 敎 . 祭式 は-お 羅鬥 階級の 管掌 こ委， 

一 

ねられて、 一般人 民との 直接 交 涉を缺 き、 婆羅門 は その 獨 -z する 宗敎的 特權を 岡 守して、 益-階級的位置を^^固にし、 

その ii へる 王侯 富豪の 繁榮を 祈る 事に 專 注した。 祌は 全く 祭式に 依存し、 神 力 は 祭式に よっての み增大 すると-ぶふ 觀 

念 はこの 時代の 信條 となり、 神に 奉仕すべき 本分 を 忘れて、 祌を 操縱し 所願の 成就 を强 要する 態度 をと つた。 「二種 

の 神 あり。 神 (古來 Q 祌を 指す〕 は 神な り〕 學識 あり ヴ H 1 ダに 精通す る 婆羅門 は 人間なる 神な り。 之 等の 神に 對 する 犧 - 

牲はー 一種に 分る。 祭 赞 は 祌に對 する 檨牲 にして、 布施 (dak まク W) は 人間なる 祌卽 ち學識 あり ヴ . 1 ダに 精通す る： ぉ羅 . 

門に 對 する 犠牲な り。 祭 is; によりて 神を滿 足せし め、 布施に よりて 人 問なる 神卽 ち學識 あり ヴ . 1 ダに 精通す る 「ぉ羅 一 

鬥を滿 足せし む。 滿 足した る^ 之 等の 祌は人 を 幸 幅に くご (シ ャタ. ハタ. ブラ ー フ マナ 二.  二.  二. 六〕 m 羅鬥 の， H ら 一 

尊大 矜負 する 所 躍如たる ものが ある。 古來の 神格と 比 一； 5 する のみなら す、 赏際は 之より 遙に 勝れて ゐる と ム ふ 目覺 は 

彼等が 夢寐に も 忘れぬ 所であった。  一 

か、 る 情勢に あって は 古來の 神格の 位置が 低ド する の は當然 であるが、 更に 思想界の 傾向 は 古 來の祌 格に 對 する 信 一 

仰 を 稀薄なら しめる ものが あった。 祈：： 學 3^ 想の 消長 は 後 章 训に之 を說く 率と し、 こ \ に は 唯祌觀 Q 變遷 に關係 ある 點 

のみ を 注意す るに 止める が、 吾人の 指す 所 は卽ち リグ . ヴ 1 ダ 終期に 旣に端 緖を發 した 最高 神 探求の 傾向で ある。 一 

宗敎 心の 尙吒 盛であった リグ . ヴ . —ダ 時代に あって すら 一 部の 懷疑^ は インドラの^ 在 を 疑った。 「多くの 人 は 云 一 


ふ、 ィ ン ドラ はなしと。 誰か 彼 を ：3^ し。 我等 は 誰 を か 讚へ ん CJ  (リグ . ゲ H 1 ダ八. 一 〇〇 . 三 J 「恐し き 神に つき 人 は 

問 ふ、 彼 は何處 にあり やと。 人 は 答へ て 云 ふ、 彼は^^在せ.すと。」ー同ニ  •  一  二. 五、 sola  一  $s 之 等 は 後世の 無 

神 il おの 先駆と も 見るべき であるが、 ブラ ー フ マ ナの神 観に 直接 影 饗した と 思 はれる の は 寧ろ 雜然 たる 祌界に 秩序 を 

求 め、 等し く 最上 の 讚 辭を享 く る 多數の 神格の 中果し て 何れが 最高 の 主宰 神 であるかと 云 ふ 探索で あ つ た。 

「インドラ、 ミトラ  はた ゲァ ルナ 

又は ァグ- 一と  呼びな せど 

翼 美しく  天翔る  , 

鳥 (太陽) の 名に こそ。  歌人 は 

1 つの もの を  さまざまに 

名 づけて 呼びつ、  ァゲ 二、 ャマ、 

マ— タリ シュゲ アン。」 (リグ . ： り H 1 ダー . 二 六 四 . 四- パ) 

卽ち名 こそ 異れ之 等 は ル；： 太陽の 稱 呼に 外なら すと 云 ふので ある。 この 傾向 を 進めれば 多様なる ヴ . 1 ダ祌界 も 軍に 

名稱の 問題に 歸 して 了 ふ。 

「ァグ 二よ、 汝は 生る、 や ヴァル 十な り、 その 燃え 出 づるゃ ミトラたり、 一切 物 は 汝の屮 にあり、 力の 子よ、 汝は 

敬虔なる ものに 尉して ィ ン ドラな り。」 {-ra 上 五 . 三 • 一〕 卽ち 一 火 神ァグ 二 の 中に 諸 神の 顯現を 見出して ゐる。 かく 

の 如く 異物 を 「&同 一致す る 傾向 は ブラ ー フ マナ 時代に 至って 流行し、 その 論法の 特徵 となった が、 古来の 神格 は 次第 

に その 個性 を 失 ふべ く餘 俄な くされた。 

^二 章 祌觀。 祌話  五 九 


ゥ ェ一ダ 及び ブラ一 フ マナ gss^  -  六 0 

然 らば^して 如何なる 神が 最高の 主宰 神と：：： さるべき か。 リグ . ヴ 1 ダ 詩人の 解^も l£Sl 々であるが、 ブラ ー フマ 

ナ 時代へ の 過渡 S 心 想と して 最も 注目すべき は 第 十卷ー 二 一  の疊句 l:refrain) である。 この 讚歌 は金胎 (Hil.a3、as.a- 

rwm) を {.HE 创 造の！ g 现 として ゐ るが、 各- 效 「何れの 神に か (kasli  (levaya) 我等 は 祭 供 もてお & せん」 と 云ふ疊 句 

を 有し、 最高 祌に對 する 憧僚を もちつ も 在來の 神界に 君臨すべき 一 祌の名 を吿げ 得ざる 所に 詩人の 焦慮が i_ おは^る 0 

而し てこの 讚歌の 結末 は r プラヂ * 1 パティよ (praj「lpn-tl 生 主. 造物主 )。 一切の 生物 を 抱 持す る 者は汝 をお きて 

他に なし。 汝を 祭りて 我等の 求 欲する もの を 我等に 與 へよ。 我等 をして 窗の 主たら しめよ。」 と 云 ふ頌で 一見 ブラ ヂャ 

—パティ を 最高 祌と 名指し て 解答 を與 へて ゐる 様に 見える が、 之 は 後の 附加頌 と 見る ベ き で 元來こ の 讚歌 に^して ゐ 

たので はない。 ^しこの プラヂ ャ —パテ ィ こそ ブラ I フ マ ナ神界 に 最も 重き をな す 神で、 その 位置 は旣に リグ • ヴ ェ 

1 ダは取 終期に 豫 約され て ゐた事 は 上記の 附加 、によっても 明で ある。 且つ この 祌の^ 名 を K;i  (元來 凝 間代 名^の 語め、 

せ 句 中の kasnrii は そ 3 與き と稱 する のも眷 . 句 巾の 疑問代名詞と 附加 一妙、 の 神 名と を 結合した 1?E^ である。 これに 關しァ 

イノ メレ— ャ. ブラ —フ マナ 三. ニー  (=,  一  二.  一  0) は 次の^く 說 して ゐる。 

『インド- フは. ゥリ トラ を 殺し、 全ての 勝利 を 得て、 ブラ， チヤ I パティに 云へ り。 「我 をして 爾と 等しから しめよ。 我 をして 偉大 

な.，： しめよ」 と。 ブー：.， チ ャ ー パ ティ：：： く， r 然 らば 我 は 何者 S なり や」 と j インドラ 答べ て： n く、 「爾 が今吿 げし 所の..？ のな 

り」 と" この 故に ブラ， チヤ-パティ は 實にカ (？  _-) なる 稱を 得たり。 ブラ， チヤ，' パティ は實に 力と 稱： r.,:- る。 コ 

以トに^明した-ぉ倾，叫の^2^こしてブラーフ マナ 時代の 神觀は 著しく 變 化した。 占來 の. H.§- 神 は II して その 權威を i 


^ド し、 或は その^ 性 を 減少した。 之に 代って 神界の 王座 を 窺 ふ ものに^, i 述の ブラ. チヤ ー パティが あり、 リグ. ヴ H 

1 ゲに於 てさして 重. 要視 されな か つた ヴ イシ ュ ヌ (，v>^s) と ル ド ラ 卽ち シ 、ヴ r  ORlull.a-siva) と は 漸く 勢力 を "し 後世 

の 印」 は敎 を 一 一分して」 は 民 信仰 ひ 一 ー屮 心と なるべき 素地 を 作った。 殊に 前者に 關し て は 歷，' 「ヴ ィ シ ュ ヌは卽 ち 祭祀 

なり」 と稱 せられて ゐる。 然し こ の^代の 著しき 特徴 は具體 的な，：. の 構成要素 C 人 {仝 地.：：： 月. 星^. 方處. 地 水 

火 風. が . 歳月 . 季節 • 動械 織物 等)、 祭式に 必要なる 諸 要素 (器具 • 韻 it 名 等)、 肉體的 並に 精神的の 活動 器官 • 機能 . 

性 ir 抽象 概念、 救 字 等、 換； 百 すれば 然界 及び 人間 生活 殊に 祭式に 關 する 百般の 泰 象に 靈カ • 祌祕カ を赋與 し、 特 

に 之 を 人格化す る 事な く、 而も 直接 神格と 稱し、 古來 敬の 的た る インドラ ゃヴァ ルナと 比肩せ しむる 事であった。 

义 1^ に 古代に^ # を發 し、 後 叩 印^に 於け る竹學 及び 學 術の 特徴 或は 通弊と なった 分類 癖 はこの 時代に 愈.' 盛と なつ 

た。 祌界 も：^ んで 八ヴァ ス祌 (vasu).  h  . ルド ラ祌. 十二 ァ ー デイト ャ神等 特定 救の 神 群に 分類せられ、 ヴァ ス祌 

は ァグニ を 主長と して 韻 ガ ，- ャ卜 リ— 一， Grlyatl.n . 旋律 ラ タ ン タ ラ (IRathautano  . 春 •  r ぉ羅門 階級に 關 係し、 ル ド 

ラ神 群はィ ン ド ラ を 主長と して 韻律 ト "リシ ュ ト-" ブ (Tri ま 111)11) . 旋律 ブ リハ" ト re さ at) . 夏 • 刹 帝 利 階級に 關係 

し、 ヅ ィ シ ヴ H 1 デ— ヴァ神 群 cvi^edeva) は ブリハ ス ：ノ テ ィ を 主長と して 韻律 ヂ ャガ ティ ー (Jagati)  .  ヴ ァ ィ 

ル. -パ -.^P^M.^W^P^  . 雨季 . . ^舍 階級に 關係 すると 云 ふ 類で ある。 (以上 タ ィ ティリ ー ャ. サン ヒ々 ー 七. 五.  一 ml による。) 又 

キ祌半 人の 愤族ァ ンギラ ス 族が 厘 i ァ ー ヂ ィ トャ祌 群と 對 立して ゐ. る 事 は 注目に 憒 する。 リグ . ヴ " ー ダに 於ても， 諸 

神 は 時に 人間的 缺陷を 暴露した が、 ブラ ー フ マナに 至って その 傾向 は (化.' 著しく、， 全智 全能 二 元 全 無垢と 云 ふ 神の 屬 

. 性 は现^ 的に は 否定され てゐ ない が、 赏 際に 於て は 神の 道德的 標準 は低ド し、 神 も 嫉妬 • 羨望，. 不和. 背信，. 貪 

，；な 神. 觀。 神 二 i 1  六 i 


ゲェ I ダ. 及び ブラ I  7 マナ QH^ 想  六 二 

0's. 怯懦 等の 惡德を 示して ゐる。 プ ラ ヂ ャ， - パテ は その 娘ゥシ ヤス を^し、 ァグニ は その 師ヴァ ルナの 神 妃- 

を姦 ずと 云 ふ揷話 すら ある。 この種の 揷話は 祭式の 說明上 必要に 應 じて 案出され 挿入せられ たものと は 云 へ、 時の 

祌觀の 一 端 を 如赏に 物語る ものと 考 へられ、 っ當 時の 社 會道德 の 規準が さして 商く たかった こと を も 想 はせ る もの 

である。 

然し か  > -る狀 態に あっても リグ . ヴ . I ダ 終期より 勃與 した W:I 學的 思索 は 一 部に その 進展 をた、 す、 やがて 來 るべ 

きゥパ 二 シャツ ド哲學 へ の連銷 をな して ゐる。 一 方 殺 高 神への 要求 は 前述の 如く ブラ ヂャ I パ テ ィ に 於て 滿 たされた の 

觀が あるから 、次に 少しく この 祌 にっき 述べて 見る。 

ブラ ヂ ャ 1: ノ テ ィ卽ち 造物主の 名 は 初め サヴ ィ トリ 神 或は ソ — マ祌 の稱號 として リグ . ヴ ェ ー ダに 見え、 その 第 十 

卷に 至り 獨 立の 神 名と して 用 ひられ、 その 司る 所 は 子孫 家丧 の增殖 保護に ある。 义ァ クル ヴ,' .ヴュー ダ、 ャヂュ 

ル. ヴ， - 1 ダ 及び ブラ， "フ マナに 於て 彼が 占める 最高 創造： t たる 位 © は旣に リグ . ヴ . i ダの 終期に 於て 豫 約され て 

ゐる (六 OW 參 照)。 ブラ ー フ マナ 文 獻に 於て は 三十 三； 太の 外に 第三 十 四 天と 稱 せられ、 諸祌の 主宰者、 生物 無生物の 

創造者、 祭式 の 化身 否 祭式 その ものと して 尊崇され てゐ る。 然し 厲擎 熱烈な る 敬 祌畏祌 の 念 を缺く 時代 の 所產た る プ 

ラヂ ャ ー パ テ ィ に は 到底 古代の 主要 神に 見る 生氣 なく、 婆羅門の 愧儡 として ブラ ー フ マ ナに特有な詭辯的^11證にその 

名 を藉す 便.；？ 一 的 存在た るの 觀が ある。 やがて その 王座 を ブラフ マ ー ン (Bralsarln) に 譲らなくて はならぬ 所以で ある。 

タイ ティ イリ I ャ. ブラ —フ マナ 二. 八. I  . 三— 四 


プラ， チヤ ー パティよ" 爾は太 十；； 變ら ぬ寶の 守護 者、 諸 神の 父、 萬 物の 造化 者、 全世界の 主、 遠く かなたより 保護す る 神な り。 

我等が 祭 を 競 ふ 時、 神よ、 我等の 祭 供を享 けよ。 

これ 等の 世界、 四方八方、 遠き も 低き も 高き も 皆 爾に屬 す。 生物に 幸福 を與 へ 一 切 を 造る プ ラ ギヤ ー パ テ よ。 神よ、 我等 

が この 祭 供を享 けよ。  ；  

::. や 5 の^ 造 神 を 讚へ る^ 句を聯 ねる のみで 詩趣の 拘 すべき もので はない。 勿論 リグ . ヴ ェ ー ダに もこの 種類の 詩：？ 

は isi めて 多い が、 その 傑作に 至って は尙 詩才の 躍動 を 見た。 更に ブラ— フ マナの 特 a を 代 する ものと して 次の 一節 

を 引く。 

シャタ バタ • ブラ— フ マナ 一一. 五. 八 

K に 太初に 於て 全 宇宙 は ブラ. チヤ ー パティの みなりき。 彼 欲すら く、 我 何ものに かならん。 我 滑 せんと。 彼 は 努力して 疲. 

れ、 苦行して 熱 カを發 せり。 疲れ 熱した る 彼より 三界 生ぜり。 地 •  • 天卽ち 之な り。 ( 一 ) 

彼 はこの 三界 を 熱せり。 熱せられ たる この 三界より 三 個の 光明 生ぜり。 火. 空 吹く 風. 太陽 卽も 之な り。 (二) 

彼 はこの 三 個の 光明 を 熱せり。 熱せられ たる 一二 個の 光明より 三ゲ . 1 ダ 生ぜり。 火よ" リグ たみ . 1 ダ、 風よ" ャ， チ ュ ル . 

*.t -1 1. タ、 太陽より サ ー マた ゥュ， -ダ 生ぜり。 (三) 

彼 はこの 三グ ェ ー ダを 熱せり。 熱せられ たる 三. ゥ . 1 ダ より 二 個の 輝く 精髓 生せ い。 卽 リグ - ,^  = 1 ダ よい ブ-フ rbhslb 

咒語、 地 こ 配す y ャ， チュル. ゲ H  1- タ より ブ *ゥ T ハ  一 bhuva ザ に 配す y サ ー マ •  ..t  二  -' ダ よい ス. * アル (5.:u- 灭に 配す」 生 

■.tj り。 ； e して、 リグ . ゲ H  I- ダ によりて ホ ー トリ. SHE の 職務 を 行 ひ、 ャ.. チ ュ ル.. ゥェ ー ダ によりて アド ゲ ァ リ ュ 祭官の 職務 

を 行 ひ、 サ，' マ .ゲ - しタ にょいて ゥ. ドガ- ト.. リ祭宫 の 職務 を 行へ り。 三 明 (trayi  A.i き，. i 三ヴ H  —ダ の 知識 } の 巾に 存 する 輝 

ぐ 精 蹄に よりて ブ ラ フ マ ン祭官 の 職務 を 行 へ り。 (四) 

笫ニ窣 神觀 。神話  六 三 


ヴ.' I ダ及ひ ブラ I フ マナの 思想  六 四 

リグ . ヴ ェ ー ダ 神話に 於て は 個々 の祌 格と 惡 膿と が戰ふ のが 普通で あり、 ^名な インドラ 對ヴリ トラの 戰闘は ブラ 

1 フ マナに 於ても 舉 げられ てゐ るが、 この 時代の 特徴 は 寧ろ 神 軍 CDevs-to と 魔： 艰 f0s との 對 立で、 闲者 

は 常に その 勢力 を 競って ゐる。 勿. tl 神 は 敬虔な る^に 與し、 露實の 保護 として 善の 方面 を 代表し、 ァスラ は 之に 對 

し て 惡 の 方 面 を 代^：^し 、 そ の 戰岡 は ！_|:1?常 に 祌 の 勝利 に 歸し て ゐ る 。 然し そ の 戰鬪 た る や 決し て ぉ壯 活潑 なも の で な 

く、 勝收の 分岐 は ®r 祭式に 關 する 知識の 優劣に か つて ゐる。 叉兩 者が ある 意味に 於て 各 善惡を 代表す ると は 云へ、 

その 對立は 決してべ ルシャ の ァヴェ スタ架 典に 見る 如き 眞摯 な宗敎 意識に 某く もので はない。 ブラ ー フ マ ナの便 {且 主 

義に 某く 祭式 規則の^ 明 乎 段に 過ぎぬ ので ある。 

アイ タレ— ャ.. フラ I フ マナ 六. 四. 一， 一七. 一. 一 

神々 は 祭式 を 行へ u。 彼等が 祭？^ せる 時 ァスラ 等 近づきて 云へ り。 「我等 は 彼等の 祭式 を混亂 せしめん」 と。 ァスラ 等 南方 

より 神々 に 近づけり" そこ こそ 彼等の 祭式の 最も 弱き 點 なれと 思 ひて。 神々 は 之を覺 り、 ミトラと ゲ T ルナと を 南方に 配置せ 

り。 彼 や は ミトラと ゲ ァ ル ナと により、 朝の ソ- マ陋搾 f.pratalJsaYana) に 於て 南方に ァス ラと羅 刺と. を擊 返せり。 故に 朝の 

ソ ー マ に 於て、 マイ トラ， 'ゲ ァ ル ナ祭官 (Js;litrrrwl35;l) は ミトラと ゲ ， ル ナ とに 對 する 祈 を捧 ぐ。 何と なれば ミトラ 

と. ゥ ァ ルナと により、 神々 は 朝の ソ- マ壓 搾に 於て 南方に ァス ラを擊 返し たれば なわ。 (2^ 下 同様の 方法に よい 神々 は あら ゆ 

る方而 より 雙ひ 來るァ ス ラを擊 返す る。) 


タイ ティリ I ャ. サン 匕 夕 I 六 • 二. 三. I 丄 I 

.fj 等の ァスラ は 三 個の 城廓 を 有せり。 最下の もの は鐵 より 成り、 次 は 銀より 成り、 次 は 金より 成れり。 神々 は それ 等 を 征服 

する 能 は ざり き。 彼等 は包圍 ("rsjl) によって 征服 せんと 欲せり。 故に かく 知る も 知らぬ もん は 云 ふ、 包圜 により 大 いなる 

城廓 を 征服す と。 神々 は箭を 造れり。 ァグ 亍を雜 とし、 ゾ- マを窩 とし、 * ウイ シュ ヌを 幹と して。 神々 曰く、 誰か この 箭を射 

る者ぞ と。 答へ て 曰く、 ル ドラと。 ルド ラは殘 忍な り、 彼 をして 射しむ べしと。 ル ドラ 曰く、 我 報酬の 典 を 選ばん。 我 をし 

て實に 畜類の 主宰者た らしめ よと。 故に ルド ラは 畜類の 主宰者な り。 ルド ラは箭 を 放てり。 彼 は 三 城廓 を破壞 して 之 等の 世界 

より ァ スラ を驅逐 せり。 故に ゥ パ サニド (upasiln) なる 祭事 を 行 ふ は 仇敵 を驅逐 せん カ爲 なり。 

(この 說話は "Igs-l の ニ義を 利用して ゐ るが、 同 昔 異義 語、 類 昔 語、 又は 通俗 語源に よる 說明は ブラ— フ マナ 文學に その 例 

頗る 多い。) 

ブラ ー フ マナ 神界の 個々 の 神格 も 種々 な 變遷を 遂げ、 一 般には 活氣と 個性と を 失 ふに 至った 事 は 前述の通り である 一 

ヴァ ルナ は リグ . ヴェ ー ダに 於け る 如く 懲惡の 司法 神と して 尙 畏敬され てゐ るが、 水 祌丄仪 神と しての 特徴 を 明瞭に 

發 達させ、 又 時に 禿 頭 赤 眼、 醜惡な 容貌 を備 へる とさへ 云 はれて ゐる C  , 

次に インド ラに關 する 一 挿話 を 引用す る。 

マイ トラ I ャ 二—. サン 匕タ I  二. 四. 一 

ゲ ィ シゲ アル 1 パ (visvacnpa) は 卽ちト ゥゲ ァシュ トリの 子な りき。 三 個の 頭 を 有し、 ァ ス ラの を 母と せり。 彼 は 一 個 

の 頭に てゾ ー マ 酒 を 飲み、 他の 一頭に てスラ ー 酒 を 飲み、 他の 一頭に て 食物 を 食へ り。 インドラ 謂へ らく、 彼 は實に 我と 同等 
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なる 者と ならん と。 イン. ドラ 彼と 格鬪 し、 忽ち 彼と 共に 倒れたり。 インドラ は 近 方に 立てる 大工に 云へ り、 走り 來 りて 彼の こ 

の 頭 を 切れと。 大工 は 跳躍して 來り斧 もて その 頭 を 切れり。 故に 大工 は 頭 を 高く 持す。 故に 彼 は 食物 榮蹇を 得。 ソ ー マ を飮み 

し 頭 は 山鳥 (121>irl>l.l) となり、 スラ， 'を 飲みし 頭 は 雀 (kal.5il.lka) となり、 食物 を 食へ る 頭 は 鷓^  (tittiri) となれ り。 その 

子の 殺された る時ト ゥゲ ァシュ トリ は インドラ を 除外して ソ ー マを齎 せり。 彼はソ I マ を 下方 百シ ャ ラ の 距離に 於て 壓， せり。 

故に 彼はサ ハス ラシ ャラ (千 シャラ の 距離 をせ する 者？) と稱 せらる。 インドラ 卽ち この 祭 宴に 招かれん 事 を 欲せり。 トウゲ 

ァ シ ュ トリ は 彼 を 招 かざりき つ インドラ は 暴力に 訴 へて ソ ー マ を 奪 ひ、 筒 管を以 つて 之 を 飮み盡 せり。 彼はゾ ー マ を 飲む 資格 

を 失へ り" 故に 招かれざる 者 はソ— マ を 飲むべからず。 ソ I マ を飮む 資格 を 失へば なり。 こ X より 吐出せ る もの は 二 頭の 獅子 

となり、 こ \ より 吐 S せる もの は 二 頭の 虎と なり、 こ、 より 吐出せ る もの は 二 頭の 狼と なれり。 彼が 最初に 吐出せ る もの は 水 

蓮 (kuvaLl) となり、 第二 囘 = に 吐出せ る もの は 棗 (b:_,(lara) となり、 第三 囘 目に 吐出せ る もの は赤裘 (kark-mdhu) となれ り。 

下方に 吐出せ る もの はスラ ー 酒と なれり。 彼の 爲ァシ ュ ゲ ィ ン 雙 神 はこの サゥ トラ I マ 一一 1 ff0s なる 祭式 を 行へ り。 

彼等 は インドラが 失へ る あらゆる 力 を囘復 して 再び 彼の 中に 置け り。 (以下 サゥ トラ ー マ 一一 ，祭の 功 能 を i^r ふ 。ン 

余 杵を騎 して 向 ふ 所 敵な き 天帝 ィ ン ドラと ソ I マ に惡醉 して 苦 患す るィ ン ドラとの 風貌 を 比較 すれば、 時代に 伴 

祌覜 神^の ffl 遠出 心 ひ 半に 過ぐ る ものが ある。 尙 この 一節の 如き は ブラ ー フ マナ 散文の 好例で、 文中 「こ \ より 吐 

出 云々」 とあって も 何の 事 か 分らぬ が、 類似の 挿話 を 含む 他の ブラ I フ マナ 文 獻卽ち 力 ー 々カム  一二. 一  〇 、ギヤ ィ 

ミニ ー ャ. ブラ I フ マナ 二. 一  五 七. 一 により 獅子 は 鼻孔より、 虎 は 眼孔より、 狼 は 耳孔より 出で た 事が 分る。 又譯 

文中 通讀し て も 意義 明瞭な ら ざる 筒 所が あるで あらう が、 之 亦 原文 の 簡素 或は 難解なる 爲で ある。 
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ブ リグ 族 或は ァ ンギ ラス 族が 天界に 達せる 時、 ブリダ 族の チヤ ゲ ァ ナ仙 (cbsvana) 或は ァ ンギ ラス 族の チヤ ゲ ァ ナ 仙の みは 

老い 朽ちて 妖怪の 如き 形相 を もちこの 地上に 殘 されたり。 その 時 マ ス の 後裔 シ ャルャ ー タ王 ssyar) は その 一 族 を 率ゐて こ 

こに 来り、 仙人に 隣接して 屯營 せり。 王の 子等 は戲 れつ \、 この 老い 朽ちて 妖怪の 如き 形相 を もつ 仙人 を輕 蔑し、 土塊 を以っ 

て 之 を 打てり。 仙人 はシャ ルャ！ タ 族に 對し 怒を發 し、 彼等に 不和 を かもせり。 父 は 息子と 爭ひ、 兄弟 は 互に 相爭 へり。 シャ 

ルャ ー タ王 謂へ らく、 我 如何なる 事 をな せる が 故に か X る 事の 起る やと。 彼 は 牛 飼 及び 羊 飼 を 召集す る 事 を 命ぜり。 王 曰く、 

汝 等の 内 誰か 今 曰 こ- -に 何事 を か 見 ざり しゃと。 彼等 曰く、 かしこに 老い 朽ちて 妖怪の 如き 形相 を もつ 人の 橫 たはる あり。 彼 

を輕 蔑し 子等 は 土塊 を つて 之 を 打てり と。 王 は 彼 こそ チヤ ゲ ァ ナ仙 なれと 悟れり。 彼は乘 車に 馬を繫 ぎ、 その 娘ス カニャ， - 

(sukanya) を 伴 ひて 出發 し、 仙人の 住する 所へ 赴け り。 王 曰く、 南無 仙ん よ。 我 知ら ざり しが 故に 汝を 侮库 せり。 こ X にわが 

娘スカ ニヤ ー あり、 之を與 へて 我 汝に罪 を 贖 ふ。 わが 一 族 をして 和合せ しめよ と。 その後 實に 彼の 一 族 は 和合せ り。 而 して マ 

ヌ の 後裔 シ ャ ルャ ー タ王は そこ を 退去せ り。 再び 仙人 を 侮辱す る 事な からん が爲 に" 

その 時ァシ ュ ゲ ィ ン雙神 は醫療 をな しつ \こ\ へ 来れり。 彼等 は スカニ ャ ー に 近づき、 彼女に 結婚 を 望めり。 ス 力-一 ャ ー は 

其 を 承諾せ ざり き。 ァシュ ゲイ ン 曰く、 スカニ ャ ー よ、 何が 故に 汝 はかの 老い 朽ちて 妖怪の 如き 形相 をな す 者 を 夫と なす や。 

我等に 隨 ひて 来れと。 ス 力-一 ャ ー 曰く， 父が 我 を 嫁入らせし 夫の 生ける 間.. 我 は 夫の 許 を 去ら じと つ かの 仙， は實 にこの 事 を 

覺知 せり。 仙. 曰く、 ス カニャ ー よ、 彼等 は 今 汝に何 を か 云 へ ると、 ス カニャ ー は 起り し 事 を 語れり" 聞き 終 = て チヤ ゲ アナ 

仙 曰く、 若し 彼等 再び その 事 を 汝に云 はば、 汝は 次の 如く 答 ふべ し。 「汝等 は 完全と 云 ひ 難き に 似たり。 無 缺と云 ひ 難き に 似 

たり。 然るに 汝等 はわが 夫 を 非難す」 と。 若し 彼等 汝に向 ひて、 一 何故に 我等 は 不完全な り や、 何故 我等 は無缺 ならざる か」 

ヒ問 はば 汝は答 ふべ し. 「わが 夫 を 再び 若から しめよ" 然 らば 我汝 等に 告げん」 と。 ァ シュゲ ィ ンは 再び 彼女に 近づき、 彼女， 

に 前と 同じ 事 を 云へ り。 ス カニャ- 闩 く. 汝等は 完全と 云 ひ 難き に 似たり。 無 缺と云 ひ 難き に 似たり。 然るに 汝等 はわが 夫 を 

第二 章 祌觀。 神話  六 七 


ゲ ^ 1 ダ& びブ ラ —フ マナ の 思想  六 _,、 

非難す と。 ァシ . ウイ ン 曰く、 何故 我等 は 不完全な り や。 何故 我等 は無缺 ならざる かと。 スカ 一一 ァ， n く、 わが 夫 を 再び 若 か 

らしめ よ、 然 らば 我汝 等に 吿 げんと。 ァシ 1 ゲイ ン 曰く、 彼 を かしこの 池へ 導け。 彼 は その 望む 所の 若さ を 得て 池より 出づべ 

しと。 ス 力-一 ャ ー は チヤ- ゥ， ナを 池へ 導け り。 彼 は その 望む 若さ を 得て 池より 出で 来れり。 ァシュ ゲイン 曰く、 ス カニャ ー よ。 

何故 我等 は 不完全な り や。 何故 我等 は無缺 ならざる かと。 チヤ ゲ アナ 仙卽ち 答へ て 曰く、 クルの 國土  (Kuruk?etra) に 於て か 

の 神々 は 今 祭式. を 行 ふ。 彼等 は 汝等を 祭式より 除外せ り。 この 故に 汝等は 不完全な り。 この 故に 汝等 は無缺 な， T ずと。 その 時ァ 

シュ. ウイ ンは そこ を 去り、 祭式 を 行 ふ 諸 神の 許へ 赴け り。 バヒシ ュパゲ アマ ー ナ (13aE?pavamana) の 歌咏の 終りし 時な りき。 

ァ シュ. ゥ イン 曰く、 我等 を 招け と。 諸 神 曰く、 我等 は 汝等を 招か じ。 汝等は 醫療を 行 ひつ X 人間に 接觸 する 事 多き に 過ぎたり 

と。 ァシュ ゲイ ン 曰く、 汝等 は實に 頭な き 祭式 を以 つて 祭， 祀 すと。 (神々 曰く) 頭な き 祭式 を以 つてと は 如何にと。 (ァ シ 1 ゲ 

ィ ン 曰ぐ) 「我等 を 招け。 然 らば 汝 等に 吿 げんと。 諾と云 ひて 神々 は 彼等 を 招き、 彼等の 爲にァ ー シュゲ - ナ杯 (Asvinag2h:l) 

を 汲めり。 彼等 は 祭式の アド ゲ ァ リ ュ 祭官 となれ り。 彼等 は 祭式の 頭 を囘復 せり。 如何にして ァ シュ ゲイ ンが 祭式の 頭 を囘復 

せる か は 後段 デ ィゲ ァ，' キ ー ルティ ャの章 (Divrlklrtyanalh  brahmtsje) に說 かれたり。 この 故に バ ヒ シ ュパゲ アマ ー + の 歌 

咏 終りて 後、 ァ ー シュ. ウイ ナ杯は 汲まる。 何と なれば バ ヒシ ュパゲ アマ ー ナ の歌咏 終りて 後 彼等 は 到着し たれば なり G 

この ディ ヴァ ー キ ー ルティ ャ 章と は 如何なる 部分 を 指す か 明瞭で ない が、 祭式の 頭 を；！ 设 すると 云 ふ^ 容に 適應す 

る物；^1-ロは111:じくシ ャ タパ タ • ブラ ー フ マナー ra  . 一  . 一  に 見 5： される。 然し 類似の 物語 は 他の ブ ラ. -フ マ ナ 中に も存 

する から、 なるべく 多種の 文獻 から 例 を 採る 爲、 こ、 に は 次の 一節 を 引用す る。 

チヤ イミ 二  I ャ. ブラ. I フ マナ (カラン ド屮 H 版 二 五 二  I 三 頁) 


その 時 ァシュ ゲイン 雙神 チヤ * ゥ アナに 告げて 曰く、 仙ん よ。 我等 は汝の 求めし 願望 を 成就せ しめたり。 卽ち汝 は 若返れり。 

I もソ ー マの 配分 を 得ん が爲、 我等に 敎へ よと。 チヤ ゲ アナ 仙 曰く、 神々 は 今 クルの 國 土に 於て 頭な き 祭式に 從事 せり。 

彼等 は 祭式に 於て 求む る 願望 を 得る 事な し。 祭式の 頭 は切斷 され たれば なり。 故 に汝等 はァタ ル * ゥ アン の 後裔 ダデ ィ ヤン チュ 

(Dadhyaso) に その 知る 所 を 間 ふべ し。 彼 そを汝 等に 告げん。 其に より 汝等 はソ ー マの 配分 を 得ん と。 切斷 された る 祭式の 頭 

ょ卽ち 太陽な り。 又プ ラゲ アル ギヤ 祭 (piyvargya) なり。 而 して ァ シュ- ウィン はァ タル ゲ アン の 後裔 ダ ディ ヤン チ ュ の 許に 

赴き、 彼に 告げて 曰く、 仙人よ。 我等 は汝の 門弟た らんと。 (ダ ディ ヤン チュ 曰く) 如何なる 願望の 爲 にと。 (ァ シュ ゲイン 

曰く 3 我等 は 祭式の かの 切斷 せられた る 頭 を 知らん と 欲すと。 ダ ディ ヤン チュ 曰く、 否。 インドラ も 亦 そ を 知れり。 彼我に 吿 

f て 曰く、 若し 汝そを 他人に 吿 ぐる 事 あらば、 我 汝の頭 を 切る ベ しと。 我 は 之 を 恐る と。 广ァ シュ ゲイ ン 曰く) 然 らば そ を 串 

等に こ の 馬頭に より 敎 へよ と。 C タデ ィ ヤン チュ 曰く〕 諾。 然れ ども 我 先づ汝 等が こ の 馬頭 を以 つ て 共に 語る を 見ん と 欲すと- 

そこに 於て ァシ ュ ゲイン は 自己の 頭 を 下に 置き、 その 馬頭 を 戴き、 それによ つて 共に 談話し、 サ ゾ マ ンを歌 ひ、 詩頌 . 祭詞を 

誦しつ，. 坐せ り。 ダデ ィ ヤン チュ は 彼等 を信賴 して この 馬頭に よって 彼等に 敎 へたり。 インドラ 之 を 知り、 彼 は 彼等に 告げた 

りと て 急行し、 ダ ディ ヤン チュ の 頭 を切斷 せり。 但し こ はかの 馬頭な りき。 かの 賢明なる ァシ ュ ゲイン は 再び ダ ディ ヤン チ ュ 

自身の 頭 を囘復 せり。 而 して 彼等 は 頭な き 祭式に 從事 する 神々 の 許に 赴き、 彼等に 告げて 曰く、 汝等は 頭な き 祭式に 從 事す。 

故に 汝等は 祭式に 於て 求む る 願望 を 得る 事な しと。 (神々 曰く) 誰か その 祭式の 頭 を 知る 者ぞ と。 9 シ" ゲイ ン 曰く) 我等 こ 

そと。 (神々 曰く) 然 らば その 頭 を囘復 せよ と。 (ァ シュ ゲイン 曰く) 我等の 爲にソ ー マ 杯 を 汲めと。 神々 は 彼等の 爲にァ ー シ 

ュ ゲ ィ ナ杯を 汲み、 彼等に 告げて 曰く、 汝等 は實に アド ゲ ァ リ ュ 祭官 たり。 知識 ある 汝等は その 祭式の 頭 を囘復 せよ と。 諾と 

答 へ て 彼等 は アド. ゥ ァ リ ュ 祭官 として 行 祭し、 ソ ー マ の 配分 を 得たり。 
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老朽 者に 靑春を i! (仪 する 奇 15 を簡 短に 叙す るの みたら す、 頭の 置き 換を事 も なげに 述べる 所に ブラ ー フ マナ 挿話の 

特色が ある。 但し 舆味 深き 之 等の 物語 も 浩瀚な ブラ ー フ マナ 中に 散在し、 而も 例外た く 皆 祭式の 說 明の 爲に 挿入され 

た 餘談に 過ぎぬ。 祭式 萬 能 時代の 副産物と は 云へ 當 時の 思想 を 反映す る 重要な 資料で ある」 若し ヴ - 1 ダ文學 の 傑作 

を 問 ふ 人 あらば、 吾人 は リグ . ヴ -ー ー ダ 讚歌の 若干と、 ブラ— フ マナ 揷 話の 若干と を 擧げて 答へ るに 禱 gS しない。 


所 m 
有 權 


本 S 森大 


發 行 所 m お 波喾店 


S 相 九 t<.r 十 日 g 東洋 思潮 

£ 和 九 年 八 H: 十五 日 g 行  第一！ 一  raffia 

K 京 市 は 一 づ aa 

お 波茂难 

&  S お 精 興 肚 


岩波 講座 東洋 思潮 c 東洋 思潮の 展開 口 


印度 思想 

ダ ュ —ダ 及び ブラ 1-  ； 

福 島 直四郞 

フ マ ナの 思想 (下) 


岩波 書店 


飞 

_  y 



印 度 思 想 

、ヴ ェ ー ダ 及び ブラ ー  福 島 直四郞 

フ マ ナの 思想 


"I く 


-五四 三 二    ニー  一    一    0 ん 九 ノ-、 八 七 七 
八 五 九 六 六 七 一 一六 七 七 九 一三 一 


AUG  2  6 1969 


がノ 


節 序 1^^  

第二 節 リグ • ゲェ ー ダに 於け る 釗造觀  

丄 一一  第三 節 ァ タル ゲァ， ゲ ェ ー ダに 於け る 創造 原理 

一 0  笫四節 ブラ— フ マナに 於け る 釗造祌 話  

一 a 第 四 章 人間の 始祖 • 死後の 運命  

一七  か^-ー節 マ ヌとャ マ  

一二  笫ニ節 來世觀  

二 五 第五 章 祭式 . 咒法  

二八  笫 一節 祭式の 原理  

二八  第二 節 咒法  

三 五 第 六 章 自然。 道德。 社會  

三 八  第一 節 自然 觀  

五 0  二 節 道德觀  

五 七  第三 節 社會觀  

七 一 參考書  


目 ゾ X 

終 一； 一"  

第一章 ヴ . 1 ダ文學 の概觀 

一 リグ • ゲ H  1 ダ  

二 サ I マ • ゲ H  —ダ  

三 ャヂュ ル • ゲ H  I ダ  

四 ァ クル ヴ ァ.ゲ,-1 ダ  

第二 章 神觀。 神話  

笫 一節 リグ， ゲ ，1 —ダの 祌界. 

第一： 節 リグ • ヴ " I ダの ，t 觀. 

笫三節 インドラに 就いて …… 

&四節 ゲァ ルナ に 就いて …… 

ブラ I フ マナ Q 祌 觀…. 

第三 章 哲學 E お-  


第三 章 哲 學 思 想 

第一 節序說 

印度に 於け る哲學 思想の 發達 を祌觀 . 神話に 現れた 宗敎的 信仰と 分離して 考 へる 事 は 困難で あるが、 玆には 宇宙 創 

逸に 關 する 方面 を 主として、 最高の 創造 神 或は 宇宙 展 ii の 根本原理 探索の 迹を窺 ひ、 圓 熟せる ゥパ -丁 ンャ？ ト 思想への 

階 程 を 尋ねようと 思 ふ。 

. 宇宙の 構造に 闘して リグ . ヴ ェ ー ダは 組織的な 記述 を 載せて ゐな いが、 最も 普通に は 之 を 天 空地の 三界に 分けて ゐ 

る。 この 三界 は 諸祌顯 現の 舞臺 で、 太陽神の 活動 は 天 界に屬 し、 風雨. 雷電の 現象 は 空 界に行 はれ、 火 神 ァグ- 一は 祭 

火と して 地界に 燃え、 祌酒ソ ー マ も 地上に 於て 壓拷 せられる (二 九頁參 照)。 叉 宇宙 を 天地 雨 界に攝 する こと も 珍しく 

なく、 弯蔬は 視野の 限界 をな し、 その上に 諸 神の 住する 光明 界が ある。 更に 大空 地 或は 天地 を 各.' 三歷に 分ち、 三 天 

界. 三 空界. 三 地界 又は 天地 六界に 開く こと も ある。 天地の 形に 關 しても 明確な 描寫 なく、 唯一 囘之を 重ね 合した 二 

^の 鉢に 喩へ (リグ . ゲ " —ダ三 • 五 五 •  二 〇)、 又 車軸に より 兩輪を 支 ふる 如くに インドラ は 天地 を 引き離した (同上 一 

〇 . 八 九. 四 J とも 云 はれて ゐる點 から 見て、 地表 を圓 形と 考へ て ゐた事 は 想像され る。 

ブラ ー フ マナ 文獻も 宇宙 の 形態 構造 等に 對し て は 多くの 關心を もた す、 偶 * 之を說 くも 祭式の 說 明に 隨從し て そ の 

折々 の 必要に 適應 する のみで 何等の 組織な く、 叉 如何なる 矛盾 を も 許容して 怪しまぬ。 大地 を圓 形と 稱 しつ 、も 時に 
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之 を 1: 角 形と なし、 太陽 は 普通 勿論 圓形 とされて ゐる にも 拘らす 時に 之 を 四角と 呼んだ 例 すら ある (シ ャタ. ハタ • ブラ 

1 フ マナ 四. 三. 一 . 一七)。 大地 を四邊 形と する の は 蓋し リグ . ヴ ェ 1 ダ以來 知られて ゐる 方角 東西南北 を その 匹 隅と 

見なした ものである。 後世の 印度 敎 . ヂ ャィ ナ敎. 佛敎に 見る 如く 複雑に 發 達した 宇宙 構成 說は 到底 こ に は 見出し 

ない。 唯 天空 地の 三界 說は 依然として 行 はれ、 ブラ ー フ マナ 祌學者 は 好んで 之 を その 冥想の 對象 として ゐる。 「天 

は络の 上に 安立す。 空 は 地の 上に、 地 は 水の 上、 水 は 眞實の 上に、 眞實 は聖智 (brahman) の 上に、 聖智は 苦行の 上 

に」 广 アイ タレ ー ャ. ブラ- フ マナ 三 . 六 . 四〕。 壯 絶なる ベ き大寰 宇の 構造 もこ \ では 婆羅門 神學の 基本概念 を その 根柢 

として ゐ るに 過ぎぬ。 天地 問の 距離に 關 しても 定說 なく、 地上より 天 界に 達する に は 六 ヶ月 を. 要し、 歸途 更に 六ケ s: 

を 要すと- -ム ひ、 或は" 腐 上 四十 四日 乂は干 日の 旅程 を その 距離と 見なし、 或は 遙に 近く 測定し 順次に 直な り 立つ 千 頭の 

牛の 高さ を以 つて 之に 充てて ゐる例 も ある。 

然 らば この 大宇宙 は 如何にして 生じ、 或は 誰に よって 創造せられ たか。 文化 程度の 如何 を 問 はす、 思 ひ 一度 こ、 に 

至れば 如何なる：^ 族 も 何等かの 解答 を 得ねば 滿足 できぬ。 リグ .ヴ ェ 1 ダ 終期に 於け る哲學 思想の 飛躍 も 亦 之に 基因 

した ものと 云 ふ 事が できる。 然し その 初期に あって は 未だ 組織的に して 高尙な 思辨に 至らす、 建造 或は 出生に 凝して 

考へ てゐ た。 天空 地 を 測量して その 廣袤 を增 し、 天地 を 支柱に よって 鞏固 安定なら しめたと 云 ふ 事 は 種々 なる 神格の 

業績と して 稱 讚され てゐ る。 乂 Si 生に 擬 して は曉 紅- ru^s) は 太陽 (siirya) を 生む と 云 ひ、 曉紅は 天神 CDyaus) の 娘 

と稱 せられ、 天地 は 種々 なる 神格に 產出 形成され たと 云 はれつ 入 e も 諸 神の 父母と 呼ばれて ゐる。 か \ る 記述 は 自然 

現象 神格化の 結果と ur 神話 的に 解釋 せらるべき もので 到底 哲學 的と は 目し 得ぬ。 勿論 此 種の 起源 說は ブラ ー フ マナ 


文獻に 於ても その 跡 をた たぬ。 "グ. ヴ r ダは インドラの 功績 を數 へ、 「震 ふ 大地 をう ち 固め、 搖ぐ 山山と り靜 め」 

と 讚へ たが (一一 一九 ま照)、 次の 物語 は 更に 美しい。 「山岳 は實に ブラ 1、 チヤ 1 パティの 最拳 なりき。 山岳 は 羽翼 を 一 

有せり。 彼等 は そ Q 欲する 隨 所に 飛行せ り。 而 して その 時 この 大地 は 安定 を缺 けり。 インドラ は 山岳の 髮 I 斷せ 一 

り。 彼 は その 山岳に よって 大地 を 安定せ り。 羽翼たり しもの は 雲と なれり。 故に 雲 は 常に 山の 邊に漂 ふ。 何と なれば _ 

li 雲の 起源 なれば なり。」 (マイ トラ I ヤー 一 ー. サン ヒタ 11. 一 〇. 一一 一) 「之 等の 兩せ界 (天地」 は 密着せ り。 彼等 分離せ 

り。 雨な く 熱な く、 五 民 和合せ ざり き。 諸 神 は 兩界を 結合せ り。 結合して 兩界は 天 的 結婚 を 行へ り。」、 アイ タレ 1 ャ. 一 

ブラ 1 フ マナ 四 二 一七 • 五) 「太初に 於て 之 等の 世界 は殆ん ど接觸 する が 如くな りき。 手を擧 ぐれば 天に 觸る \ を 得たり.^ 

諸 神 欲すら く、 如何にせば わが 之 等の 世界 は 互に 分離し、 如何にせば 我等の 爲 にこの 住所 は擴大 すべし やと。 彼等 は 

ヴィ ー、 タ、 HI  (vi-ta-ye) なる 三 昔 節を以 つて それ 等の 世界に 吹き込めり。 之 等の 世界 は 互に 分離せ り。 而 して 諸 

り 住 斤 ま 大 +1 り。」 (シャ タパ タ. ブラ— フ マナー . 四 •  一  •  ニニ 1 二三)  - 

以上の 如き 素朴な 創造 說を 前驅 とし、 或は 之と 平行して 更に 高 尙な哲 學的思 辨の發 達 を 見た ので あるから、 次に リ. 

グ. ヴ- 1 ダ、 ァ タル ヴァ . ヴ - 1 ダ、 ブラ ー フ マナ 文 獻の順 を 追 ひ、 その 概略 を 記述す る。 

第二 節 リグ ノグュ ー ダに 於け る 創造 觀  .  」 

旣に 第二 章に 略言した 如く (五八 丄ハ 〇頁|)、 リグ • ヴ - ふ 終期に は 從來の 多 神 敎に滿 足せす、 宇宙 創造の 偉業 一 

を 一 身に 擔ひ 雜然 たる 祌界に 君臨す る 最高 神、 或は 萬 有の 本源と して 宇宙 展開の 根本原理 たる 唯一 物 を 探求す る 傾 抱 
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を 生じた。 この 思想 傾向 を 代表す る ものと して 特筆すべき は 五十二 頌 より 成る 「謎の 歌」 (一 • 一六 四〕 で、 比喩的 言 

辭に 託して 宇宙 . {in 然 ，人生 • 時間. 言語 等の 奥 秘を問 ひ、 その 中には 明に 萬 有の 本源に 對 する 疑問と 解答と を 暗示 

する 詩句が ある。 古來 印度に 於て は 祭式の 一 要素と して この種の 謎 (brahmodya) の 應答を 交へ る 事が あり、 この 讚歌 

の 如き は その 最古の 形式 を傳へ る ものと 考へ 得る し 神 は 諸，' の 名に より 呼ばる 、も その 本體に 於て は 一 神で あると 云 

ふ歸ー 思想の 表現 は 旣に之 を 例示した 广五九 wo。 更に •： 千 宙の太 源 を 問 ひて 曰く 、「われ 愚に て 知ら ざれば、 賢き 智者に 

ふしゃう 

もの 問 はん。 不 生の かたち 具へ つ X、 六つの 世界 (三： 大 ニニ 地〕 を 分け 支 ふ、 一 つの もの を 知る や 何」 (第 六 頌」。 

到る 處に 燃え立つ 火、 夕に 沈み 朝に！ る 太陽、 今日 も 昨日 もまた 明日 も 東雲の 签 美しく 彩る 曉紅を 見て、 ァグ 二 

广火 神)、 ス ー ルャ (太陽 祌」、 ゥシ ヤス (曉紅 神) は 果して 一 か 多 かと 問 ふ 詩人が あつたが (一 〇. 八 八. 一 八)、 他の 詩人 

は 直截に その 一た る 旨を斷 言して ゐる。 「こ， - にかし こに 燃え立つ も、 火た^ 一  つ。 なべての ものに ゆきわたる、 日 

も 一  つ。 世界 あまねくか^ やかす、 ゥシ ヤス も 一つ。 唯一 の ものの ひろがりて、 すべ ての *1 と はなり にけ り。」 (八 . 

五八 二  0 

か， -る 斷片的 詩句の 外 リグ . ヴ 1 ダ第 十卷は 六篇の 創造 讚歌 を 含んで ゐる。 在來の 建造 觀叉は 特に 出生 觀を その 

基調と して はゐ るが、 宇宙の 太 源よ り 萬 有 の 展開す る 過程に 順序 を與 へ、 之 を 組織的に 說明 せんとす る 新しい 努力が 

こ 、 に 認められる。 人格化した 最高 神に-:: ナ宙 創造の 貴 任を歸 する ものに ヴ イシ ヴァ カルマ ン 讚歌 ( 一 〇 . 八 一 及び 八 二) 

及び ブ ラフ マナス • 。ハ ティ 讚歌 ( 一 〇 . 七 二) が ある〕 ヴ イシ ヴァ カルマ ン CVJS、vakarman) は 「造 一 切者」 の義 で、 古 


く は インドラ 叉 は 太陽神の 稱號 として 用 ひられ、 ブラ ー フ マ ナ 時代に は プラヂ ャ -I: ノ テ ィ の稱 名と 解され てゐ るが、 

上記の 創造 讚歌に 於て は獨 立の 神 名と して 現れ、 あらゆる 方角に 眼. 口. 腕. 足 を 有し、 その 雙 腕と 翼と により 煩ぎ 

て 天地 を 創造せ る 唯一 祌、 萬 有 を 知悉す る 賢明なる 創造者 (c-hs-t さ にして 且つ 整齊者 (Yidhatl.)、 我等が 父、 神格 のん 叩 

名 者と されて ゐる。 この 讚歌に つき 特に 興味 ある は、 尙 素朴なる 建造 観の 痕跡 を 止め、 詩人 は 「彼が 天地 を 建造す る 

に 用 ひし 木材 は 何なりし や。 樹木 は 何なりし や」 (一 0. 八 一 . 四〕 と 問 ひ、 當 時の 建築 材料の 一斑 を 窺 はしめ て ゐる點 

である。 又 最後に 「爾等 は 萬 有 を 創造せ る 者 を 知らす。 他物の 介在す る ありて 爾 等を妨 ぐ- - 讚歌 者 は 暗 霧に 蔽 はれ、 

贅言 を 事と し、 好んで (祭獸 の) 生命 を 奪 ひつ X 遍歷 す」 (一 0. 八 二. 七」 と ある は 動物 祭祀 (paiubaadha) に從 事し、 

大. 宇宙の 神秘に 盲目なる 一 般^ 侶に 對 して 一 矢 を 報いた ものと して 面白い。 

次に ブラ フ マナス. パティ (Brahmal;laspati=B さ aspati) は 「祈 禱主」 を 意味し、 リグ . ヴ ェ ー ダ神界 に 於て 相當 

有力な 神格で、 ァグニ  (火 祌) 及び インドラと 密接に 關 係し、 且つ その 名の 示す 如く 讚歌. 祈 禱の神 祕カを 主宰して ゐ 

るが、 上記の 創造 讚歌 ( 一 0  . 七 二) に 於て は 冶工の 如く 萬 有 を 鍛接した と稱 せられて ゐる。 然し この 讚歌 は 有の 起源 

を 無に 求め、 神祕 的な 循環 發 生に 託し 11 ダ クシ ャ CDak?a 能力) は アデ ィ テ ィ (Aditi 無限) より 生じ、 アデ ィ ティ は 

ダ タシャ より 生す —— 方處 . 祌族 . 太陽の 出現 を 述べて ゐる のみで、 創造 神た る ブラ フ マナス . パティの こ の 間に 於 

ける 役割に 關 して は 明瞭で ない。 

宇宙 を 創造し、 主宰者と して 之に 君臨し、 その 秩序 を 保持す る 最高 神に 對 する 僮 愫に滿 ちつ X も、 之 を從來 の神界 

に 求めて 得る 能 はざる 時、 詩人 は 結局 未知の 神格に » し 「祭 供 もて 我等の 祀 るべき 神 や 誰」 と 繰り返へ さざる を 得な 
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い。 これ をヒラ ヌャ. ガルバ 讚歌 ( 一 〇 •  ニニ〕 の疊句 (refrai-0 とする。  • 

一、 なべての 初め ヒラ ヌャ . ガルバ 現れぬ。 その 生る. 1 や 萬 有の 獨了 王宰 たり。 彼 は 地 を 安立せ り、 天 を も 亦。 祭 供 もて 我等の 

祀 るべき 神 や 誰。 

註  一 、 Hlrapyagarbha 「黄金の 胎 子」。 リグ. ゲ f  1 ダ 以後に 於て 宇宙 展開の 基礎と なる 「金 卵」 に相赏 する (九 0 頁參照 〕。 

この IS 欲 は 一 般にィ ン ドラ 讚 欲 5 一九— EE 頁 tsslg;) に 類似して ゐる。 

二、 彼 は 生命 を與 へ、 力 を賦與 す。 一 切の 神 は その 命に 從ふ。 不死 も 死 も その 影の み。 祭 供 もて 我等の 祀 るべき 神 や 誰。 

三、 彼 は その 威力 もて、 息す る もの、 眠る もの、 全 生界の |g 一王 者と なれり。 彼 は 二足の もの 四 足の ものに 君臨す。 祭 供 もて 我 

等の 祀 るべき 神 や 誰。 

四、 その 威力に よりき 山 生じ、 ラサ I と共に 大海 も 生ぜり と 云 ふ。 大の四 極 も その 雙 腕たり。 祭 供 もて 我等の 祀 るべき 神 や 誰。 

註 一、 地 Q 果を 流る と 云 ふ 神話 的 川の 名。 

五、 彼に より 天 も 雄偉に 地 も 安立す。 彼に より 太陽 も 支 へられ、 穹薩も 亦 支 へらる。 彼 は {4i 界に 於て 虚 {41 を 測量す。 祭 供 もて 我 

等の 祀 るべき 神 や 誰。 

六、 對畤 する 兩軍は その 援助に 支 へられ、 心に をの & きつ X 彼 を 仰げり。 昇る 日 も 彼に 向 ひて 光り輝く。 祭 供 もて 我等の 祀 るべ 

き 神 や 誰。 

七、 大水が 萬 有を胎 子と して 孕み、 火 を 生みつ X 來れる 時、 彼 は 諸 神の 提 一 の生氣 (asu) として それより 生ぜり。 祭 供 もて 我等 

の 配るべき 神 や 誰。 

八、 彼 は 自ら その 威力に より 水 を 見渡せり、 そが ダ クシ ャ (能力) を 孕み、 祭式 を 生みし 時。 彼 は 一 切の 神に 君臨す る镯 一 神格 

たり。 祭 供 もて 我等の 祀 るべき 神 や 誰。 

九、 地 を 生み、 律令 嚴に天 を 生みし 神、 將 また 輝く 大水 を 生みし 神、 我等に 苦 惱を與 ふる 勿れ。 祭 供 もて 我等の 祀 るべき 神 や 誰。 


自ら 產 出した と 云 ふ 大水の 中に 「黄金の 胎子」 として 現れた 獨ー の 創造 神が、 天地 を 安立し、 空 界を观 量し、 太陽 

を 支へ、 山海. 四 極 を 生じ、 諸 神の 生氣 となり、 神界 及び 生物界に 君臨す ると 云 ふ 統一的 讚歌に 到達した が、 唯尙重 

大 なる 缺陷は その 最高 神の 名稱を 公言し 得ざる 點に存 する。 之に 對 する 解答と して ブラ ヂャ ー パティ の 名を擧 3^ 第 

十 1、 として 後に 添加され た 詩句に 關 して は 旣に之 を 述べた へ 六 〇 頁參 照)。 

以上の 創造 讚歌が 何れも 單 一 神敎的 傾向 を 有して ゐ るに 對し、 次の 創造 讚歌 卽ち プル シャ 讚歌 (一 〇 . 九 〇〕 は汎神 

論 的 色彩 を帶 び、 且つ その^ 容 より 見て リグ • ヴ" ー ダ最 終期に 屬 する ものである。 その 主題 は プル シ ャ (1 ビ ロー？ P) 卽 

ち 「原人」 を祭獸 として 諸 神の 行った 祭式の 結果、 その 备 部分より 萬 有が 展開した と說 くに ある。 北歐 神話 其 他に 類 

例の ある 如く、 巨人 解體 による 世界 創造 神話の 一種と 云 ふ 事が できる。 プル シ" は 干 頭. 千跟. 千 足、 地界 を 抱擁し 

て尙 十指の 幅を餘 し、 彼 は 旣存. 未存の 一切なる のみなら す、 萬 有 は實に 彼の K 分の 一に 過ぎす、 他の 四 分の 三は不 

死と して 天に ある。 諸 祌が彼 を 犠牲と して 祭式 を 行った 時、 讚歌 歌咏 (SSIn) 、韻律 (clmndas). 祭詞 (ya〕us) 

生じ、 H: で 牛. 羊. 山羊 を始 とし 空中 . 森林 • 村落に 住. む 一 切の 畜類 生じ、 その 口より 婆羅門 (br&bmja 僧侶 階級) 

生じ、 その 雙 腕より 王族ず 〕ぎ、さ=剎 帝 利 klriya 芏侯 武人 階級) 生じ、 その 雙 眼より^ 舍 (va%a 農工 商 階級) 生じ、 

その 雨足より 首陀羅 (611dra 奴婢 階級) が 生じた。 更に 月 は その 心臓より、 日 は その 眼より、 インドラと ァグ 二と は そ 

の 口より、 風神 ヴァ ー ュは その 呼吸より 生じた。 叉 その 瞬より 空界、 その 頭より 天界、 その 足より 地界、 その 耳より 

方位が 生じた。 尙ブ ラフ マナス. パティ 讚歌に 於け るダ ク シ ヤ と ァ-デ ィ テ ィ との 關 係に 等しく、 「プ ル シ ャ より ヴ ィ 

ラ ー ヂ (viraj 主權 者) 生じ、 ヴ イラ ー ヂ より プル シャ 生ぜり」 と 云 はれて ゐ るが、 か、 る 循環 發生は 太初の 神 祕を濃 
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厚なら しめんと する 意圇の 外、 ゥパ 一一 シャ？ トに 於け る 中性 原理と しての 梵と 人格化した 梵天との 關係 を豫吿 する 感が 

ある。 

さて 哲學 思想の 飛躍 は 人格化した 創造 神に 滿 足せす、 宇宙の 展開 を 絶對的 唯一 物に 還元し、 創る 神と 創ら る、 世界 

との 間隙 を 一 掃し、 眞箇 形而上 的 思辨を 要求し、 こ， "に リグ • ヴ -ー ー ダに 於け る哲學 思想の 最高峰 を 示す 有名なる ナ 

1 サ 了ト. ァ ー シ I トャ讚 厭 (Nradasitya  一？  ニー 九) となって 現れて ゐ る-」 あらゆる 意味に 於て 重要な 讚歌で あ 

るから 飜譯の 外、 少しく 詳しい； 釋を 添へ て 吾人の 解釋の 根據を 明に し、 譯 文の 不備 を 補 ふこと とする。 

1 、 その 時 無 (g に) もなかり き、 有 (a.lt) もなかり き。 空 界も なかり き、 そ を 蔽ふ天 もなかり き。 何物 か 活動せ し、 何處 に、 誰 

の 庇護の 下に。 深く して 測る ベ からざる 水 (ambhaB) は 存在せ り や。 

註、 「その 時」 と は 太初 を 指す。 こ Q 頌は原 丈で は nasad  r 一  BS  r 無な かりき」 で 始まる 故 全篇 をナ ー サ、 リド. ァ-シ I トャ讚 

欲と 云 ふ。 無 もな く 有 もな しと 云っても、 絶- 對 虚無 Ql^ 態 を 指す も Q ではなく、 第二 頌に云 ふ 「唯一 物」 Q 存在 を豫 想す る以 

上、 相對的 有無の 觀念を 絶し、 無と も 有と も稱し 5r さる 絕對的 存在 を 認める ものと 解す る。 シャ タパ タ. ブラ I フ マナー 〇 • 

五。 一一 丁  一 1 二に 曰く、 「宇宙 は 太初に 於て 無に も あらず、 有に も あらざる に 似た リ。 宇宙 は 太初に 於て あるが 如く、 また あら 

ざ るが 如くな リき。 卽 ちそ は マナス (manaB 意 、思考) なりき。 故に 聖賢 は r その 時 無 もなかり き、 有 もなか リき」 と 云へ り。 

何と なれば マナス は 有に も あらず、 無に も あらざる に 似 たれば なリ」 と。 絕對的 唯 一 物 を 直ちに マ ナ ス と斷定 する の は 早計で 

あるが、 有無の 觀念を 超絶した ものと 解した 點は眞 相に 近いと 云 はねば ならぬ。 

二、 その 時 死 もなかり き、 不死 もなかり き。 夜と 晝 との 標識な かりき。 かの 唯一 物 (さ" i  ekam) は 自力に より 風な く 呼吸せ り。 こ 

れ より 外 何物 も 存在せ ざり き。 

註、 赛 夜の 標識と は U 月 星辰 を 指す。 無に も あらず、 有に も あらざる 唯一 物の 存在 はこ、 に 明に され、 而も 自力に よって 呼吸 


する 生活 體 なる 事が 示されて ゐる。 

三、 太初に 於て 暗 黑は唁 黑に蔽 はれたり き。 一 切 宇宙 は 光明な き 水 波 (s.lma) なりき。 空虚 (tucchya) に蔽 はれ 發 現しつ，^ あり 

し (abhll) かの 唯 一 物 は自熱 (t:lpas) の 力に よりて 出生せ り。 

註、 宇宙 展開の 第一 步 として 「原 水」 Q 旣に 出現せ る こと を 知る。； C  H 1 ダ の釗 造； 乾に 於て 水が 重要な 役割 を 演ずる 事 はヒラ ヌ 

ャ. ガル バ讚 欺に 於て 旣に 見た (七 六頁參 si)。 ヴ イシ ケア カルマ ン讚 欺に 於ても 水の 孕める 最初の 胎 子の 中に 一 切の 神が 存在し 

たと 說 かれて ゐる 二？ 八 二-五 及. ひ 六 )0 これ 亦 宇宙 創造 を 生殖 作用に 擬 した 考へ 方で、 ブラ I フ マ ナ文駄 に 於け る釗造 神話 は 

屢- 「太初に 於て 宇宙 は 水な りき」 と 云 ふ 言葉で 始 つて ゐる。 この 原 水の 中に あって 將に發 現せん として ゐた 唯一 物 は 遂に 自 

ら熱 カを發 して 現象界に 展開す る。 笫 一 頌に 於て 發 せられた 疑問に 對し、 先づ 水の 存在 を 肯定し、 其 中に ある 唯 一 物の 活動 を 

明して 答と なして ゐる。 

四、 最初に 意欲 (1<「55) はかの 唯一 物に 現ぜり。 こ は マナス (.m.maB 意、 思考) の 第一 の 種子 (ret.lB) なりき。 聖賢 等 は 熟慮して 

心に 求め、 有の 親緣 (bandhu) を 無に 發 見せり。 

註、 詩人 は 飽くまで 生殖 作用に 擬 して 比喩的 文字 を 選び、 思考の 最初の 活動 を 第一 Q 種子 (3)2.13-) と 呼んで ゐる。 又 意欲 卽 

ち 創造 意志 を 表 はす 原語 kama は 同時に 愛愁を 意味す る。 タイ ティリ ー ャ. ァ I ラヌャ カー ニニ 二 は 本 頌を說 明し 「宇宙 は 水 

なりき、 水 波な りき。 プ ラヂ ャ 1 パ テ ィ ひとり 蓮華に 乘 りて 現れぬ。 彼の 意 (manas) に 意欲 (kama) 生ぜり」 と 云つ てゐ る。 又 

ブラ I フ マナ 文默の 多数 の 創造 神話 に 於 て プ ラヂャ ー 。ハ テ ィ は先づ 創造 Q 意志 を 起し (v\&) 次いで 自 ら熱カ (tapaB,  v/^Tf,) 

を發 し、 それから 現象界の 發展を 見る 事に なって ゐ る。 故に 本 讚歌に 於ても 「意欲」 Q 次に は 「熱 力」 が豫 期せられ、 これ 卽 

ち 第三 頌に舉 げられ た 「熱」 に 外ならぬ。 そ Qw 序 は 唯一 物- 1( 水 )| 意 (思考)— 意欲 I 熱 力 I 現象界と 見る. べきで、 聖： 賢が 深 

く 心に 求めて 發 見した 眞理と はこ Q 經路を 指す Q である。 有の 親緣を 無に 發 見した と は卽ち 有と 無と Q 關係を 明 にした 意味で、 

宇宙の 太 源 を 有に も あらず 無に も あらざる かの 唯 一 物に 求め 得た もの と 解す ベ きで ある。 尙 「熱 力」 より 萬 有の 展開 を 說く古 
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い 例と して は リグ • ゲ --ダ 一 〇 • 一  九 〇 を舉げ る 事が できる。 一 、 熱した る 「熱 力 」 より 天則と 眞實と 生ぜり。 それよ リ夜 

生じ、 それより 波立つ海 生ぜり。 二、 波立つ海よ リ、 日夜に 秩序 を與 へす ベて 瞬す る もの を 支配す る 「歳」 生ぜ リ。. 三、 造 物 

者 (Dhilti.) は 順次に H 月、 天地 空、 次いで 太陽 を 造れ リ。 

五、 彼等 (= 架^) の繩尺 (rawmi) は 横に 張られたり。 下方 はありし や、 上方 はありし や。 射精 者 (stslhrl) ありき、 展開 者 

(m&iman) ありき- 自存 力 (svaaha) は 下に、 衝動 力 (prjlyati) は 上に。 

註、 詩人 はこ、 にも 生敏 作用に 擬 して isS 有 Q 展 開 を說 明し、 それ を 唯一 物に 起った 自己 生 被に 歸 して ゐる。 能動的 男性 力 (射 》 

«. 衡 動力〕 は 上に、 受動的 女性 力 (展開 力. .B 存カ) は 下に あつたと 云 ふ。 唯 一 物に 上下の- ™i! 別 はな い が、 自己 牛； 殖を行 ふ 陰陽 二 力 

の 中 il に そ Q 繩尺を 張り 渡して 聖賢 は 創造 Q 祌祕を 知り 得た と 云 ふ Q である。 尙肉已 生殖に 關 して は ブラ ー フ マ ナ文駄 にも 例 

が ある。 シャ タパ タ. ブラ一 フ マナ (一 一 .  一 • 六 • 七) に 於て プ ラヂ ャ- パティ は 後裔 を 欲し、 讚 欲と 斷八 A とに 耽リ、 自已 

生 瓶 を 行 ひ、 力 —タカ ニー 了 七に 曰く  r プ ラギ ャ 1 パ テ ィ は 生 親 を 創造 せんと 欲した る も 他に 交接すべき ものな かりき。 彼 は 

兩 性の 形 を 取 リて梅 指を以 つて 自 13 生 难を行 ヘリ。 これより して 生類 生ぜり」 と。 乂ゥパ 二 シャツ ドに 於ても ァ I ト マ ン (自我) 

が 女.. W 性に. .nlj 分裂して 萬 有に 展開す る 例が ある (ブリ ハッド. ァ-ラ ヌャカ 一 .四.ミ〕0 

六、 誰か 正しく 知る 者ぞ、 誰か こ 、に 宣言し 得る 者ぞ。 この 展開 (visf?ti) は何處 より 生じ、 何處 より 来れる。 諸 神 は 宇宙の 展開 

ff3 より 後な り。 然 らば 誰か 展開の 何處 より 起り しか を 知る 者ぞ。 

註、 創造 Q 根本 は 開示し 得た が、 そ Q 後に 來る 現象界 展 HQ 經 緯を詳 にす る 事 はでき ない。 諸祌 Q 出現 も 亦 宇宙 展開の 一部に 

過ぎず、 极本 創造より 個々 展開の 眞相 « 序 を 知る よし もない。 

七、 この 展開 (visf? さは 何處 より 起り しゃ。 彼 は 創造せ り や、 或は 創造せ ざり しゃ。 最高 天に あり H 宇宙 を 監視す る 者の み實に 

之 を 知る。 或は 彼 も 亦 之 を 知らず。 

註、 然 らば 世界 を 監視す る 最高 神 は その〕 M 相 を 知る か。 彼が 字宙 展開に 參與 した か 否か 旣に 疑問で ある。 況ん やか Q 唯一 物と 


の關 係に 於て おや。 笫 一 頌に 提出され た 疑問 Q 内、 「誰 Q 庇護の 下に」 と 云 ふ 問題 はかくして 解決に 達して ゐ ない。 人格化せ る 

創造 祌を認 める 當 時の 風潮 を 顧慮し つ、 も、 こ Q 哲學 詩人 は 之と 妥協せ ず、 「或は 彼 も 亦 之 を 知らず」 と 云 ふ 疑問 を つて この 

雄篇 を 終り、 先覺 者の 名譽 のみ を 確保して、 徹底的なる 解答 は後來 のゥパ -I シャツ ド 哲人に 醸って ゐる。 

第三 節 ァタ〃 、ヴァ • 、、ゥ ェ— ダに 於け る 創造 原理 

次に ァ タル ヴァ . ヴ H 1 ダ の哲學 讚歌 を 見る に、 その 數と 主題の 變化 とに 於て リグ. ヴ 1 ダを 凌ぎ、 その 着想に 

關 しても 獨創 性な しとせ ぬし 然し 元来 この ヴ ェ ー ダは咒 術 を 本領と する ものであるが、 その 咒 法に 用 ひる 詩句の 間に 

宇宙の 最高 原理 を說 き、 高尙 なる 哲學的 概念 を 織り まぜて ゐる事 も 珍しくない。 リグ . ヴ " ー ダ 末期に 勃興， L た 田丄想 

傾向の 餘波 をう け、 一見 深遠なる 哲理 を 自家 藥籠 中の ものと して ゐ るが、 必 しも 眞摯 なる 眞理 探求 を 目的と せす、 咒 

法の 權威 を增大 せんとす る 意圖に 出で た 事 は 明で ある。 叉 比較的 多数の 哲學 讚歌 を 含み、 リグ • ヴ " ー ダに 見た 「謎 

の 歌」 (七 四頁參 照) . ヒラ ヌャ. ガル ヴァ 讚歌 (七 六頁參 照) . プル シャ 讚歌 (七 七頁參 照) を も 多少の 變改を 加 へ て 採録 

して ゐ るの は、 他の ヴ， -1 ダに 伍し、 更に 擢ん でて ブラフ マ • ヴ 1 ダの 尊稱を 獲得 せんとす る 努力に 基因した もの 

と考 へられる (二 六頁參 照)。 .2: 容 的に 見れば、 宇宙の 創造 を 最高の 一 原理に 歸し、 その 原理に 最高 神の 位置 を與 へる 

點 C. おいて、 リグ • ヴ _^  I ダ の哲學 思想の 傾向 を 踏襲して ゐ るが、 その 最高 原理の 名稱に 至って は 全く 面目 を 異にし 

てゐ る。 大地 (Bhflmi  二 丁  一  )  • ス カンパ  一， Skambha 支柱、 一 〇 • 七 fin び 八 ) • ブラ ー ナ (；pr„ み i?a 呼吸、 一 一 • 四). 力 ー ラ 

(K&la 時、 一九. 五三 及び 五 四). n 1 ヒタ (Kcllita 紅 光 體= 太陽、 一 三) . ヴ イラ ー ヂ (viraj 主權 者、 八 . 九 及び 一 〇).• 
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力— マ 1- 愛慾、 九 二 じ. ヴェ ー ナ (velm 可愛の 義、 梨： 者と して 表 はさる、 二  - 一) . ブラフ マ チヤ， "リ ン ODrahmacilrill 

梵 行者 • 婆羅門 學生、 一 一 • 五). ヴラ— ティ ャ (vratya 婆羅門 敎 へ の 改宗者、 一 五- . ウッチ シ ユタ (ucchi?ta 祭式の 殘饌、 

一 一 • 七) • 牡牛 (Alls ラ an 四 ニー、 l.?tblla 九 . 四、 Oavyst 九. 七). 牝牛 (vtl た 「I  一  0  .  一  0) 等が 主要な ものである。 

之 等に つき 偶々 に說 明す る 事 は 紙面の 許さぬ 所で あるから、 こ \ にはァ タル ヴァ . ヴ I ダ の哲學 讚歌 一般に 通す る 

特性 を 略述す るに 止める。 

リグ . ヴ I ダの 終期 を 飾る ナ ー サ ッド . ァ ー シ ー 卜ャ 讚歌 (七 八頁參 照，) に 比すべき 幽玄な 折：： 學詩 は玆に 求む る 事 

はで きないが、 全體 として 哲學 思想 は 一段の 進歩 をな し、 少 くも 部分的に は ブラ ー フ マナ 文獻に 於け るよりも 蔵 刺と 

して 時に ゥパ 二 シャツ. ト祈 C 學の 片鱗 を 窺 はしむ るに 足る ものが ある。 リグ .ヴ，1 I ダに 萌芽 を發 した 哲學 5 心 想 はゥパ 二 

シャツ ドに繼 承せられ、 眞の 果實を 結んだ ので あるが、 その 專鬥 概念 及び 術語 はァ タル ヴァ . ヴ -ー I ダ 及び ブラ ー フ マ 

ナ文獻 に 至る 迄に 旣に 一般化し たもの 少く なく、 之 を咒法 用の 讚歌 中に 交錯し、 又は 祭式の 說 明に 利用して 怪 まぬ 程 

である。 ァ タル ヴァ .ヴ H 1 ダに 於け る：： 取 高 原理 は 種々 な 名で 呼ばれつ 、も、 屢.' ブラフ マン (Brahman 梵、 -リ。 ハ 二 

シャツ ド哲學 QI 取 高 原理：) と 一致せられ、 且つ 多くの場合 その 背後に は 尚 知の 創造 祌プ ラヂャ ー パティ (ブラ， フ マナ 文獻 

の最髙 神、 六 二 頁 及び 八 九 •  良參 照) が 潜んで ゐる。 ブラ フ マ ン卽ち 梵とは 元 來祈禱 • 咒詞 • 聖語 . その 祌祕カ . ヴ 1 ダ 

の 知識 及び その 結果た る 神通力 を 意味し、 遂に 最高 原理の 位置に 登った ものである。 「人に 於て ブラフ マ ンを 知る^ 

は最 勝者 v,ppl.ame?tllis) を 知る。 最 勝者 を 知る 者、 ブ ラヂ ャ，' パティ を 知る 者、 最高の ブ ラ ー フ マナ CBl.ahmal.la ブ 

ラ フ マ ン の 力？ ，」 を 知る 者 は、 それに より 同様に ス 力 ン バ  一， Skambha 最高 原理と しての 支柱) を 知る〕」 (一 〇 • 七. 一七) 


この 一 句 は 名 こそ 異れ 最高 原理 は 結局 周知の ブラフ マ ン 及び プラヂ ャ ー パ ティと 同一 なりと 云 ふ 综合的 . ^ 一  的 思想 

倾向を 最も 明瞭に 代表す る ものと 考 へられる。 . 

叉ァ タル ヴ ァ. ヴ H  ダ の哲學 讚歌 は 明暗 裡に 太陽との 關係を 念頭に 浮べ てゐる 事が 多い。 その 最も 著し いのは n 

1 ヒタ 讚歌で、 その 中には 一 見 矛盾す る 如き 句 も あるが —— 口 ー ヒタ はァグ 二 广 火祌) 及び ス ー ルャ (太陽神〕 に 勝る 

(一三 •  一  ニー 五) —I 畢竟 この種の 讚歌 特有の 神秘的 言辭に 過ぎす、 その 根本に 於て 太陽 を 最高 原理と して ゐる事 は 疑 

ひない。 

次に 注意すべき は 生理的 . 心理的 觀 察の 發 達した 點で、 身體の 各部 分 及び 心理 作用の 名 稱を璺 富に 含む 好例と して 

は プル シャ 讚歌 (七 七页參 照) の 影響 を 示す 一 〇 ニー 及び 一 一 . 八 を擧げ る 事が できる。 殊に ブラ ー ナ卽ち 呼吸 は 宇宙 

の 生氣、 萬 有の 支持者と して 最高 原理と なり、 大宇宙の 主體 たるの みならす 小宇宙 卽ち倘 人の 主體と 目され、 ゥパ 二 

シャツ ド哲學 に 於け るァ！ トマ ン (，I<man) に 匹敵して ゐる。 ァ ー トマ ン は元來 呼吸の 義で、 生氣. 本 體 • 靈魂 • 自我 . 

自性 . 精髓 . 自身 (再歸 代名詞) 等の 意味 を 兼ねて ゐ たが、 ァ タル ヴァ ，ヴェ ー ダに 於て 最高 原理 ス カン バはァ I トマ 

ンの 名の 下に 個人の 主體 として 讚美され (一 〇. 八 • 四 三 —四 四)、 その 記述 はゥパ 二 シャツ ドの辭 句 を  一 fe^ 奪せ しむる もの 

が ある (八 九 頁恭， 照」。 叉 力 ー マ卽ち 愛慾 を 最高 原理と して ゐる 讚歌に は 特に 幽遠な 哲理 を 求め 得ない が、 旣に リグ . 

ヴ ェ ー ダに 見た (一 〇 .  一二 九. 四、 七 九 頁參照 ：- 力 ー マ卽ち 意欲と 關係 なしと せぬ。 

この 外 先に 列舉 した 最高 原理 中には 一 見 哲學的 思 辨の對 象と して.： „i さはし からぬ 名稱が あるが (梵 行者. 改宗者 • 

殘饌 • 牡牛 • 牝牛)、 之 等はヴ " ー ダの學 習. 祭式の 遂行 を 過重した 當 時の 社 會狀態 を 願 慮 すれば 了解す るに 難くない 0 
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且つ 針小棒大 を特徵 とする ァ タル ヴ ァ. ヴ. - 1 ダ にあって は敢 へて 怪しむ に 足らぬ。 いづれ も 交互に 最高 原理と して 

讚美され るに 當 つて は、 ブラ ー フ マ ナ文獻 に 於け る ブラ ヂャ ー パテ ィ 或は ゥパ 二 シャツ ドに 於け る ブラフ マ ンに 比して 

涯色 なきの みならす， r 梵 行者」 の 如き は ブラ フ マ ン より 先に 生じ、 宇宙 も 諸祌も プラヂ ャ ー パ ティ も 水 も 不死 も主權 

cvirrlj) 者 も 彼より 生じた とさへ 云 はれて ゐる。 殊に 奇怪な の はヴラ ー テ ィ ャ卽ち 改宗者 を 最高 原理と して ゐる こと 

である。 印度の 傳 統的說 明に 從 へば. ゥラ ー ティ ャとは 正規の 學習を 怠った 結 菜 その 階級 權利を 失った もので、 その 特 

權 ：！ 復には 特^の 祭式 を 必要と した。 然し 文獻の 示す 限り 恐らく 歴史的に は、 正統な 婆羅門 階級 制度 以外に あり、 主 

として 東印度に 群居し、 掠奪 を 事と し 遊牧 生活 をな し、 特異の 服装. 信仰. 社會 制度 を もって ゐた 人民の 稱 であると 

考 へられる。 果して 元 來ァリ ヤン 人な りし や 否や は 容易に 斷 言出來 ぬが、 改宗者 はヴラ ー ティ ャ. スト ー マ (vrrltya- 

st.  m: ゥ な る 祭式に よつ て 婆羅門 社會 に攝牧 され 得た 事 は ブラ ー フ マナ 及び ス ー トラ 文獻に 徴し て 疑な き 所で ある 。 さ 

て 頗る 祌祕 的に して 晦跪な るァ タル ヴァ • ヴェ ー ダ第 十五 卷は犬 的 ヴラ， 'ティ ャを 最高 原理 ブラフ マ ン として 讚 仰し、 

同時に 之 をル. トラ 神と 一致せ しめ、 Is- に 地上の ヴラ ー ティ ャの 讚美に 移って ゐる。 蓋し 「梵 行者」 を 最高 原理と した 

と 樣の 心理に 基く ものと 云 ひ 得る。 ぉヴラ ー テ ィ ャに關 して はァ タル ヴ ァ. ヴェ ー ダ第 十五 卷を 基礎と して 種々 な 

學說が あるが、 この 卷の 內容が 到底 確實な 論據を 提示し 得な いのは 一 讀 して 明瞭で ある。 更に ヴラ ー テ ィャの 名 を 太 

古に 於け るァリ ヤン 人 侵入の 歷史 に關聯 せしめる 大膽な 假說に は 文獻上 信憑すべき 何等の 根據 もない。 

之 を- する にァ タル ヴァ ，ヴェ ー ダ の哲學 讚歌に は 比 絞 的長篇 多く、 その 規模の 華麗なる に 比し 內容は 徒に 神秘 を 

街 ひ、 高邁 幽玄なる 哲理に 達せす、 時に 進步發 達せる 敎现を 含む も 忽ち 平凡なる 咒 術の 雰圍 氣に墮 し、 玉石 混 滑の 無 


秩序 を 暴露す る。 最高 原 瑰を獨 一 の 太 源、 絕對的 主宰 神と し、 之 を ブラ フ マ ン 或は ブラ. チ . 1 パティと 一 致せし 

め、 叉 時には 固 人の 主體 として ブラ ー ナ 或は ァ ー ト マ ンを 高揚せ る點は 思想界の 新 趨勢 を 示す ものと 云 ひ 得る が 一 

般的 には^ 原理 0 讚 仰 を 主として、 それに 起因す る 萬 有 展開の 様式 . 順序 等に 關 して は 定見 統 一 たく、 最高 神た る 原 

理と、 創造 展開 さる A 現象界との 交涉も 論理的に 說 明され てゐ ない。 リグ. ヴェ. 'ダに 於て 同一 讚辭が 種々 なる 神格 

に 捧げられて ゐ るのと 同様、 同一 辭句を 各種の 原理に 襲用し、 奇嬌 なる 名目の 差 は 畢竟 絕對的 一物 或は 一 神の 別名な 

るか を 疑 ましめ、 ゥパ 二 シャツ ドに 於け る 徹底的 歸ー 思想 を 準備して ゐる觀 が ある。 哲學的 見地より して ァ タル ヴァ . 

ヴ" ー ダ隨ー の 雄篇 はス カン バ 讚歌で、 宇宙の 大 支柱た るス カン バを 最高 原理と し、 漠然ながら 他の 諸 原理 を その 中 

こ ま。 せ， レ とし、 時には ゥパ 一て V ッドの 根本 思想た る梵我 不二の 敎理に 肉薄す るの 概が ある。 尙 厳密な 意味で 哲學讚 

歌と は 云 ひ 難いが、 一切 を 包蔵. 忍 持す る 大地 を 讚美した 歌-  一二. 一：) はァ タル ヴァ • ヴ I 1 ダ 稀に 見る 傑作で、 リ 

グ. ヴェ ー ダの 名篇に 比し 聊の 遜色 もない C 之 等の 哲學 讚歌 を 研究す る 者 は 黄金と 共に 土砂 を も 購ふ覺 悟 を 要し、 之 

を 識別す る 勞苦を 厭 はす 善用 すれば、 ァ タル ヴァ . ヴ" ー ダも 印度 哲學 史上 決して 忽 諸に 附 すべから ざる を 知る であ 

らう、 - 上記の 說 明の 補足と し 次に 若干の 飜 譯を附 加して おく。  . 

ブラ I ナ 讃歌 (一一. 四〕 

1 、 ブラ ー ナに 南無す。 一 切 は その 支配 を 受け、 そ は 一 切の 主と なり、 一 切 は その 中に 安立す。 

八、 出 息す る汝に 南無す、 入 息す る汝に 南無す。 出で 行く 汝に 南無す、 歸り來 る汝に 南無す。 一 切 相に 於け る 汝に此 南無 を 棒ぐ- 
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10、 ブラ ー ナは有 類を蔽 ふ、 父が 愛 兒を蔽 ふが 如く。 ブラ ー ナは 呼吸す る もの、 呼吸せ ざる もの 一切の 主ない。 

一 二、 ブラ ー ナは 主權者 (vil-aj) なり、 ブラ ー ナは 指導 神 (女性！) なり、 一切 は ブラ ー ナを 崇拝す 。ブラ ー ナは 日月ない、 ブラ ー 

ナは. フ ラ. チ ャ ，パティ と稱 せらる。 

ニー、 ハン サ (鶴) は 飛び立つ 時 その 一 足 を 水中より ぬかず。 彼 若し 之 をぬ かば 今 曰な く、 明 口な からん。 夜な く晝 なからん。 決 

して 黎明 あらざる べしつ 

5^、 ブラ ー ナばハ ンサは 大字 の 根本原理 たると 同時に、 その 一部 を 人界に 留めて 一 切の 活動 を 可能なら しむ。 ハ ンサは 後に 

ァ I ト マン の 異名と な つた 

二 五、 眠れる 者の 中に あ S て ブラ ー ナは 端然と 覺め、 決して 橫 はる ことなし。 眠れる 者の 中に ありて ブラ ー ナが 眠りし を 嘗て 聞き 

し 者な し。 

二 六、 ブラ ー ナょ、 我 を：^ 避す るな かれ、 我よ い 離散す るな かれ。 水の 胎子 (火卽 ち 生活力と して 體內 にある 熱) の 如く、 我 は 生 

きんが 爲に汝 を わが 中に 束縛す，' 

註、 二 五 及び 二 六に 於て， フ ラ ー ナは 著しく ァ I ト マ ンに 近づ いて ゐる。 

力 —ラ 讚歌 (一九. 五三」 

1、 「時」 は 七條の 手綱 を もつ 馬ヒ して 進む。 千 眼 を 有し、 老 ゆる ことたく、 種子に 富む。 賢明なる 詩聖 はこの 車に 乘る。 その 

率 輪 は 一 切の 有 類たり。 

二、 この 「時」 は 七 個の 車輪 を 進む、 その 車 穀は七 個に して、 その 車軸 も 七 個ない。 一切の 有 類 を 出現せ しめ 、「時」 は 第一 神と 

して 行く  3 

三、 充滿 せる 瓶 (時 Q 象徵) は 「時」 の 車に 置かる、 我等 は その 多 態なる を 見る。 彼 は 一 切 有 類に 向 ひて 来る" 人 は 云 ふ、 この 


一-時」 は 最高 天に ありと。 

四、 彼よ 實に 一 切 有 類 を 成就し、 彼 は實に 一 切 有 類 を包圍 せり。 有 類の 父と して その子と なれり。 之に 勝る 威力 他に あるな しひ 

五、 「時」 はかの 天 を 生めい、 又 時 は 之 等の 地界 を 生めり。 旣存の もの も 未存の もの も、 時に 創出 せられて 展開す。 

六、 「時」 は 大地 を 生めり、 太陽 は 「時」 の 中に 輝く。 一切 有 類 は 「時」 の 中に 存す。 「時」 の 中に 眼 は 鑑識す。 

七、 マナス (思考) は 「時」 の 中に あり、 ブラ ー ナ 广 呼吸) は 「時」 の 中に あり、 ナ ー マ (名 稱) は 「時」 の 中に 置かる。 「時」 

の 到達 するとき、 この 一 切 有情 は歡 喜す C 

一、、 タ パス (熱 力、 苦行) は 「時」 の 中に あり、 最高 物 (j35?tlulm) は 「時」 の 中に あり、 ブラフ マン は 時の 中に 置かる。 「時」 

は 一 切の 主な り。 

九、 「時」 により 創出せられ、 彼に より 產出 せられて 一 切 は 彼の 中に 安立す。 「時」 は ブラフ マンと なりて 最 勝者 (ジ p-sg? マ、 

プ ラ ヂ ヤ —パティの 異名) を 支 ふ。 

一 〇、 「時」 は 有情 を 創れ.^  、 「時」 は 最初に プ ラギ . 1 パティ を 創れ り。 自生の 力 シャパ (svayalllblla せ KaSyap さ プ ラヂ ャ- 

ティ 或は 之と 並稱 せらる ゝ 創造者 ソ は 「時」 より 生ぜり、 タパ スは 「時」 より 生ぜり" 

ス カン バ 讃歌 第一 二 〇. 七) 

七、 その上に ブラ. チヤ. - パティが 一切の 世界 を 支持して 固定した るかの ス カンバ (支柱) を說 け、 そ は 果して 何もの なり や。 

八、 ブラ.、 チヤ ー パティが 最高. 最低. 中間と して 創造し、 一切 相 を 具す る ものと して 創造せ る 中に、 ス カンパ は 幾何の 部分 を 2f 

つて 進入せ り や、 又 進入せ ざり し 部分 は 幾何な りし や。  - 

註、 ブラ— ナ讚歜 第二 十一 頌參 照。 

九、 ス カン バは 幾何の 部分 を以 つて 旣存に 進入せ り や、 その 幾何 か 未 存に從 ひて 伏在す や。 その 一 支 分 を 千分せ る 時、 ス カンパ 
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は その 幾何の 部分 を以 つて その 中 (現象界) に 進入せ り や。 

10. その 中に 人 は 諸-の 世界と 寶藏と 水と ブラフ マンと を 知り、 その 中に 無と 有と を 包含す るかの ス カン バを說 け、 そ は 果して 

何もの なり やつ 

三 二、 地 は その 繩尺 にして. S は その S &、 天 を その 頭部と せる この 最高 ブラフ マンに 南無す。 

三 三 * 太陽と 艇 けて は 再び 滿 つる 月と は その 眼に して、 火 を その 口と せる この 最高 ブラフ マ ンに 南無す。 

三 四、 風 は その 出 息. 入 息な り、 アン ギ ラス (神聖なる 僧 族) は その 眼と なれり、 方處を 分明に せる この 最高 ブラフ マ ンに 南無 

す。 

以上 最高 ブ ラフ マンと しての ス カンパ。 

三 五、 ス カンパ は 天と地と を 固定せ り、 ス カン バは廣 き 空界を 固定せ り。 ス カンパ は 全 有界に 進入せ り。 

ス カンパ 歌 第二  (一 〇• 八) 

一 一、 動く もの、 飛ぶ もの、 立つ もの、 呼吸す る もの、 呼吸せ ざる もの、 又は 瞬きす る もの、 そ は 一切 相 を 現じて 地 を 支 ふ。 そ は 

合して 畢竟 一 物 (ekam) たるの み。 

註、 「一物」 としての スカ ンバ。 

一 三、 プ ラ-チ ャ ー パティ は胎 中に 動く。 彼 は 不顯現 なれ ど 多樣に 出生せ り。 彼 は その 一 半を以 つて 全 有界を 生ぜり、 他の 一 半の 標 

識ゃ 如何に。 

註、 ヒ ラヌャ •* カル バ讚 欲參照 (七 六 頁 <S-SD。 最高 原现 Q 一  部が 現象界に 展開す る 事はプ ル シャ讚 欺に 明示され (七 七 頁 照)、 ス 

カンパ ii 歌； 〇 • 七. 八 1 九に 於ても 之を见 た。 


二 六、 この美し くして 不老不死なる 神性 は、 人間の 家 (肉 體) にあり。 その (保有者と して) 定められ たる もの (人間) は (旣に 

死し」 橫 はる。 そ を 創り し 者 (創造 祌〕 は旣に 老いたり。 

二 七、 汝は 女な り、 汝は 男な り、 汝は 少年な り、 又は 少女な り。 汝は 老いた る 時 杖に 倚りて 蹌踱 く。 汝は 生る \ゃ 一 切の 方位に 面 

す。 

四 三、 九 門 r 眼 耳鼻 等肉體 の 九 口〕 を 有し、 三 性 (恐らく 後世 數論哲 學に說 かる" 善性. 動 性 *喑 性) に蔽 はれた る 蓮華 ハ、， -臓) 

の 内 こ. 潜む 靈魂カ ある 神怪 (ya. 忍 gp  atmavat) は梵を 知る 者ぞ 知る 

四 四、 愁望 なく 賢明に して 不死、 自ら 生じ、 活力に 満ち 缺陷 なきもの、 卽ち 賢明に して 老いざる 常 若の ァ ー トマ ン (自我〕 を 知る 

もの は 死 を 恐れず。 

註、 以上 ァ ー ト マンと しての ス カン バ。 殊に 二 六 i 二 七 は 輪廻に 於て 不變 なる ァ ー トマ ンを 指す ものと 思 はれる— 

第 四 節 ブラ ー フマ ナに 於け る 創造 神話 

創造に 關 する 神話 は ブラ ー フ マナ 文獻に 頗る 多く、 旣" に說 明した 兩ヴ" ー ダの 創造 讚歌に 比し、 その 型が 遙に 固定 

して ゐる。 最も 普通の 形式 は 最高 神 ブラ ヂャ ー パティが 先づ 創造の 意欲 を 起し、 努力 苦行して 熱 カを發 し、 以下 種々 

なる 順序で 萬 有が 顯現 する (六 一一 ー頁參 照)〕 創造の 様式に 關 して は 古 來の傳 統に從 ひ 出産に 擬 して 「生む」 (V^Jalv なる 

動詞 を 使用す る 場合 も あるが、 多く は 自身より 「創出す」 (vs,^) 或はき 身より 「調製す」 (alr-m-?) と 云 ひ、 單 なる 生 

殖觀 より は 寧ろ 獨ー 神からの 流出 觀を 採用して ゐる。 但し 勿論 完全な 統一が ある わけで なく、 時には 自己 生殖の 形式 
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をと り (八0頁^^-照)、 時には プ ラチ r 1 パ テ ィ の 側に 第一 一物 を豫定 して その 性交に 萬 有の^ 開 を 求める 事 も ある。 尙 

特^な 例と して ブラ. チ - 1 パテ ィ义は ブラフ マ ンが有 類の 中に 色 (，1-flpf- 形態) と 名 一： iiJima 名稱) とを以 つて 人る と 云 

は てゐ るが、 これ は 萬 有 を具體 化し 之に 個性 を與 へる 意で、 ゥパ ニシ. ャ？ ト 折：； 學に 於け るァ ー ト マンの 敎 S と SiM に 

論す る 事 はでき ぬ。 創造の 動機 等 は 頗る 暖昧 で、 時に プラヂ み ー パティ は その 孤獨を 怖れて 創造に 着手す る 事 も ある" 

又 ffir 彼 は その 創造 後 疲勞甚 しく 特殊の 祭式に よって 精力 を岡復 したと 云 はれて ゐる。 

ブラ ー フ マナの 創造 神話 は 例外な く 祭式の 詳細 を說 明す る 便せ 上 挿入され たに 過ぎす、 折" 學の爲 にした 思辨 ではな 

い 故、 場合と 必要と に 塵 じ、 雜 多な 要素 を 交へ、 如何なる 論理的 矛盾. 不統一 も 許容して！^ しまぬ。 前述の 如く ブラ 

ヂ ャ ー パ テ ィ を 主要なる 創造 祌 とし、 且つ 創造 神話に 一 定の型 を 生じた と は 云へ、 他の 諸 原现を ar 創造の 初頭に 立 

てる 審も ある。 その 中 重-要な もの は 「水」. 「無」. ブラフ マンで ある。 叉 之 等の 諸 原理 は 互に 錯 絵し、 或は ブラ デャ 

1 パ テ ィ と關聯 して 複雜な 創造 神話 を 形成す る こと も ある。 

以上の 內 「水」 の 重要な こと は旣に リグ . ヴ ュ ー ダの 創造 讚歌に 於て 說 明した (七 九- A 參 照)" 水 は ffir 創造の 初頭 

に^^かれ、 萬 有 を包藏 する 「金 卵」 を 浮べ、 ブラ ヂャ ー パティ も 之より 屮 I 現し、 或は 彼 自ら 创 出した 水中に 沒 人して 

「金 卵」 を屮 I 現せし める 事 も ある。 次に 水に 關 する 創造 神話 を 例示す る。 

シャタ バタ. ブラ I フ マナ  一 一 . I • 六 

太初 こ 於て 宇宙 は實に 水な りき、 水 波の みなりき。 水 欲すら く、 我 如何にして 繁殖し 得ん と。 水 は 努力せ り、 水 は 苦行して 


熱 力を發 せり。 水が 苦行して 熱 力， I せる 時、 「黄金の 卵」 生ぜり。 その 時 「歳」 は 未だ 生ぜ ざり き。 一年の 間 この 黄金の 卵 は 

一 年の 後 それより 男子 11) 生ぜり、 プ ラ. チ r パ テ ィ卽ち 之ない 。 故に 婦人 或は 牝牛 或は fi は 一 年の 後 分娩す。 何 

となれば ブラ チヤ 1 パティ は 一年の 後生れ たれば なり。 彼 はこの 黄金の 卵 を 割れり。 ュ」 の 時實に 何等の 塞 所な かりき。 この 

黄金の 卵の み 彼 を 支へ て 一年の 間 浮動せ り。 (二) 

一 年の 後 彼 は 語らん と 試め り。 彼はブ 1 7  i と 云へ り。 そ はこの 地と なれり。 彼 は. 5 ァ ハ (bh 霞な) と 云 へ り。 そ 

はこの？ なれり。 彼はス ゲァハ (1) と 云へ り。 そ はかの 天と なれり。 故に 小兒は 一年の 後 語らん と 試む" 何と なれば フラ 

ギヤ ー パティ は 一 年の 後 語り たれば なり。 


力 I タカ 八 • 二 

宇宙 は 水な りき、 水 彼のみ なりき。 ブラ. チヤ 1 パティ は 野猪と なりて 沒入 せり。 その 鼻.. つらに 等しき 量の 泥土 を擧揚 せい。 

そ はこの 地と なれり。 

シャタ ハタ. ブラ. 'フ マナ 六 •  I  • 一 

この 男子 卽ちブ ラギ r パ ティ は 欲すら く、 我 1 せん、 我 繁殖 せんと。 彼 努力ず、 彼 は 苦行して 熱 カを發 せり。 疲れ 熱 

したる 時、 彼 は 最初に ブラフ マ ン 卽ち三明 (J 一 r ゥ . 1 ダ S 識) を 創出せ り。 ：：：.： この 基礎に 依 止し、 彼 は 苦行して 熱 力 を 

發 せり。 (八)  . 

彼よ 言語 (vao) 卽ち世 より 水 を 創出せ り。  广ブ、 

彼 欲すら く、 我 この 水よ.。 出生 せんと。 彼 はこの 一一 一明 を 具して 水中に 入れ"。 それより 卵 生ぜり。 彼 之に 觸れて 曰く 「存在 

え 1 
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せよ、 かく 存在せ よ、 增加 せよ」 と。 それより 最初に ブラフ マン 卽ち三 明 生ぜ"。 故に 久は云 ふ、 ブラフ マン は 一切の 中 最初 

に 生ぜし ものな りと。  ( 一 0) 

「無」 (Asat) を 最高 原理と する の は 一 見 奇異の 樣 であるが、 旣に リグ . ヴ " I ダは. T 諸 神の 原始時代に 於て 有 は 無 

より 生ぜり」 二  0  • 七 二  •  二 及び 三) と 云 ひ、 ァ タル ヴァ . ヴ " ー ダには 「有 は 無に 安立し、 有 類 は 有に 安立す」 (一 

七. 一. 一九) 又 「無より 生ぜる それ 等の 神 は實に 偉大な り」 ( 一 0  . 七 ニー 五) と說 かれて ゐる。 ブラ ー フ マ ナ文默 に 

至って は その 一 般的 風潮に 從ひ 「無」 も 亦 一 種の 具象的 原理と 目され てゐ る" 一 例を擧 ぐれば、 

タイ ティリ I ャ. ブラ I フ マナ ニニ 了 九. 一 

太初に 於て 宇宙 は 何ものに も あら ざり き。 天 もなかり き、 地 もなかり き。 {f^ & もなかり き。 そ は 「無」 なりし かば 謂へ らく、 

我 は 「有」 たらん と。 そ は 苦行して 熱 カを發 せり。 苦行して 熱せる 時、 煙 生ぜり。 そ は 更に 苦行して 熱 カを發 せり。 苦行して 

熱せる 時 火 生ぜり。 云云。 

有無 何れ を 宇宙の 太 源と する か はゥパ 二 シャツ ドに 到っても 尙 論議され、 チ ャ I ンド ー グャ . ゥパ 二 シャツ. ト (六 •  二  • 

1— 二) に 於て ゥッダ ー ラカ仙 は 有 起源 說を强 調し、 「如何にして 無より 有 は 生じ 得べき。 宇宙 は 太初に 於て 實に 有な 

りき、 唯 一 にして 無 一 一な りき」 と 結論して ゐる。 


次に ァ タル ヴァ . ヴ 1 ダ以來 最高 原理と して 認められ、 やがて ゥパ 二 シャツ ド哲學 の 中心 概念た らんと する ブラフ 

マ ンは 時に プラヂ ャ ー パ ティと 一 致せられ、 時に 獨 立の 創造 原理と して 創造の 初頭に 立てられて ゐる" 

シャ タパ タ . ブラ I フ マナ  一一. 二. 三 

太初に 於て 宇宙 は實に ブラフ マンな りき。 そ は 諸 神 を 創出せ り。 そ は 諸 神 を 創出して 後、 之 等の 世界に 分 置せ り。 この 世界 

(地界) に はァグ 二  (火 祌) を、 空 界 にはゲ ァ ー ュ (風神) を、 天界 にはス ー ルャ (太陽神〕 を。 (一〕 

その 時 ブラフ マン は 宇宙の 他の 半面に 赴け り。 他の 半面に 赴きて 謂へ らく、 如何にして 我 再び 之 等の 世界に 降 入し 得 やと。 

彼 は 色と 名との 二つに よりて 再び 降 入せ り (九 〇 頁參 照」。 名 ある もの は 全て 「名」 なり。 名な くして 形に より /、が 「この 形 

なり」 と 知る もの は 「形」 なり。 名 色の 及ぶ 限り この 宇宙 は 展開す。  (三) 

ゥパ 二 シャツ ドに 於て ブラフ マ ンと 不可 離の 關係 にある ァ ー ト マ ン (自我) のァ タル ヴァ . ヴ - I ダに 於け る 位置 は旣 

に 述べた。 ブラ ー フ マ ナ文獻 に 於ても 斷片 的に は 「ブラ ヂ ャ ー パ テ ィはァ ー トマ ン なり」、 r ァ —ト マ ンは 全世界な り」 

と 云 はれ、 叉 ブラ ヂャ ー パテ ィは 一 切 を 創造して 虚脫 せる 如く 感じ、 死 を 怖れて 、「如何にして 我 この 一 切 有 類 を 再び 

われ 自身 (fltman) の 中に 編入し 得 や、 再び われ 自身に 攝敉し 得 や。 如何にして 我 再び \」 の 一 切 有 類の ァ ー ト マ ン たり 

得べ き」 と 問うて ゐる (シャ タパ タ. ブラ ー フ マナ 1 〇. 四. 二  I  一二〕。 

尙 次の 創造 神話 は梵我 不二の 關係 を^ば せる ものが ある。 (有名なる シ ャ ー ン ディル ャ Q 敎義 に關 して は 九 六頁參 照) 
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タイ テリ. I ャ. ブラ I フ マナ 三.  一二. 九. 七 八 

最初の 一 切 創造者 等はサ ッ トラ 祭 (長期に 亙る ソ- マ 祭) を擧 行し、 一 千年の 間ソ — マ 魔 搾に 從事 せい J それより して 有界 

の 守護 者 生ぜり。 黄金の 鳥に して ブラフ マン レー 稱 す，^ その 熱 力に 熱せられて 太陽 輝き、 父 は 生 を 繰り返へ しつ \子 によって 父 

を 得 (輪 過 y- ゲ 1 ダを 知らざる 者 は 臨終に 於て、 この 偉大に して 一 切 を 抱 持す ろァ ー ト マ ンを 解せ ず.' こ は ブラ フ マ ンを 

知る 者の 常住の 偉大 性な n。 彼 は 行 作に より 滑大 せず、 又 縮小せ すつ ァ ー トマ ンは 彼の 指導者な り。 之 を 知る 者は惡 業に より 

汚さる -1 ことなしつ 

シャタ ハタ. ブラ —フ マナ 一三. 七. 一 . 一 

「自生の ブラフ マン」 は 苦行して 熱 カを發 せり。 彼 謂へ らく、 苦行に 無限 性な し。 よし 矣、 我 自己 (rttman) を 有 類の 中に 棒 

げ、 有 類 を- E 己の 中に 棒 げんと。 而 して 彼 は 自己 を 一 切 有 類の 中に 捧げ、 一 切 有 類 を 自.， しの 中に 捧げ、 一 切 有 類の 最上 權 • 自 

主權. 支配 權を獲 V 得せり。 

ァ ー トマ ン に關聯 して 一 言す ベ き は 精神 活動の 中枢と して 五感の 上位に 立つ マ ナ ス (manas 意、 思考) に 就いて であ 

る。 有名な リグ . ヴ H I ダの 創造 讚歌 を會 通せん とし ある ブラ ー フ マ ナは マ ナ スを 最高 原理の 位置に 進めた こと は旣 

に これ を 述べ た (七 八 頁參照 )0 又シヴ ァ サン カル。 ハ . ゥパ 二 シャツ ド (.= "ゲ ァ-ヂ アサ ネ I ィ. サン ヒタ ー 二 四.  一 i 六) は 

美麗な 詩句 を以 つて マ ナ ス の 機能 を 讚へ てゐ るが、 一 般に 承認され た 最高 原理の 列に は 入れられなかった。 之に 對し 

ヴァ. I チ (v;\c  一  ；ーーロ認) は リグ. ヴ - 1 ダニ 〇 .  一二 五" ァ タル ケア • ゲ H 1 ダ四 ニー 一 〇) に 於て 自ら その 全能 を 誇り、 宇 

宙 に遍滿 し、 祌人 共に その 支配 ド にあり と稱 して ゐる。 祈 禱咒詞 を 過重す る 印度に あって は當然 であるが、 ブラ ー フ 


マ ナの 创造祌 話に 於ても 重要な 役割 を 演じ、 プ ラヂ ャ ー パティ の 侶伴と して その 創造に 參與 して ゐる。 

パンチ ャヴ イン シャ • ブラ I フ マナ 二 〇. 一四. 二 

宇宙 は ブラ. チヤ ー パティの みなりき。 ゲ ァ ，チ のみ 彼の 所有ない き。 ゲ ァ ー チは 彼の 第二 者 (侶伴) なりき。 彼 謂へ.，： く、 

我 この. み ァ I チを 展開 せん。 そ は 實に全 宇宙に 遍滿 せんと。 彼はゲ ァ —チを 展開せ り。 そ は 全 宇宙に 遍滿 せり。 そ は連績 せる 

水流の 如く 奔騰せ， い。 彼 は ァと唱 へて その 三分の 一 を切斷 せり。 こ は 地と なれり。 彼 謂へ らくこ は 出現せ り (.-さ1ミ)と。 故に 

地はブ —ミ (hhnmi) と稱 せらる。 (以下 順次 切斷 せられた る 部分より 空 及， び 天生ず。) 

勿論 一 般に 承認され た 最高 原理と はたり 得なかった が、 ヴ ァ ー チが 上述の マ ナ スと霸 を 爭ふ揷 話 は 训箇の 興味 を も 

つて ゐ る。 

シャ タパ タ. ブラ —フ マナ I  *四* 五 

嘗っ て マナス とゲ ァ ー チ との 間に、 優越に 關 する 爭議 起れ り。 マナス とゲ ァ 1 チ と は 共に 自己の 優越 を 主張せ り。 (八) 

マナス 卽ち 曰く、 我 こそ 汝に 勝れ たれ。 汝は 我に より 了解せられ ざる 事 を 語る 能 はず。 汝 はわが 行 作の 摸、 做 者に して、 わが 

隨 者なる が 故に、 我 こそ 汝に 勝れ たれと。 (九) 

その 時ゲ ァ ー チ 曰く、 我 こそ 汝に 勝れ たれ。 汝の 知れる 事 を、 我 (外に) 知らし め、 傳 達すと。 兩者は (優劣 を) 問 はんが 

爲に ブラ ギ ャ ー パティ の 許へ 赴け り。 プ ラチ ャ— パティ は マ ナス を 勝れり として 曰く、 マナス こそ 汝に 勝れ たれ。 汝は マナス 

の 行 作の 摸 做 者に して 追隨 者な り。 優者の 行 作 を 摸倣し、 之に 追隨 する 者 は實に 劣者な りと。 ( 一 0) 

第三 章 哲學 思想  九 五 


ヴェ ー ダ 及び ブラ. 'フ マナ Q 思想  九 六 

次に プ ル シ ャ (psd?a 原人、 七 七頁參 照) は 時に プ ラヂ ャ ，：ノ ティ 或は ブ ラフ マンと 一 致せられ て 最高 原理の 位置に 

上り、 また 時には 漠然と 偭 人の 屮枢の 義に用 ひられて ゐ るが、 概して 重要視 されす、 後世 殊に 數論 哲學に 於け る プル 

シ ャ の 重要性 を豫吿 する に 足る の は 所謂 シ ャ ー ン ディル ャ (6d^u?ilya) の敎義 のみで ある。 

シャ タパ タ. ブラ I フ マナ |〇. 六. 三 

入に r 眞 正の ブラフ マン」 を崇拜 すべし。 人 は 洞察力 を 有す。 彼が この 世 を 去る 時 有する 洞察力 を 具して、 死後 他の 世界に 

到る。 ( 一 ) 

人はァ ー トマ ンを 崇拜 すべし。 マナスより 成り.、 そ はプラ ー ナ (呼吸) を體 とし、 光明 を 形と し、 ァ I 力 ー シャ (大 氣」 を 

本體 とし、 如意 相 を 有し、 マナスの 如く 速く、 正しき 思惟 を 有し、 正しき 意圖を 有し、 一切 香 を 有し、 一切 味 を 有し、 一切 方 

を 支配し、 一 切 宇宙に 遍滿 し、 言 說を絕 し、 平靜 なり。 ァ ー ト マンの 中に ある 金色の プル シ ャは 米の 如，、、 或は 麥の 如く、 或 

は 黍の 如く、 或は 黍の 顆粒の 如し。 そ は 煙な き 光明の 如く、 天より 大に、 虚 { へんより 大に、 この 地より 大に、 一切 有 類よ "犬な 

り この ブラ ー ナのァ ー ト マ ン はわが ァ I ト マ ン なり、 この 世より 去りて この ァ I ト マ ンに 合致す べしと 知る 者に は 疑惑な し J 

シ ャ， ン ディル ャは 常に かく 云へ り。 實 にかくの 如しと。 (二) 

之に 對 しこの 時代に 於 て 個人の 主體 とし て 後の ァ ー ト マンに 匹敵す ベ きもの は 寧ろ プ ラ ー ナ (呼吸〕 である。 その ァ 

タル. ゥ， . ヴ H 1 ダに 於け る 重要性 は 旣に說 明した (八 三 頁參照 )0 一  般に 心理的 . 生理的 活動の 觀 察が 進歩す るに つ 

れ、 その 分類. 術語 も發 達し、 後^の 哲學に 影響 ある もの も少 くない。 ブラ，" フ マナ 文 獻に 於て は 之 等の 作用. 活動 


は 多少な り具體 化されて 物質的に 极 はれ、 祌學的 冥想の 對象 となって ゐる。 この ブラ ー ナの 如き も 一 般に 承認され た 

最高 原理と はたらなかった が、 中心的 ブラ ー ナの 外に 諸種の ブラ ー ナを 立て、 各. '特殊な 生活 作用の 主 體と考 へられ、 

且つ 長く 後世に 至る まで その 位置 を 保持した。 

その他の 抽象 概念 も ar 物質 化されて 冥想の 對象 となり、 「時」 がァ タル ヴ ァ. ヴ" ー ダに 於て 最高 原理と なって ゐ 

る 事 は旣に 述べ たが (八 六頁參 照)、 ブ ラ ー フ マナ に 於て は 「歳」 (sa^pvatsara) が 最も 多く 冥想の 具に 供せられ てゐ る。 

この 外方 角 . 空間 . 韻律 名 或は 動 植鑛物 等に 關 する 挿話に は s.- 哲學的 思 辨の閃 を 見出す 事が ある。 但し 玆 では 創造 

觀を 主と した 爲、 之 等 は 全て 割愛す る。 

第 四 章 人間の 始祖. 死後の 蓮 命 

第一 節 マ ヌとャ マ 

宇宙 創造に 際し 人間の 起源 は 特殊な 位置 を 占めて ゐ ない。 唯 生物. 無生物の 間に 伍して その 出現が 偶然 的に 述べ ら 

れてゐ るに 過ぎぬ し 伹し 人間の 始祖に 關し ては^に 敎へ る 所が あり、 リグ. ヴ" ー ダ以來 人間の 祖先、 最初の 祭祀 者 

と 傅 へられる 者に マヌ (Manu) が あり、 人間の 爲に 死の 道 を 開拓し、 天界に 於て 死者 を 支配す る ものに ャマ (Yama) 

が ある。 マ ヌ は元來 「人」 の 義で广 英語 gs 參 照)、 常に その 模範的 祭祀の 方面 を 貰 讚され、 如何にして マ ヌ から 人類 

が 繁殖した かに 關 して は 最古の 文獻に 詳細な 記述がない。 然し ブラ ー フ マ ナ文獻 には大 洪水の 結果 マ ヌ のみ 殘存 した 

第 四 章 人間の 始 載. 死後の 運命  九 七 


ゲ, f  - ダ&び ブラ ー フ マナの 思想  九 八 

事が 記錄 されて ゐる。 「水が この 世界 を 掃蕩せ り" かの マヌ のみ 殘存 せり。」 力-タカ 一 1 ニー) その 經緯 は遙に 詳し 

くシャ タパ タ. ブラ ー フ マナー . 八 • 一  1 一 〇 に 載せられ、 次の 如き 概要 を もって ゐる。 マ ヌ が 早朝 手を淨 めつ 、あ 

つた 時 一匹の 小魚 その 掌中に 躍り 人り、 マスに 飼育 せられん 事 を 願 ひ、 その 返報と して 將に來 らんと する 大 洪水の 危 

險 より マス を 救 はんと 約す。 マス は 小魚の 請 を いれ、 初 これ を壺 中に 養 ひ、 生長す るに 從 つて 池 中に 放ち、 更に 巨大 

となると 及んで 大海に 投じた。 その 魚の 豫言 せる 年に 果して 大 洪水 起り 萬 物 皆摇蕩 された 時、 マ ヌの みは 魚の 命に よ 

りかね て 準備せ る 船に 乘 つて 波浪 を 凌ぎ、 波間に 顯 現せる 大 魚の 角に 船 綱 を 結び、 ゥ" タラ ギリ (.，，= ヒマラヤ 山〕 の最 

せ1 峰に 達して こ." に 船 を 紫いだ。 洪水の 退く に從 つて 山 を 降り、 水中に 祭 供 を 投じて 祭式 を 行 7ヒ その 功德 により 再 

び 萬 物 を 創造した。 この 傳說は 後 種々 に 敷衍せられ 大敍事 詩マハ ー バ ー ラタ を始 とし、 諸種の ブラ，. -ナに 載せられ、 

聖魚は 遂に ヴィ シ ュ ヌ 天の 權 化と 見た さる- -に 至った。 觅 にこの 傳說 と舊約 全書に 於け る ノアの 洪水との 類似 は 早く 

から 注目 せられて ゐ るが、 何れ を 本源と すべ きか は 容易に 斷定を 許さない。 

次に ャマは リグ. ヴ-, 'ダに 於て ヴァル ナ、 ァグ 二等の 有力な 神と 併稱 されて ゐ るが、 直接 神と 呼ばれす、 义人 ii 

の 始祖と 云 ふより 寧ろ 死の 道の 開拓者た る 方面 を 重んじて 死界の 王者と されて ゐる" 「人間の 中 最初に 死せ る 者、 か 

の 世界に 最初に 赴きし 者、 人間の 召集者、 ヴ イヴ ァ スヴ アットの 子 ャマ王 を 祭 供 もて 尊崇せ よ。」 (ァ タル ゲ ァ •  t  H 1 ダ 一 

八 ニニ  • 一  三) 「ャ マ は 我等の 爲に (死の) 道 を 見出せし 最初の 者な り。 この 道 は 奪還 せらるべき にあら す。 我等の 父 

祖の 赴きし 處に兒 孫 も 亦 各自の 路を迪 りて 赴く  c」(" ゲ . t  M 1 ダ  一 C . 一四 ニー) 然し ャ マ (漢譯 閻摩) なる 名 は r 雙 

生兒」 を 意味し、 その 女性 をャミ ー (Kami) と 云 ひ、 人類 繁贿 に關 しこのに 妹の 間に 交された 會話は 美しい 一 篇の詩 


として リグ . ヴ " ー ダに殘 つて ゐ る。 一 頌 毎に 高まり ゆく ャミ ー の 熟 情と 大倫を 楣に之 を 峻拒す るャ マ の 冷 靜 との 對 

比に 詩人 は 非凡なる 筆致 を 示して ゐる。 


リグ 。 ヴ ダ 

(ャ ミ丄 

、 遙 けく 遠き 

去り し 友 を も 

友の 務に 

地界の 末 を 

賢き も の は 

孫 生み 育て 


〇•  IO 


侮 越えて 

£ 力して 

誘 はん。 

思 ひつ X 

父の 爲 

殘 すべし。 


(ャ マ) 

一、 友の 務と 

问じ 血筋の 

妹 背 契る は 

許さぬ 願。 

ァ ス ラ の 子等 は 

天 を 支へ て 


云 ひながら、 

はらからが 

なが 友の 

おそろしの 

勇ましく 

地 を 見張る „ 


i 巾 四 十 人間の 始»* 死後の 述命 
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ゲ ^  ！ダ 及び ブ ラ ー フ マ 十 の 思想 

註 1 、 ゲァ ルナ 神の 配下。 


(ャ ミ丄 

一、 この 世に 入 は 

あとめ 望む は 

神の 心 も 

かたくな すてて 

我に なびけ て 

深き 契り を 


譬、 

亦 同じ。 

ながこ k ろ 

货の 君の 

結べ かし。 


(ャ マ) 

四、 かってた めしの ， 

いかで か 今に . 

一 

おもてに まこと 

かげに ひがごと： 

我等が 父 は _ 

水の 乙女 を 

これ ぞ こよな き- 


な きこと を 

ゆるすべき。 

語りつ、 

さ  >1 やく や。 

ガ ン .タ ル "ゥ - 

母と する 

わが 由緒。 


0 
0 


註 一、 ャ マの：： 又 ゲイ ゲァス ヴ アツ 卜 を 指す 

註 二、 アブ サ ラス 卽 ちサラ 二 ュ を 指す。 

？  I) 

五、 我等が 胎に 

すでに 夫婦と 

あらゆる 形 

生氣を こむ る 

誰か 違 はん 

神 も 許せし 

天 さへ 地 さへ 

註 一、 ャ マの 母サラ 一一 ュの 父- 


(ャ マ) 

六、 この 世の 始  誰か 知る、 

誰か 見たり し、  今 こ- -に 

誰か 吿げ 得ん  その 祕密。 

ミトラ •* ゥァ ルナの  神の 貝 

け 高く 淨く  世 をし る を- 
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あるう ちに 

定めし は、 

造りな し 

トウゲ ァシ ュ トリ 

その 

妹 背 仲、 

知る もの を。 


ゲ t-  ！ダ 及び ブ ラ-フ マナ の 5-5.? 

1 

みだらの 妹よ、  神の 子 を 

言 紫た くみに  いつはる や。 

註 1、 ffiH 頌に： K へる ァス ラの 子等。 


〇 一 


(ャ ミ 1) 

七、 ャ マに こがる - 

つもる 思 を 

なさけの 床に 

心 も 身 を も 

廻る 班の 

仲 むつまじく 


こ のャミ I 、 

添 伏の 

契りなん。 

まかせて は 

輪の 如く 

たはむ れん。 


(ャ マ) 

八、 神の めつ け は 

休む ことなく 

K を とづる 

みだらの 妹よ、 

あだし に 

i! るポの 


束の まも 

見 めぐりて 

ひま もな し。 

我 をお き 

：: ム ひよ" て 

輪の 如く 


：!； むつまじく  たはむ およ 


(ャミ こ 

九、 夜と 晝 との 

戀 しき ャ マ に 

くまなく 照す 

眼 もしば し 

見よ 天地 も 

ャ マ の恥ぢ らふ 

いと はず 堪 へん 

(ャ こ 

1 〇、 聞く もうた てき 

恥づ べき 契り 

末世 もい つか 

なれが 腕に 

男の子 抱きしめ 

あだし 男と 


分ち なく 

力し つ 力 入 

R の 神の 

くま まさん。 

妹 背 仲、 

契り さへ 

こ のャミ 1* 

はらからの 

いと はざる 

めぐり 来ん- 

牡牛な す 

我 をお き 

契れ、 妹。 


(ャ ミ ，- ) 

人 m9 始祖 • 死後の 命 


〇 


ゲ 1 ダ 及び ブ ラ 

一 一 、 弱き 乙女 を 

情 を 知らぬ 

女子の つとめ 

血筋 ほろぼす 

亂れ心 も 

ロ說く 言の葉 

妹 背の 契り 

(ヤ マ ) 

一 二、  &の 契り 

おのが 妹 を 

.K あしざまに 

戀 のうま 酒 

あだし 男と 

兄 はかなへ じ 

？、、 —) 

1 三、 心お くれし 

なれが 心の 

求めて 得ねば 


フ マナの 1 〇s- 

いた はらず 

兄 や ある。 

ゆるがせに 

妹 や ある。 

戀 故に 

ききわけて 

結べ かし。 

結ぶ まじ。 

妻と せば 

そしられん。 

我 をお き 

くみ か はせ、 

なが 願。 

ャ マ あはれ、 

深な さけ 

ま M よま- -to 


馬の 腹帶、 

木に まく 如く 

なれの からだ を 


つる 苴-の 

あだし めが 

抱きしめん „ 


(ャ マ) 

四、 離れ じ ものと 

木に まく 如く 

あだし 男 は 

おくるな さけの 

か ；、 す も 同じ 

たのしき 妹 背 


つる 草の 

なが よれば 

なれ を 抱く  „ 

露し. けみ 

深な さけ、 

契れ かし。 


詩人 は 破倫の f 避けん として その 葉 を 明に しないが、 ャマ、 ャミ1 の 名より 考 へても 彼等が 人間 最初の 「雙生 

5 として アダムと ィ 1 ヴと た 事 は 想像に 難くない。 後 2 襲より 見れば マス は 生の 方面 を 代表して 

人 g を 臣下と する に對 し、 ャ S 死の 方面 を 代表し 他界の 父祖 を 配下と し、 ブラ 1M 、ナ 文獻は 直截に 「ャマ は 死な 

り」 と I して ゐる。 但し 人 兩始祖 を 同一 起源に 溯らせん とする 試 は 早くから 存し、 兩者は 共に ヴ イヴ ァスヴ アツ 

トの子 卽ちヴ ぶ ヴァス ヴァタ (ーーー養參 照〕 と稱 せられて ゐる。 又 生母に 關し リグ . ヴ ふ は 興味 ある 神話の 斷片 

を 含んで ゐる .(.一? ー卞す 二〕。 害 來の. 藝を參 酌し、 少しく 想像 を 交へ て考 へれば 次の 如べ である。 トウ ヴァ 

一 0 五 

第 四 章 尺 間の 始； i  • 死後の « 命 


！ f  -  —ダ 及び ゾラ I  - マ.！'  3 思想  1 0 六 

シュ トリ (： に 巧 神) の娘サ ラニュ  一， s:li.l.vll 一  は， ウイ ヴ ァ スゲ： 卜と 結^して ャ マ とャミI，-Jを：i.-んだ後その^^S<を晦まし 

た C  神 はサラ ュ ュを隱 m し 之と 11； 形なる 女性 を ヴ < ケア ス *, リニ トに與 へた、 マ スは 恐らく 二の 問に 生れた もので あ 

ら-リ C 然し ヴ ィ ゲ ァ スヴ アット は- 冉び サラ 二 ュ を發 見して ァ シ ュ ゥ ィ ン雙祌 を 生む が、 女神 はまた もや 之 を てて 姿 を 

消した する に 人 の兩 始祖に 共通 起源 を與 へんと する 意 II に i*- くもので、 义 他方に 於て は 次第に その 分擔を 明に 

した ものと おへ られ る" 

第二 節 來世觀 

リグ . ヴ ェ 1 ダ以來 .re 歳の 壽は 人間の 现想 であるが、 ： お W 人 は 死 を 免れぬ。 「太. 初に 於て 赏に 何物も^ 在せ ざり キ.： 

..丄 山 は 死によ つて 蔽 はれたり。 卽 ち磯娥 によって C 何と なれば 处は 微娥 なれば なり。」 (シ ャタ. ハタ. ブラ- フ マナー 0  • 

六. 五. 一) 然し 「神々 は磯娥 のみ を以 つて 人 を 殺す ものに あらす。 食足れる者にも亦^?.' の死は近づく」(リゲ . ゲ 

—ダ 一つ •  一  一一.  no  乂 曰く 「たと へ In の 命 ありと も 神の に 背きて 丄 くる 能 はす」 (同上 一 〇 • 三 三 . 九 )0 ァ タル 

ケア . ヴ " ー ダは 一  種の 死を說 いて ゐる。 ブラ ー フ マ ナ文獻 は 時に 祌々 すら 太. 仞に 於て は 不死でなかった と 云 ひ、 

ブラ ヂ ャ ー パ テ ィ も 創造の 疲努の 爲.： ^の 恐怖 を 感じて ゐる。 然し この 不可避の 死によ つて 人 が 完全に 斷滅 すると は 

考へ ら れてゐ なかった。 リグ . ヴ T 一  I ダ：？ 人 は 「我等 はソ— マ 酒を飮 めり、 而 して 不死と なれり。 我等 は 光明に 達せ 

り、 而 して 神々 を發 見せり」 (： 八 . 四 八 • ： 一一) と-ぶって ゐ るが、 ^の不.处は現身を^^七て後に始めて^得される。 ri- 

は祌々 に- -ム へり、 かくの 如くして は あ-り ゆる 人^. 个- 化と なるべし。 然 らば 何物 かわが W 常た るべ しゃと" 神々！；  く、 


爾後 何人も 肉體を 具して 不死た るべ からす。 汝之 (肉 體) を その 配 常と して 取る 時， .ts- は 知識に より、 或は 淨 I；： により. 

不死たり 得る；^ は その 肉體 を宽脫 して 不死と なるべし。」 (-ン ャ タパ タ • ブラ— フ マナー 〇 • 四. ゴ丁九 )0 肉 體の滅 後に 存 

核す る もの、 卽ち肉 體に對 する 靈 魂に 相當 する ものの 最古の 名稱 はァス ssu 生氣) 或は マナス Uuaiias 意、 思考) で、 

ブラ ー ナ (pl-rlna 呼吸)、 プル シャ (plm ぶ i へ 一、 ァ ー ト マン  一， rltmau  ,= 我) 等の 觀念は ァ タル ヴァ • ヴ ェ ー ダ 及び ブラ ー 

フ マナ， 义獻に 擡頭し、 殊に ァ ー トマ ンは 後ゥパ 二 シャツ ド哲學 の 核心 をた すに 至った (九 三 頁 以下 參 照)。 その 名稱は 如何 

にも あれ、 肉 體とは 別に 存續 する 靈體 により 死後の 生命の 確保され る 事 は 最古の 時代から 一 般に 不動の 信念と なって 

ゐた。 而も 死後の 生命た る や 單に靈 的 存在に 止ら す、 地上に 於け るより 遙に 完全な 形骸 を 具備す る ものと 考へ られて 

ゐた。 印度に 於て は リグ . ヴ 1 ダ以來 原則として 火葬が 行 はれて ゐ たが、 屍體 が禽獸 により 毀損され る を 恐れ、 且 

つ 火葬 後せ 片 に 遣？ i なき を 期して ゐる點 から 見ても 死後^ ぴ 形骸 を：^; 设 すると 考 へたの は 明瞭で ある。 

然 らば 人 は 死して 處に行 く。 元來 死者の 世界 を地ド にあり とした 思想 は リグ . ヴ - 1- ダを始 として 他の 文獻 にも 

その 痕跡 を. 殘 して ゐ るが、 一 般的 信念に 從 へ ばん は 死後 ャ マ の is きし 道 を 踏んで 最高 天に ある その 王國に 至り、 無 k 

の 幸 一 i を享樂 する" 少 くも 善業 者に 關 して、 これ こそ リグ • ゲ . 1 ダ以來 變らぬ 來ぼ觀 であった。 ャ マ の 王 國は綠 

0  . 酒宴 . 歌舞 . 音 樂に惠 まれた 理想の 樂 I- に 外ならぬ C 

茂る 枝 紫 も  美しき 

木の 下 蔭に  ャマ 王が 

神 を 集めて  うたげす る  . 

^四^^ ん • 死後 9.迷 命  一 〇 七 


ゲ = -ダ及 びブ 

神 くらさして 

いにしへ 人の 

浮世 を 後に 

これ ぞ名 高き 

安け N  、占む る 

神の 御座所と 

iS  くも 妙な り 

街き めでたき 

あはす 調べ の 


フ マナ Q  E:) 想 

わが 父 は 

追慕 ひ 

行きて けり。 

(リグ 


〇 八； 


ゲ H 1 ダ-ー 0  • 一三 五 • 一し 


ャマ 王が 

高み くら、 

入 は 云 ふ。 

ャ マ の 笛、 

歌 に 

おもしろさ。 

(同上、 七) 


次の 神酒 ソ ー マ • パヴァ マ I ナに 捧げられた 讚歌 (リグ. ゲ H  T ダ九. 一 一一 一一) に 於ても 不死 永遠の 世界が 鑭 歌され て 

ゐる 。各-幼 「ソ ー マよ インドラの 爲に 滴れ」 と 云 ふ 疊句を もつ が 以下の 散文 譯には 之 を 省いた。 

七、 つきぬ 光の ある 所、 日輪の 安置 せられし 世界、 かしこに 我 を 置け、 ソ ー マ . パゲァ マ I ナょ、 不死 永遠の 世界に。 

八、 ゲイ ゲ ァ スゲ アットの 子 广ャマ H,:) の 君臨す る 所、 天 界の幽 所、 かの 新鮮なる 水の ある 所、 かしこに 我 を 不死なら しめよ 3 

九、 三重の 弯籐、 三重の 天界に 於て 自由に 濶步し 得る 所、 光明 界の存 する 所、 かしこ. に 我 を 不死なら しめよ。 

ー〇、 あらゆる 願 9- の遂. けらる、 所、 赤き 馬 (た 陽のお？〕 の醒 がる \ 所、 祖先に 對 する 供物と 飽滿 との ある 所、 かしこに 我を不 

死なら しめよ。 


一 一、 歡 喜と 歡樂と 愉悅 と享樂 との ある 所、 愛の 願望の 满 足せ しめらる \ 所、 かしこに 我 を 不死なら しめ J 

.娈 する に 地上に 於て 容易に 達し 得ざる 快樂は 全て 天上に 於て 滿 され、 あらゆる 肉體的 缺陷を 去り、 ャマ、 ヴァル ナ 

等の 諸 神と 交り、 地上 S 業 殊に 祭祀-布施 Q 德 はこ 、に 報いられ、 せ 美なる 食物と 芳醇なる 飲物と は滿 喫に 任さお 

る。 ヴ r ダの 神が i 化された T ヤンん たりし 如く、 死後の 樂土は 理想化 された 現世で あり、 死後 も 美女に 事 か 

かぬ はヴ" ー ダ文獻 の保證 する 所で ある。 

犬界樂 土の；^ はかく 無制限で あると しても 現世に 對 する 執着、 死の 恐怖 を 減す る 事な く、 人が 長壽を おし 夭折 

を 忌み、 仇敵の 死 を 望む 事はヴ ェ ー ダ文獻 を 通じて 變ら す、 他界に 於て 再び 死す る 事 (pslarmytyu) を 恐れて ゐる。 

ハ 4" ^ を歲 土と し、 諸行 を 無常と する 思想 は 未だ 發達 しなかった。 

火葬 後 骨片 は 注意 深く 集められて 壺に牧 めら れ 地中に 埋葬せられ るが、 靈體は 或は 馬 篤に より、 或は 火 神ァグ 二 の 

翼こ乘 じ、 或は 風神 マルトの 涼風に 支 へられて ャ マの 世界に 昇り、 完全な 形骸 を 獲得す る。 而も この 道程 は 二 匹の 犬 

に 監視され てゐ る。 葬式の 一 讚歌 (リグ. ゲ -1 ダー 〇• 一四) に 曰く、 

一 〇、 サ ラマ ー の 子なる 二 頭の 犬、 四 眼に して 班點 ある を 過ぎて 直路に 走れ、 而 して ャ マと 酒宴 を 共に する 寬裕 なる 父祖の 許に 近 

づけ。 

一一、 ャ マよ." 保護者に して 四 眼、 行路 を 警戒し、 /、間 を 監視す る 爾の雙 犬に 彼 (死者」 を 委ねよ。 下-よ、 彼に 幸福と 健康と を ほ- 

へ  よ。 

一 二、 彝廣 く、 生命 を 奪 ふ、 ャ マの 使者た る 雙犬は 人類の 間に 徘徊す。 云云。 

四 章 人 問の 始祖. 死後 Qs.^  一  C ナ 


ゲ，. - I ダ ijt び ゾラ I フ マナ 3  S6 想  一一 〇 

ャ マの 使片た る雙尺 は、 波斯の ァヴェ スタ やき、 に 於て 幽明の 境 をな す チヌゲ てト橘 を監！ g し、 著 薬の 通路 を.：^ げん 

とする. 惡魔を 驅；. _ ^する 叫眼祸 色の たに ffi 常し、 ；：： ^ハ fclig は少 くも インド . イラ ン^ 代に 溯る ものであるが、 リグ . ヴ ェ 

1 ダに 於け る その 任務が、 死者 の 中より 善人 と .5;^ 人 と を 識^し て 善人 のみ 天界 へ？^ るに あつたか 否か は 明瞭で な い 。 

然し 後に はャ マ，： H ら 3 典理 に忠實 なるおと 虛装を 語る 者と を- すると 云 はれ (タイ ティり I ャ. ァ I ラヌャ 力..^. 五. 一 

三)、 或は 死後 善業と 惡 業と を 杯に かけて 輕重を 比較す ると も 云 はれて ゐる (シ ャ タパ タ. ブラ- -フ マナー 一 二；. 七. 三 

50 义 「その^1じ^は祌或は父祖に！3-く。 近の 刚 謂に は 常に-: 個の 火炎 燃 ゆ，。 そは燒 かるべき 者を燒 き、 通過す ベ 

き^を 通過せ しむ」 (シャ タパ タ. ブラ— フ マナー . 九 ニニ.  二) と ある も 死後に 於け る 一 種の 試 罪 法で ある。 天 ヒの樂 土 

は善棄 者の ゅ界 とすれば、 -惡 業者の 行くべき？ & 趣は训 になくて はならぬ。 W 几惡 なる 者の 墮 ちゆく 所と して リグ . ヴ T: 

1 ダは三 地 3^ のド なる. 附 1;^ 一の 牢械 を舉げ (七.  一 0 四 ニー 一、 五、 二、 一  ヒ)、 ァ. S メル ヴァ . ヴ"， 'ダは 1S{ に 明瞭に 地獄 を 

描出して 「-婆 羅鬥 に f- を 叶-き、 鼻汁 を かくる^ は ^髮 を嚼 みつ、， i の 流の 中 4,、 にせす」 と 云って ゐる (五 • 一  ん •  ；：co 

他の ヴ —. ヶケ、 獻は次 あに 地獄の 恐 情 を 詳細に 述し、 怫教に 4、 ける その 楚逮 の先驅 をな すの 觀が ある。 就屮 有名な 

の は、 ヂャ イミ 二 ー ャ. ブラ，' フ マナー . "—四 §:、 シャ々 。ハタ. ブラ ー フ マナー 一 . 六. 一 に战 せられる ブ リグ 

rBhy,.- ら の.？ ：( 界巡歷 の 挿話で ある。 低し ヴ- 1ダ文獻は幽靈に關しては^^んど材料を提供しなぃ。 

こ 、に 問. 题 として ゐる文 獻に關 する 限り、 善業 惡 業の 5^ として 起る 輪廻 6alhs§,l.a) の鐵 則に 就き 極めて 漠然たる 斷 

片的ー 附示を 含む のみで、 完成され た敎義 として はゥパ 二 シャツ ドを俟 つて 始めて 明瞭と なって ゐる。 プリ ハッド. ァ ー 

ラヌャ 力. ゥパ 二 シなド に 於て ャ ー. チ ュ ニヤ ヴァ ル キヤ 仙 は 業 (karnrln) に よ る輪廻^;=^を11示する に當り、 なほ 他 M 


を 禅る 秘^と して 質問^ を 傍ん たき 所に 導いて ゐる」 たと へ 二  ム想 は.： 几來 正統 婆 雜鬥敦 の 外に 發 連した も のとして 

も、 その 起源 は 頗る 古く、 ァ ー トマ ンを 主體 とする ゥパ ニシ ャ". トの 輪廻 說に 甚だ 近い もの はァ タル、 ヴ T  ..ゥ 二， -ダの 

ブラ ー ナ 讚歌に 含まれて ゐる。 

「皮 ま胎 子と して 諸 神の 間に 徘^す。 過去の 彼は顯 現して 再び 出生す。 過去の 彼 は 未来に して 當來の ものな り。 父た る 彼 は 

その 力に よりて 子の 中に 人れ り」 (一 一 • 四 ニー cy  oi; 八 九 頁 及び 九 四頁參 照) 

第五 章 祭 式. 咒 法 

第一 節 祭式の 原理 

印度に 於て 祭式と 咒 法と を 本質的に 1^ 训 する 事 は 出来ない U 莊嚴. V 規模なる ソ ー マ 祭. と戀の 競爭に 勝利 を 得ん とす 

る 咒：： との 間に は 一見 霄壤の 差 あるが 如くで あるが、 共に 其 根本 は 祈禱の 神祕カ (fhman 一  及び 之に 伴 ふ 行 作の 咒 

力に よって 所期の 效 を璲 得する 點 には變 りない。 而も 共に 婆羅門 階級の 職能に 《 し、 その 公認す る範 園に 於て は咒 

n:-.  ^たも、 增ハ 壤災 或は 新月. 滿月 祭と 異 るな き正當 行^で ある。 之に 反し 婆羅門の 擯 lit する の は その 公認な く. 

I おこ 危險 なる 咒術を 施す 魔術 者 (yatu,  yritudlriivi ン である、 一 般. に リグ、 サ ー マ、 ャヂ ュ ルの 一二 ヴ 二 ー ダは 祭式に 關 

し、 ァ タル ヴ ァ. ヴェ ー ダは その 本質に 於て 咒 法に 關 すと されて ゐ るが、 ャヂ ュル. ヴ- 1 ダは 願望 祭 0  〈「一 mve さっと 

稱 する 一群の 祭式 を 規定し、 その 形式に 於て は 新月. 滿= ^祭に 則りつ \ その H 的に 關 して はァ タル ヴァ ダ 

祭式 •  g 儿法  一一 一 


ゲ H 1 ダ 及び ブラ ー フ マナの 思想  1  一二 

に 見る 增益. 調伏の 咒 法と 全く 選ぶ 所がない。 また 普通 代表的 祭式と 目され てゐる ものに 於ても、 所期の 願望に 從ひ 

®r その 祭 供 或は 行 作の 選擇を 許し、 咒 法的 要素 を 多分に 含ましめ てゐ る" 

かくの 如く 祭式と 咒 法と を 根 木 的に 展训 すべ き檫 準な き は 祭式に 對 する 觀 念に. E 來 する ものと 云 はねば ならぬ。 少 

くも リグ . ヴ >| 1 ダ 初期に 於て は 讚歌 . 祭式に よって 祌 の恩惠 を. I 乙 ひ、 所願の 成就 は 神意に よる ものと 考 へたに 遠 ひ 

ない が、 次第に 祭式 は單 なる 手段に あらす して 獨自 の；！； とたり、 最高の 創造 神 ブラ ヂ ャ ー。 ハ テ ィ は 祭式の 創始者、 

你大 なる 祭祀 者た るの みならす、 實に 祭式 そのものと 一致せられ、 ヴ イシ- ヌ天も 亦 *r 祭式と 问 一視され てゐる 

•;. ぶ 由の 展開 も 祭式の 力に 俟っ事 多く、 祭式 はヴ， - 1 ダの 知識の 精華で あり、 諸 神の 精髓、 神 及び 父祖の 糧 である。 ブ 

ラ— フ マナ 文獻は 祭式に 關 する 冥想に 充滿 し、 その 祌學 は實に 祭式 哲學 たるの 觀を呈 して ゐる C 祭式 は 自存の 力 

として 神の I- に 位し、 祌は 全く 祭式に 依， ：；= し、 その 威力. 不死 性 を 之に ft ひ、 祭式に よって ァスラ 等の 競走 者 を 屈服 

する。 而 して 一 方 か 二？ 偉力 ある 祭式 を專 管し、 之 を實现 して あらゆる 願望 を 遂げし める 婆羅門が 異常の 勢力に 達し 

たの も 怪しむ に 足りぬ。 彼等 は. w: ら人 問の 神と 誇稱し (五八 頁參 照)、 祭式の 結果に 關 して は 不動の 自信に 滿ち、 神 を 

動して 所期の HI 的 を 達し、 時には 殆んど 神の 媒， ルを 要せす して 諸種の 力に 直接 作用し、 所期の 現象 を 惹起せ しめる。 

何れにせよ 原動力 は 祭式に あり、 所願 は 必然的 に 起る！ にして、 その 關係 は殆ん ど^に 厳然たる 因 架 難 に ^^縛せ ら 

れる 如く 考へ、 この 點に 於ても 祭式と 咒 法との- はせ 在し ない" 來 I の 幸福 を 究竟の 目的と する 定期の 祭式 も、 現 

化に 於け る 似々 の 願^ を：：： 的と する 臨時な . 願 祭 及び 所謂 咒；； ii も その 原理 及び 執行 者の 心理に 至って は 寸毫の 塞 も 

しない C 唯ド 5^ 社會に 根. 兀を もつ 通俗的 咒 法と、 iMr 原理に 基き つ 、も 比較的 一： 问^ なる 祭祀との 問に は 程度の 差 


を 認め 得る に過ぎない。 

リグ . ヴ H 1 ダ以後 最高の 標語た る 祭式 萬 能 . 婆羅門 至上の 觀念 はかくの 如く 確立した が、 一 方 祭式 を 委託して 自 

己の 爲に 執行させる 祭主 (yajaglmo は 全く 僧侶の 掌中に 把握せられ るに 至った」 祭主 も 祭式と 一 致せられ、 祭主 は 

祭式の eiM^ にして 祭官は その なりと も 云 はれ、 又嘗 つて プラヂ ャ ー パ テ ィ が 自ら 犠牲と なりし 如く、 最も 完全な 

る 祭式 は 祭主 自身 を 犠牲と なすに あるが、 實 際に 於て はこの 自己犠牲 は單 に象徵 的に 考 へられて、 祭式に より び 贖 

4» さ 辱る ものと 解され、 叉 ディ ー クシ ャ ー (dik?-a) と稱 する 淨身 法は舊 體を棄 てて 新生 を與 ふるもの とされて ゐ る。 

以 h の 理論 は ともあれ 祭主の 位置の 不安なる は 次の 理由に 基いて ゐる" 

祭式 こ 於け る 微細なる &失も ブラ ー ヤシ ュチ" タ (praya ゆ citta) と稱 する 贖罪 法に より 是正せられ ねばならぬ。 祭 

. ^は 福利の 源泉で あるが、 一度 その 使 行 を 誤れば 災禍 立 所に 至って 破滅の 因 をな す。 而 して 祭式の 知識 及び 執行 は 婆 

仏 『つ 寺 I 權 として 決して 門外漢の 覬親を 許さない。 婆羅門 は 神の 祭式 を 摸倣す るに 努め、 古聖 賢 も 祭式の 知識 を 神よ 

り授 つて ゐ るが、 逆に 神が 聖賢に 之を學 ぶと 云 ふ 挿話 も ある。 祭式の 偉力 を以 つて すれば 神す ら擒縱 自在で ある。 祭 

{.I: 若し 惡意を んで 祭式の 順序 を 違へ、 或は 密に 意中に 咒詛 すれば 祭主 は 抵抗す ベ き 何等の わ もない。 從 つて 祭式の 

報酬た る 布施 (da ず idfl) は 婆羅門に 對 する 犠牲と 稱 せられ、 神に 對 する 祭贊と Hi: 等親せられ てゐる (k 八 H 參照 )o 祭 

式 ま 論 上ー囘 毎に 死し 更に 甦って 無限に 循環す るので あるが、 之 を 新生せ しむる 力 は實に 布施に ありと されて ゐる 

.ぇ に リグ .ヴ H 1 ダ以來 祭主の 寬裕心 を 賞 讚す るに 務めて ゐ るが (三セ 頁 參照ヽ ブ ラ ー フ マナ 文獻に 至って は 益！ そ 

の.5?^川を强め、 婆羅門が 祭主の 布施 を獎勵 する 一 方、 王侯 貴紳 も 亦 巨 多の 牛 群 其 他の 財寶を 喜捨す るに 吝 でなかった- 

访五章 祭式 •  S ル法  一二 一一 


ゲ， -I ダ 及び ブラ I フ マナの 思想  一一 四 

か . る 情勢に 於て 祭主 は 祭式 咒 法の 效カ を信賴 すると 同時に 祭官の 誠意に も 絕對的 信 W を 置かねば ならぬ。 して グ 

ラ— フ マナ .： 父 獻は厘 *  i;;^ 仰 (&t.tuklllro の 必要 を說 いて ゐ る。 

ブラ ー フ マナ 文獻に 含まれる 祭式に 關 する 論議 は 枚舉に 這ない が、 數 例を譯 出して 說 明の 不備 を 補 ふ。 

五 種の 祭式 (シ ケ タパ タ. ブラ— フ マナー I  . 五。 六) 

五 種の 大祭 あり。 之 等は實 に大サ ッ トラ 祭 (是期 に 15- るソ ー マ 祭 J なりつ 有 類に 對 する 祭式. 人間に 對 する 祭式. 父祖に 

封す る 祭式 • 神に 對 する 祭式 及び ブ ラフ マン に對 する 祭式 卽ち 之な り。 ( 一 ) 

曰 曰 人 は 有 類に 供 菱を行 ふべ し。 かくして この 有 類に 對 する 祭式 を 成就す。 B 曰 人 は 一 杯の 水 等 を 布施すべし。 かく— てこ 

の 人間に 對 する 祭式 を 成就す。 日日 人 は 一杯の 水 等 を 父祖に 捧ぐ べし。 かくして この 父祖に 對 すろ 祭式 を 成就す。 人 は 祭 

薪 等 を 神に 捧ぐ べし。 かくして この 神に 對 する 祭式 を 成就す。 (二) 

次に ブラフ マンに 對 する 祭式 を說 かん。 ブラフ マ ンに對 する 祭式と は 卽ちゲ ェ 1 ダの學 習な り。 云云。 (三) 

フラチ "- —パティ の 自己犠牲 (シャ タパ タ. ブラ ー フ マナー 一 . I  ，八) 

共に プ ラヂ ャ ー パテ f より 生ぜる 神と ァ ス ラと乖 へり。 そのと きァ ス ラは 傲慢の 故に 我等 は 誰に か 祭 供 を 棒ぐべき と 思 ひて 

in 已の 口中に 祭 供 を 捧げつ.. 1 ありき。 彼等 は 傲慢の 故に 滅亡せ り。 故に 何人も 傲慢なる ベから ず。 そ は寶に 滅亡の 因 なれば な 

り。 ヨ 

然るに 神々 は^;:-に祭供を捧げ つ 、ありき J プ つ ギヤ I パ テ ィ は 彼等に，： n 身を與 へたり。 祭式 は實に 彼等の 有と なれい 。 何と 

なれば 祭式 は 神々 の 食 なれば なり •。  (二)  - 


彼 は 自身 を 神々 に與 へて 後 自己の 相 對物を 創出せ り。 祭式 卽ち 之な り-。 故に 人 は 云 ふ、 祭式 は ブラ. チヤ ー パティな りと。 何 

となれば 彼 は 之 を 自己の 相對 物と して 創出し たれば なり。 こ 一一) 

彼 はこの 祭式 (新月 • 滿 月 祭) によりて 自身 を 神々 より 贖へ り。 云云。 (四) 

(祭主 も亦プ ラヂ "- 1 パ テ ィ と； S じく 一  旦 自己 を祌々 に 捧げ、 後 再び 之を赔 ふ。 一 一 三頁參 照) 

祭式の 逃走せ る譚 (タイ テ イリ ー ャ • サ ンヒ々 ー 六 。 二 • 四" 二 I 三」 

ャ手 ュ 二  (祭式) は ゲ イシ ュ ヌの形 をな して 神々 よい 逃避せ"。 彼 は 地中に 沒入 せい C 神々 は 手 を 握り 合せつ k 彼 を 探索 

せり。 インドラ は 彼の 上 を 越え 行け"。 彼 曰く、 わが 上 を 越え 行ける は誰ぞ と。  <  インドラ 闩 く) 我 は 城塞へ の 突入 者な り。 

而 して 汝 は誰ぞ と。 彼 曰く， 我 は 塞よりの 奪取 者な り。 汝は 城塞への 突入 者と 稱 せらる。 貴重なる もの を竊盜 する 野猪 はヒ山 

のかな たに ァスラ の奪囘 せらるべき 时賓を 守る。 野猪 を I なせ • 汝 若し 城塞への 突入 者 なれば と。 インドラ はダ ルバ 草の 一束 を 

椀ぎ-取りて 七 山 を 破り 野猪 を 殺せり。 彼 曰く、 汝は 城塞よりの 奪取 者と 稱 せらる。 そ を 奪取せ よと。 ャギ ュ 二 ャは 彼等の 爲に 

祭式 を 奪. 取せ り j ァ スラ の奪囘 せらるべき (一 さ. -yp)  ； S 寶を 奪取せ り。 故に 祭墳 はゲ . 1 デ ィ (さ &) と稱 せらる。 

マ 力 (= 祭式〕 の 頭の 切られた る譚 (マイ トラ —ャ 二. I  - サン ヒタ ー 四。 五 • 九) 

ァグ- 一、 マ 力 <.M.lkha)、 ゲァ ー ュ、 インド ラの諸 神はク ル. クシ H 1 トラ に 於て サ "- ト ラ 祭を擧 行せ り。 彼等 曰く、 我等の 

屮 誰が 最初に 隆昌 を 得と も、 そ は 我等に 共通なる べしと。 彼等の 中 マ 力が 最初に 隆昌 を 得たり。 彼せ 之を渴 望し 之 を 分配せ ざ 

りき。 彼等 は 之 を 暴力に より 彼より 奪取 せんと 欲せり J 彼 はこれ より… 本の 箭を 生じ、 これより 弓 を 生ぜり。 これ 三箭と 弓と 

の 起源な り。 彼 は 弓箭 を 1^ りて 步み 去れり。 諸 神 は 敢て彼 を 襲. 撃せ ざり き。 彼 は 弓 端に 倚いて 立てり。 インドラ 蟻に 告げて：： 

く、 この，.？ 弦 を喷み 5^ れと。 彼等 (.^)  n く、 此地 もし 死により 汚された る 時、 我等 は 半活し 得ざる べし。 我等に 配分 を 約せ 

^五^ な. 式。 1 几 法  一一 五 


ゲ. <I ダ 及び ブラ— フマ + の 思想  一一. 1,、 

と。 彼 曰く、 汝等 この 地の 汁液 (水) によ" 生活す べしと。 故に 矮 は 乾燥せ る 所より 水分 を 掘り出す。 何と なれば 彼等 はこの 

地の 汁液に より 生活 すれば なり。 彼等 は rlT 弦 を 嘴み 切れり。 弓弦 は 撥ね S! れてマ 力の 頭 を切斷 せ"。 そはサ ムラに チ  一 S: ーョヌ 一 

=.フ ラゲ アル ギヤ 祭. - となれ り。 云云。 (六 八！. ナ、 九頁參 照) 

インドラの 縛せられ し譚 (パン チヤ グィン シャ. ブラ ー フ マナ 九. 二.  ニニ) 

ク ッッァ (kutBa) と ルシャ と は 互に 競 ひて インドラ を 呼べり。 インドラ は ク.， ッァに 近づけり。 彼 は 百 條の網 もて 

その 睾丸 を 縛せ り。 ルシャ は インドラに 曰く、 

「網と きすて て タツ ッァ より、 逃れ 來 よかし インドラよ。 名 だた る なれが 陰囊を 縛され て 坐す 笑止 さよ。」 

と。 インドラ は 綱 を切斷 して 逃走せ り -0 タツ ッァ はこの サ ー マン (欲 咏) を 感得せ り。 彼 は それ を つて インドラに 呼 弁け た 

り。 インドラ は 彼の 許に 歸 へり 来れり。 

次に リグ - ヴ - l ダ 時代より 發逹 し、 ブラ I フ マ ナ文獻 に 詳しく 規定 說 明せられ、 後世の ス— トラ 特に シュ ラウ 

タ . ス I トラ (一 二 I 一  三頁參 照) により 厳密に 規定され た 祭式の 實際 方面 を 記述せ ねばなら ぬが、 旣に 指摘せ し 如く 

£3. 古來 印度に 於け る 祭式の 發達は 他に その 比 を 見す、 主要な 一 祭式 を 叙述す る だけで も 容易で ない。 且つ その 

了解に は 複雑なる 術 J^ls の 知識 を 必要と する 故紙 数に 限り ある 本書に 於て は遣憾 ながら 之 を 割愛す る J 但し 實際 問題と 

して はス ー トラに 規定 せられた 祭式の 細則 を 充分に 知らす して は ブラ I フ マ ナ文獻 の  一 laj も滿 足に 了解で きぬ 事 を 忘 

れて はならぬ レ 


第二 節 咒  法 

ァ タル ヴァ .ヴ 1 ダに 於け る 咒法を その 目的より 大別す るに、 病魔 を拂 ひ、 悪魔. 物 精の 障 礙を驅 除す る 治 病 法 

^f%3, 健康 長 壽を齎 す 息災 法 of  ?yg)、 惡 魔-魔術 者-怨敵 を 克服す る 調伏 法 (girifli/ 他人の 咒 

a を無效 ならしめ 却って その 咒詛者 を 破滅せ しむる 反撥 法 (一ぶ ふレ、„,43&1ら1.ぶ ぎ i)、 男女の 性愛に 關し、 愛情. 和合 • 懷 

姙を願 ふ 婦女 法 (Htrikarm ゆち、 調和. 敬愛- 權 勢の 獲得 を 期す る 和合 法 (を &lgsyani)、 王 威を增 進し 戰勝を 1^ 

し、 失 へ る 王位 を囘復 する 國 王法 (riijakarma^d)、 開運 ノ繁榮 • 安穩を 目的と する 增签法 (Pau3ik^lni)、 罪 垢 • 凶 兆 • 

惡 夢を拂 拭す る 贋 罪 法 (prayawcitt^ini)、 婆羅門の 福 益 増大に 關 する 咒法等 である。 

法はァ タル ヴ ァ. ヴ H 1 ダに 限った もので なく、 リグ . ヴ  1 ダ にも 之と 全く 同性 質の 讚歌が ある。 有名な 「蛙 

の 歌」 (七. 一〇 一一 一〕 は 本來請 雨の 咒法を 目的と した もので、 その外 夫の 情婦 を咒ひ (一 〇. 一四 五)、 惡夢 を拂ひ (/- 

四 七 . 一 四 11 八)、 黄疸 を 癒し (一. 五 0  ニー 11 一一 一)、 ャ マ の 使者た る 鳩 及び 梟の 災禍 を齎さ ざらん 事 を 冀ふ歌 (一 

0. 一六 五) の 如き は その 例で ある。 下 暦 社會に 起った 通俗的 迷信が 如何に 早くから 婆羅門の 宗敎に 混和し たかを 示 

すに りる。 サ ー マ . ヴ H 1 ダに屬 する サ I マヴ イダ ー ナ. ブラ ー フ マナの 如き、 名 は ブラ ー フ マナと 稱 しつ その 

性質より すれば 一 篇の咒 術 書に 過ぎない。 叉 ャヂュ ル .ヴ - 1 ダ文獻 に 載せられる 多数の 願望 祭なる ものが 本質的に 

はァ タル ヴァ .ヴ-1 ダの咒 法と 異る 所な き は旣に 指摘した。 然し ァ タル ヴァ .ヴ - 1 ダに 載せられて ゐる咒 法 用 讚 

歌 は 概ね 常に その 目的に 適 ひ、 且つ 咒 法の 實 際に 當 つて 使用す ベ き 物品 を も 指示す る 事が 多い。 之に 反し 願望 祭に， 凡 

第五 章 祭式. 咒法  二 七 


ヴェ ー ダ 及び ブラ ー フ マナの 思想  1 一 八 

ひられる 文句 は 一 般に その 使用 目的と 密接な 關係を 示さない。 この 點に 於て ァ タル ヴァ 讚歌 は 元 來咒法 用と して 作ら 

れた 事が 明瞭で あり、 咒 法の 研究に 重要な 所以で ある。 咒 法の 本質と して その 關係 する あらゆる 事物に 神秘 力 或は 魔 

力 ありと し、 疾病 を 惹起す る惡 魔、 危險 なる 魔術 者、 有害なる 動物、 災禍の 原因と 目され る あらゆる 無生物、 或は 據 

垢の 如く 附着す る 罪障 等の 間に 何等の 區別を 認めない。 之 等 は 全て 物質的、 具體 的に 考 へられ、 その 危害 を 除く 爲に 

は 種々 なる 藥草 • 護符 その他の 物品 或は 象 徵的行 作の 威力 を 借り、 現今 所謂 ホ メ ォパシ ー (homoeopathy) 又は へ テ b 

パシ ー asteropathy) の 原理に 基いて 目的 を 達成す る。 時には 强壓 的咒詛 調伏に よらす 懇願 慰撫の 態度に 出で て障礙 

の忽に 退去 せんこと を 謀って ゐる。 當 時の 社會 にあって 咒 法に 通す る 者 は 同時に 醫者を 兼ねた る は當然 で、 醫藥の 進 

歩と 密接に 關 係した ものと 考 へられる。 ァ タル ヴァ . ヴ " ー ダは咒 法 用 讚歌 を 集録して ゐる のみで、 その 實行 法を說 

明して ゐ ない。 これ 等の 讚歌 自身に 神祕カ ありと 考 へられた の は 勿論で あるが、 普通 は 一定の 行 作 を 必要と し、 且つ 

それに 使用す ベ き 物品の 適用 法 を 知らねば 增益 . 調伏の 目的 は 貰 徹されぬ。 而し てこの 知識 は カウ シカ. ス ー トラ 

tKauAika-siitra) に俟 たねば ならぬ 故、 ：||| に はァタ ルヴァ .ヴェ ー ダ より 數 例を譯 出し、 極めて 簡 短に その 用法 を 添 

へ、 古代 印度に 於け る咒 法の 一端 を 窺 ふ 便と する。 

咳に 對 する 咒法 ( ァ タル ヴァ . 、ゥ H  I ダ六. I 〇 五) 

1 、 望 をいだ く  意 速く 

遠く かなた へ  飛ぶ 如く、 

咳よ、 飛び ゆけ  すみやかに、 


意の 翅 1 


從 ひて" 


二、 研ぎす ましたる 

遠く かなた へ 

咳よ、 飛び ゆけ 

地の ひろがりに 


矢の 早， 

拷 つ， n> 

すみ や， 

從 ひて。 


三、 天つ 日の 神 

遠く かなた へ 

咳よ、 飛び ゆけ 

海の 潮に 

「患者 は 戸外に 數步を 進め、 

三  一 •  二 七、 二八. 1 五 1 


光速く 

飛、. S 如く 

すみやかに、 

從 ひて。 

こ の 歌で 淨 めた 食物 を 味 ひ、 水 を 啜り、 この 歌 を 誦しつ 、太陽 を拜 する。 カウ シカ. ス T トラ 

六參 照) 


狂 氣に對 する 咒法 (六 •  I 一一) 

重き 病の  かなしばり、 

らちな き 事 を  口ば しる 

狂 ひし 人の  いましめ を 

我等が 爲に  解け、 ァグ 二 

第五 章 祭式. 咒法  」 


九 


ヴ ヱ ー ダ 及び ブ 

癒えた る 後 は 

汝に 供物 を 

二、 なれが 心の 

ァ グ 二 はとく と 

賢き 我 は 

くすり ま へ 


マ ナの 思想 

怠らで 

捧 ぐべ し。 

高ぶらば 

鎭 めなん = 

驗 ある 

癒すべし。 


二  0 一 


神に 犯せし 

悪魔に 受けし 

賢き 我 は 

くすり 調へ 


罪 故 か、 

氣狂 ひか、 

驗 ある 

癒す ベ し „ 


四、 心 狂 はす 

又は インドラ 

なべての 神 も 

汝を 再び 

(狂氣 は ffir ガン ダル ヴ 


ァプサ ラス、 

又は バ ガ 

すこやかに 

癒すべし。 

ァプサ ラス、 羅 刹の 斑す ものと されて ゐる。 この 識 欲に 伴 ふ 咒法は 中 々面倒で あるが、 主耍物 

品 は 香 叙 あ る 物質に 酥油を 混じた もので、 種々 なる 行 作の 後 その 殘餘を 素燒の 皿に 入れ、 一定の 絲を W つて 之 を 樹上に ある 

鳥の 奥の 前に 結びつける。 カウ シ 力. ス ー トラニ 六. 二 九— 三 二 參照) 


咒詛を 克服す る咒法 ( 六 . 三 七〕 


一 、 千の 眼の  曇りな く 

「咒 詛」 は 車 を  急がして、 

我を咒 ひし  者 近く 

今し 迫りぬ、  狼が 

羊の 群 を  襲 ふごと。 

二， 「咒 詛， 一よ、 我等 を  避けて ゆけ、 

燃 ゆる 山 火 も  水湛ふ 

. ^によ 賴-れ で  過ぐ もの を。 

我を咒 ひし  もの を擊 て、 

雲間 ひらめく  いなづまが 

木 を ひき 裂きて  倒す ごと。 

三、 咒 はぬ 我 を  咒ふ 者、 

咒に咒  かへ す 者、 

ふたつながらに  恐し き 

死の 犧牲に  投げ 棄 てん、 
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犬に 投げ やる  骨の ごと。 

(自己 を咒詛 する 者 を 破滅に 導かん とする 者 は 白き 粘土の 塊に この 欲 を 誦し、 それ を、 犬に 投げ 輿へ る。 カウ シカ 

ラ四八 二； 三參 照) 


婦女の 愛 を 得る 咒法 (六 • 八) 


なか むつまじく 

つる 草な して 

われの みなれが 

あだし 契り は 


木に まと ふ 

我 を 抱け 

戀を 得て 

結ば ざれ。 


二、 天路を さして 

翼に 地の 面 

なれが 心 を 

われの みなれが 

あだし 契り は 


飛ぶ 驚の 

搏っ ごとく" 

われ はう つ- 

戀を 得て 

結ば ざれ。 


三、 ひと 曰の 中に 

めぐる 日の 神 

なれが 心 を 


天地 を 

さながらに 

われめぐ る „ 


ス 

1 
ト 


われの みなれが  戀を 得て 

あだし 契り は  結ば ざれ。 

(樹木より とりし 木片と その 樹に まつ はる 蔓草の 一片との 間に 種々 特定 Q 物品 を 挟み、 油 を 塗り、 それ を以 つて 懸 人に^ 

れる。 カウ シ 力. ス ー トラ 三 五. ニー  參 照) 


戀 仇の 婦人 を 咒ふ咒 法 (一. 一四) 


戀 のし あはせ 

奪 ひて 取りぬ、 

木より 離して 

地の 面に 重く 

聲ぇ 動かぬ 

嫁がで ながく 


か ^ やき を 

花束 を 

棄 つる ごと。 

座 を 占めて 

山に 似て、 

家に あれ。 


二、 黄泉の 國 しる 

この 咒 はしき 

なれの 娵 とし 

この 世のう ち は 

親 はらからの 

嫁がで かこて 


ャマ 王よ、 

娘 子 を 

むかへ とれ。 

ぁぢ きな く 

か k り 人 

響 思 ひ。 
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ゲ = I ダ 及び ブ ラ ー フ マナ Q 田 ：3 忠 


三、 黄泉の 國 しる 

この 咒 はしき 

なれが 妻と し 

よる 年波に 

黑髮 ぬけて 

嫁がで ながく 


ャ マ 王よ、 

娘 子 を 

捧げ てん。 

綠 なす 

おつるまで- 

家に あれ。 


四、 ァ シタ、 力 シャパ 

效驗も しる，？ 

なれが 戀路の 

封 じ 了り ぬ 

祕藏の 営の 

いみ じき 飾り 

广種々 特定 Q 物品 を 革に 包み、 


はた ガヤの 

咒禁 に、 

しあ はせ を ， 

乙女 子が 

蓋 かたく 

收 むごと。 

一の IS 缺を 51 して 臼の 中に 入れ、 その上に 三 岡の 石 を 置. 


戀 仇に 屬 する 花環 を粉碎 して 


の Is® を； i し、 戀 仇の 毛髮 を以 つて 三 個 Q 環 を 編み、 各- 黑 紐を附 し、 こ Q 讚 欲 を 誦して 順次 各 別に 前： の 石の 下に 敷， 

カウ シカ. ス ー トラ 三 六. 一 五 I 一  七參 照) 


戰 勝の 咒法 (五 . 二 〇) 


一 、 刳りぬ く 胴の  木 も 力た く 

牛の 皮 はる  陣太鼓、 

打ち こむ 音の  勇ましく、 

高鳴り すれば  うち 向 ふ 

かたきの 膽を  ひやしつ，^、 

師？. ^の 雄 叫  さながらに 

告げよ 味方の  勝ちい くさ。 

二、 群な す 牛の  うちに 立つ 

牡牛の.. ことく  勇ましく、 

獲物 求めて  陣太鼓、 

音 もお どろに  鳴り ひに け。 

かたき は 胸 を  つらぬかれ、 

村 をう しろに  蜘蛛の 子 を 

散らす がごと ぐ  逃げ ゆかん。 

五、 太鼓の 音の  高鳴りに、 

、「まいの 夢 を  破られし 

かたきの 妻 は  おびえた ち、 

.A けよ る ひま も  もど 力し く、 

第五 章 祭 式. 咒 法 


二 五 


ゲ ェ ー ダ 及び ブ 

すがる まな 子の 

つ はもの どもが 

劎の下 を 


フ マナ Q 思想 

手 をと りて- 

うちか はす 

逃げ まど ふ。 


二 六 


八、 作りい み じき 

音 高らかに 

つ はもの どもの 

ふる ひ勵 まし、 

守りと たのみ、 

味方 をつ どひ 

； なす 力た，？ 


陣太鼓 

鳴り ひ i.< け。 

太刀、 つるぎ 

インドラ を 

達 ましき 

集めつ.^、 

うち ひしげ。 


(特定の 粉末に^ 油 を 混ぜて 太鼓に 塗り、 この 讚 欲 を 誦し、 一一 一度 之 を 打って 樂 人に 渡す。 カウ シカ. ス ー, 


ラニハ 二) 
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第一 節 自 一 


リグ • ヴ 

の 若干 はヴ 


1 ダの 主要 神 巾に は 明瞭に 自然現象 を 基礎と する もの ある は旣に 述べた (二 九— 三 〇M 參照 )o その 讚歌 

I タ 詩人の 自然に 對 する 觀 察の 決して 凡庸なら す、 大自然の 崇美を 詩 化する 手腕の 降り 難き を 示して ゐ 


ゥシ ャ ス 「曉紅 神) の 歌 ( 一 

光のう ちに 

い み じき 光 

曙つ ぐる 

色麗 はしく 

拔き びし き 

しめし 違へ ず 

夜の 女神 は 

ゥシ ヤス に 席 を 


I 一  三) 

ならびな，？ 

さし 出で つ。 

まつ b び 

祭 火 も 

輝きつ。 

サ ゲイ トリの 

明け そめば、 

返き て 

ゅづ りけ り。 


輝く 犢 (火) 

白く 輝く 

女神 は 今し 

黑き 衣の 

席 をゅづ りて 

ひると 夜と は 

かたみに 色 を 


從 へて、 

あけぼのの 

現 はれつ。 

夜の 神 は 

退きつ。 

あねい もと、 

か はしつ \ 
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^ - I ダ 及び ブ 

時 を 違 へ ず 


マ ナ の 想 

めぐりく る „ 


二八 


三、 神の しめしに 

あねと いもとの 

たどる も 同じ 

天の 大路の 

色 こそ 變れ 

變らぬ 神の 

めぐり 違へ ず 

暫 した ゆた ふ 


從 ひて 

二 柱、 

久方の 

限りなし。 

心ば せ 

ひると 夜、 

あらそ はず、 

こ ともなし „ 


四、 賜物 さはに 

きわたる 

女神 は 今し 

われ 等が 爲に 

開きて 照し、 

眠 を 破り 

いみ じき 賨 

世の ものみな を 


もたらして" 

あけぼのの 

現 はれつ。 

天の 戶を 

世の中の 

はげまして、 

示しつ \、 

めざましつ „ 


五、 敷寢 のと こに 

足 ある もの は 

寶 もつ 身 は 

無くば 寶を 

弱き 眼 は 

惠み ゆた けき 

女神 は 今し 

世の ものみな を r 


橫 たはる 

歩めと て、 

樂 しめと、 

求めよ と、 

見 ひらけと、 

あけぼのの 

め. ぐり きて- 

めざましつ 「 


； 王者の 權勢、 

高き ほまれ を 

めざす 願の 

よしや 遠く も 

世の なり は ひの 

あからに 見よ と、 

女神 は 今し 

世の ものみな を 


世のお ぼえ、 

求めよ と、 

道の はて 

た ゆむな と、 

くさぐさ を 

あけぼのの 

めぐ n きて 

めざましつ。 


七、 揮く 衣  ひるが へし、 

天つ 乙女 は  まのあたり 

笫六章 自然。 港德" 社會 


二 九 
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現れいで つ、  人の 世の 

賓 をす ぶる  神 なれば、 

ゥシャ スょ、 今日 も、  あきらけ く 

惠み ゆたかに  世 を 照せ。 

OS 下略) 

同 (五 . 八 〇) 

五、 みめうる はしき  た を やめの 

ほこる 姿 か  目 も あやに、 

ゆあみの あとの  色 映えし 

肌へ 見よ とや  あけぼの は 

すっくと 立ちぬ  わが 前に。 

あ-. J 

闇と 仇と を  郤 けて 

天つ 乙女 は  輝きつ。 

六、 男の子の 前に  羞ぢら はず、 

いみ じた を やめ  さながらに、 

天つ 乙女 は  -  うる はしの 

胸 も あら はに  近づきぬ。 


たぐ ひなき 

あ 十 .  ま の £. 

揮き つ。 

ス I ルャ (太陽 祌〕 の 歌 (七 . 六 三) 


一、 ミトラた ゥァ ルナの  眼て ふ 

光遍き  曰の 神 は 

澤 なす 幸に  へだてな く 

人の子 照し  今 昇る。 

なめせ し 革 を  捲く 如く 

を さめ 拂 ひつ  夜の 闇 を。 

二、 黄金 波 映 ゆ  日の 御 旗 

眠りし 人の  夢 さまし 

大. S 高く  今 昇る。 

轅 につけし  ェ，. 'タシャが 

ひく 日の 車  人の 世の 

あまね き 幸に  招きつ X。 


註 一 、 太陽神 Q 車 を ひく 馬の 名。 
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か しづく 者に 

寶 示して 

今日 も 變らず 


ゲ ェ I ダ 及び ブラ I フ マナ Q 思想 


三、 みめうる はしき 

女神の 膝 を 

揮く 神 は 

© ぐ聲に 

世の 則つ ゆ も 

サ ゲイ トリの ごと 


あけぼのの 

降りた ちて- 

歌人の 

今 昇る。 

違 ふなき 

日の 神 は。 


四、 天つ み 空の 

ゆく 手 も 遠き 

遙 けく 照す 

光 まば ゆく  a 

心の はげみ 

のぞみに 燃 ゆる 

おのが つとめに 


飾り 玉、 

日の 神 は 

眼 もて 

今 昇る。 

神に 得て、 

人の子 は、 

いそしまん „ 


五、 神の 拓 きし 

翔りて 昇る 

姿 雄々 しも 

今 見え そめぬ 


天の 道、 

曰の 神の 

g の ごと _ 

朝日影、 


ミ トラ • ゲ ァ ルナよ、  ぬか づきて 

供物 さ-^ げて  祈ら まし。 

六、 (略) 

ラ I トリ |( 夜祌) の 歌 (一 〇•  一  二 七) 

一 、 今し 近づく  夜の 女神、 

{4.: 鏤めし  星く づに、 

下界く まなく  照し つ k 

なべての 美 もて  身 を 飾る。 

二、 不死の 女神 は  大空に、 

低き 谷間に、  高山に、 

照り 冴え渡り、  うばたまの 

闇驅り 去りつ  光 もて。 

三、 夜の 女神の  近づきて 

曇りな き  星月夜、 

妹の ゥシ ヤスに  代る とき， 

閣も かなたに  去り 行かん 
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四、 夜の 女神の  今日 も 亦、 

訪れ 來れば  われ やさき 

家路 を さして  歸 へり 來っ、 

稍の 巢 戀ふ  鳥の ごと。 

五、 家路 たどりつ  村人 も、 

野 山 を かける  足 ある も、 

空と ぶ 翼  もつ 鳥 も、 

餌に う ゑた けき  廳す らも。 

六、 追 ひ 遠ざけよ  狼 を、 

追 ひ 遠ざけよ  盗人 を、 

我等が いこ ひ  なごやかに 

安け く 守れ、  夜の 女神。 

七、 八、 (略：) 

ヴァ I タ (風神」 の 歌 (一 〇 • 一  六 八) 

1 、 * ゥァ， -タの 車  i4i かける 


奇 しき 力 を 

ものみな 碎き 

音 もお どろに 

高き 天の 面 

赤らに 

地に 捲き おこす 

二、 ゲ ァ ー タの 進む 

續く いなづま 

まつり 樂 しむ 

いそぐ 姿 を 

この 世を統 ぶる 

そを從 へ て 

一 つ 車に 

三、 廣きみ の 

休ら ふ 日な し 

水 を 友と し、 

ち 生オ 

守る 按も 

笫六章 .E 然。 


我宣 らん。 

いかづちの 

響かし つ。 

かいなでて、 

蔽 ひて は、 

砂煙。 

あと 追 ひて、 

雨の 群、 

女子ら が 

さながらに。 

わが 神 は、 

もろともに 

乘 りて ゆく。 

道 ゆきて 

わが 神 は。 

ものみな に 

とこし な へ 

おごそかに。 

：德。 社會. 


五 


ゲ - 一 ー ダ 及び ブラ I フ マナ Q 思想  ニー 二, 

いづく に 神 は  生れし や、 

はた いづく より  来れり や。 

四、 神の いぶきと  吹き わたる、 

5 め ほえ 

この 世の 基、  有の 胎芽、 

心の ま- -に  {仝 かける 

音 高らかに  聞 ゆれ ど、 

姿 は 見えず。  祭 供 もて 

ゲァ. -タの 神 を  祭り てん。 

パ ルヂャ ニヤ (雨 祌) の 歌 (五 . 八 三) 

一、 歌聲 高く  響かせて、 

雄々 しき 神 を  ほめた-." へ 

ぬか づき 招け  パル. チヤ ニヤ。 

牡牛な す 神  吼 ゆる 時、 

世の ものみな は  よみが へり、 

草木 は 雨に  惠 まれつ。 

二、 木 を 裂き 倒し、  羅刹を も 


ひしぐ 荒神 

武器 をお それぬ 

牡牛な す 神 

一昔 もお どろに 

罪 ある 者 を 

罪な き 者 も 

三、 鞭 ふりあげて 

馬 驅る音 も 

起す あらし は 

篠 つく 雨の 

神の 集めし 

もれて 遙に 

獅子の たけび か、 

四、 風 吹き 渡り 

雲間 を 分けて 

草木 は 茂り 

惠の 露に 

地 をうる ほして 

笫. K 章 自然 _ 


手に もてる 

もの もな し。  . . 

パル ヂャ ニヤ、 

鳥り- て 、 

殺す 時、 

逃げ ひそむ。 

御者の ごと、 

すさまじく、 

やが てく る 

先 ぶれ か。 

黑雲 ゆ、 

聞 ゆる は、 

いかづち か。 

いなづま は 

ひらめきつ、 

{<ェ 溢る。 

パ ルチ ャ ニヤ、 

くくめ i 

社會  一 三 七 


。 道德， > 


ゲ ^ I ダ 及び ブ 

世の ものみな は 

五、 神の 探に 

神の 校に 

けもの も 躍り、 

草木 も 芽ば え 

なれの 扶 けの 

我等 を惠め 

六 I 一  〇、 (略〕 


マ ナ の 思想 

よみが へる。 

地 も かにみ、 

蹄 もつ 

くさぐさの 

おひ 茂る。 

おほら かに、 

パ ルヂ ャ 二 ャ" 


三 八 


ァ タル ヴァ . ヴ H 1 ダの 讚歌 巾に 大地に 捧げた 傑作 ある は旣に 指摘した (八 五 頁參照 )。 ブラ ー フ マ ナ 文献に は その 

性質 上、 到底 リグ . ヴ " ー ダに 見る 如き 自然の 讚美 を 期待し 得ない。 自然現象 はな ほ靈カ ある 神格と 考 へられ、 歳月 . 

韻律 名と 同様に 婆羅門 祌學 者の 冥想の 對象 となった が、 詩情の 琴線 をう つに は 至らなかった。 その 自然に 對 する 觀察 

の 一 例と して 次の 一 節 を 引く。 


アイ タレ I ャ. I. ブラ I フ マナ 八. 二八. 一— ー〇 

次に ブラ フ マン (宇宙の 根本原理) の 周圍に 於け る 消滅 (brallmaljalj  parimarab) を說 かん。 ブラ フ マン の 周 園に 於け る 

消滅 を 知る 者の 周圍に 於て、 彼 を 憎み、 彼と 爭ふ敵 對者は 死す。 こ&に 吹く もの (風) は實に ブラフ マンない-。 五 種の 神格 は 


その 周 国に 於て 消滅す。 電光. 雨. 月. 太陽. 火卽ち 之な り。 電光 は 閃きて 後 雨中に 入滅す。 そは隱 匿せられ、 人 之 を 認識せ 

ず。 人 死す る 時 彼は隱 匿せられ 何人も 彼 を 認識せ ず。 電光の 消滅に 際して 人は唱 ふべ し、 我 を 僧む 者 は 死せ、 彼は隱 匿せられ 

よ、 人 彼 を 認識せ ざれと。 人 は 忽ち 彼 を 認識せ ず。 雨 は 降りた る 後月 中に 入滅す。 そは隱 匿せられ、 人 之 を 認識せ ず。  

月 は 晦日に 於て 太陽 中に 入滅す。 そは隱 匿せられ、 人 之 を 認識せ ず。  太陽 は 西に 沒 して 火中に 入滅す" そは隱 匿せられ、 

人 之 を 認識せ ず。  火 は 吹き消されて 風 中に 入滅す。 そは隱 匿せられ、 人 之 を 認識せ ず。  

第二 節 道德觀 

旣に說 明した 如く  (五 〇— 五 七 頁)、 リグ • ヴ " ー ダ祌界 に 於て 道德的 方面 を 最も 强く 代表す る 神格 はヴ ァ ルナで あ 

る。 次の 讚歌に 現 はれた 罪の 自覺は リグ • ヴ . 1 ダ中 他に 比類な き ほど 高い 道德の 標準 を 示して ゐる。 

リグ. ヴ 1 —ダ 七 • 八 九 

1 、 世の 民草の  賢き は、  . 

廣き 天地  分け 支 ふ 

神の すぐれし  力 ゆ ゑ。 

はるけ く 高き  靑签 を、 

將 また 曰 を も  推し 力， --げ 、 

地の 面 ゆたかに  ひろげたり。  . 

二、 我 はわが 身に  かく 問 ひつ、 

笫六章 自然。 道德。 社會  一 一二 九 


ゲ ェ I ダ 及び ブ ラ， -フ マナ の 思 S 


いっか. ゥ ァ ルナの  いつくしみ 

再び 得 てん、  怒 解き 

如何なる 供物  彼享 くや。 

鳴 呼、 またい つか  その 惠み 

心 やす かに  仰ぎ 得ん。 

三、 .ゥ ァ ル ナょ、 われ は  その 罪 を 

採り 求めて  問 はまく を。 

また この 罪 を  問 はんとて、 

賢き 智者に  近づけば、 

聖者の 答  唯一つ、 

「ゲァ ルナの 忿  なれに あり。」 

四、 神 を 讚 ふる  なが 友 を、 

もと 

惱 まし 懲らす  因な りし、 

重き 罪科  語れ かし。 

あやまたぬ 神、  鳴 呼、 ゲァ ルナ。 

罪を淨 めの  ぬか づきに、 

ひたすら 赦し  我 乞 はん。 


四 

〇 


五、 父祖の 犯せし  あやまち も， 

. わが 身の なせし  あやまち も、 

王者 ゲ ァ ルナよ、  赦 せかし. 

牛盜 人の  繩目 とき. 

仔牛の 綱 を  解く ことく 

われ ゲ ァシシ ユタ を  康せ 力し 

六、 罪の 原因 は  意志なら で、 

よこしま さそ ふ、  た ぶら 力し、 

酉、 博戲、 忿、  愚し さ- 

若き 男の子の  あやまちの 

I 貝よ 年長者に  ある もの を。 

夢にも 犯す  罪 はあり。 

七、 罪 を 怒れ ど  いつくしみ 

深き ゲ ァ ルナに  身 を淨め 

下僕の 如く  力 しづ 力ん 

け 高き 智慧の  神 なれば、 

心なき 者  1® へつ" -、 

才 ある 者 を  富ましめ つ- 


笫六章 自然。 道德" 社 食 


四 


ゲェ I ダ 及び ブラ ー フ マナの a 想 


四 二 


八、 (略) 

水腹 病に 罹る の は ヴァル ナの忿 により その 繩 索に 搏 めら れた 結果と 考 へられ、 その 罪 を 受けた 者 は ひたすら 赦免 を 

懇願して ゐる。  - 


リグ. ヴ K 1 ダ 七. 八 九 

、 王者 ゲ ァ ル ナ よ- 

家に な j?S り そ 

なさけ も 深く 

高き 稜 威に 

註 一 、 埋葬 所。 


土壞の 

この 我 を。 

惠 あれ、 

御世し ろす 肺。 


二、 よろめき 歩む 

さながら 張りし 

なさけ も. 深く 

高き 稜 或に 


わが さま は、 

革袋。 

惠 あれ、 

御世し ろす； sn 


三、 うつけ むの 


あやまりに 


. つ しか 罪 を 

なさけ も 深， 

高き 棱 威に 


身に 負 ひぬ。 

惠 あれ、 

御世し ろす 神。 


四、 水の ま 中に 

いやしが てなる 

なさけ も 深く 

高き 稷咸に 


立つ 身に も 

この 渴き。 

惠 あれ、 

御代し ろす 神。 


註 


水 脆 病の 特徵 たる 水氣を 指す。 


五、 うつせみ 人の 

神の 心に、 

ゲ アル ナょ、 または 

なれが 淀 を 

その 罪 故に 

そこな ひこ ぼつ 


かなし さに、 

背く とも、 

愚 さに、 

破る とも、 

わが 身ら を 

ことな かれ。 


叉 宇宙の 秩序、 人間の 行爲を 支配す る 天則 (さ 匕 なる 観念が 發 達し、 神の 撩に從 ひ、 戒行を 堅持す る 事 を獎勵 し、 

眞實を 尊び、 欺瞞 を 憎む と 云 ふ 思想 は 明に 看取され る。 ャ マと ャミ ー との 對話 (九九 頁參 照」 に 於て ャ マ は 天則 を楣 
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に 骨肉 結婚の 非 をなら し、 ャミ I の 熱情 を卻 けて ゐ るが、 他方に リグ • ヴ - 1 ダは父 神が その 娘を姦 する 神話 を 含み 

(10 丄 ハー . 五 —七/ この 外當 時の 道 德觀の 著しく 高くなかった 事 を 示す 神話 を ももって ゐる C 

リグ • ヴ 1 ダ 以後 とても 決して 惡德を 助成し、 或は 之に 全く 無關 心と 云 ふわけ ではなく、 神 は 正義、 眞實 に與 し、 

人 は 邪曲、 虚妄 を 避くべき を 基調と して ゐ る。 然し リグ . -ゥ ェ ー ダ以來 善惡を 客觀視 し、 無意識 中に も 罪 を 犯す 事 あ 

りと 云 ふ 思想 は 益. '發 達して、 罪惡を 全く 物質的に 考へ、 水に よって 洗 ひ 去り、 火に よって 燒き淨 め、 或は 咒禁 • 護 

符 によって 驅 除し 得る ものと 考へ、 意志の 有無 は 一般に 問題と せす、 罪 は 自動的に 犯罪者に 附着し、 而も 之 を 除去す 

る 力 は あげて 祭式 • 咒 法に 歸 して ゐる。 次の 一 節 は あらゆる 罪の 種類 を數へ てゐ る。 

パン チヤ. ヴ イン シャ. ブラ I フ マナ 一. 六 *ー〇 

汝は 神に より 犯された る 罪の 消去な り。 汝は 父祖に より 犯された る 罪の 消去な り。 汝は 人間に より 犯された る 罪の 消去な り。 

汝は 我等に より 犯された る 罪の 消去な り。 汝は 我等が 晝 及び 夜 犯した る 罪の 消去な り。 汝は 我等が 睡眠 中 及び 覺醒中 犯した る 

罪の 消去な り。 汝は 我等が 知りつ， -、 又 知らず して 犯した る 罪の 消去な り。 汝は 罪と 云 ふ 罪の 消去な り。 (この 祭^と 共に 欲 

咏祭官 は 順次に 八 個の 木片 を 祭 火中に 捧げる。) 

人間の 罪惡 は元來 神より 賦與 されて ゐ るので ある。 

チ * イミ 二. 'ャ. ブラ —フ マナ I  . 九 八 

神々 は 人間に 次の 悪 德を附 加せ り。 睡眠. 瀬 情. 忿怒 . 饑餓 . 賭博 愁 . 婦女 愁卽ち 之な り。 之 等の 悪德は この 世に 於て 人間 


に隨 伴す。 

殘忍 . ■ なる 耍暫 祭式より 除かん とする 努力 は 認め 得る が、 神界に 於け るヴ . ルナ S5 衰退し 之に 代る ブ 

ラヂャ ー。、 ティ は 井、 して 道德 的に 誇り 得る 神性 を 具有す る もので ない。 自己の 娘 を 姦して ル ドラ 神の 懲罰に あ ふ 挿話 

を殘 して ゐる。 (尙六  一 I 六 ニ頁參 照) 

チヤ イミ 二  I ャ. ブラ." フ マナ 三. 二 六 一 

レドラ は 諸 神に 云へ り、 何が 爲に汝 等 我 を 生ぜし めしやと。 諸 神 曰く、 監視の 爲に。 違背す る 者 を 殺すべし と。 プ J ャ 1 

パティ は そ. > 良 ゥシ ヤスに 懸想せ り。 ルド ラは 弓に 箭を番 へて 彼 を 射たり。 彼は矜 羊の 形 をな して 上昇せ り。 云云。 

义。 言 すれば ブラ ー フ マナ 文獻に 於て 道 德は萬 能なる 祭式の 影に 蔽 はれ、 それ 自身と しての 重要性 を缺 いて ゐる。 祭 

式の みが 眞實 であり、 眞理は 雲に のみ 存在す る。 雲に 於け る 過失 は I であり、 直ちに 贖罪 法に よって 拂拭 せら 

れ XT まならぬ 。道 德に關 する 挿話 も 結局 祭式 を 尊重し、 之 を 正確に 遂行すべき を 強調す る 方便に 止り、 神に 對 する 信 

& を增大 し、 淨 化し、 一般 社會の 道德を 向上せ しむる に 足る もので ない。 


第三 節 社會觀  ■ 

ェ ー ダ 終期の 一 讚歌 (一 〇• 九 〇、 七 七頁參 照〕 は 旣に四 階級の 名を擧 げてゐ るが、 ァ タル ヴァ \ヴ" ー ダ 

笫六章 自然。 道德。 社會  一四 五 


ゲ ，- I- ダ 及び ブラ I フ マナの 思想  一四 六 

及び ブラ I フ マナ 文獻は カスト 組織の 確立 を 示し、 殊に 婆羅門の 特 權に關 して カ說强 調して ゐる。 婆羅門 不可侵の 主 

張 は 次の 詩句に 見ても 明で ある。 

ァ タル ヴ ァ. ヴ = I ダ 五. 一八 


五、 寶に眼  くらみつ- -、 

神 をな みする  痴れ者が、 

心な ごしと  あなどりて 

婆羅門 族 を  殺す とき、 

インドラ 天 は  炎 もて 

彼が 心 を  燒 きつく す。 

見よ 天地の  僧し みに、 

身 をお きかくす  すべ もな し。 

六、 つ \ が なき 身の  いとしく ば、 

婆羅門 族に  手な ふれ そ、 

燃 ゆる 火中に  われから と 

手 を さし 入る. >-  愚 さよ。 

ソ ー マ は 彼が  世 つぎに て、 

インドラ 天 は  彼が 友 


, 仇な すかた き 

一 三、 神 をな みする 

この 世に 命 

激しき 毒に 

骨 も あら はに 

生ける かばね に 

神の 友なる 

害 ひ 犯す 

父祖の 樂土は 

同 五. I 九 

1 三、 なれの さいなみ 

流す 涙の 

なが 飲み水に 

嗚呼、 婆羅門の 

一 四、 死人 を 洗 ひ 

汚れし 水の 

笫六章 自然 _ 


防がん と。 

痴れ者 は 

な 力ら i2 も 

さいなまれ- 

肉お ちて、 

異ならず。 

婆羅門 を 

10. からに は 

閉 されつ。 


身 『 j ぅナ て 

滴の み 

神は充 つ、 

迫害者。 

鬚 ぬらす、 

滴の み 

道德。 社會 


四 
七 
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なが 飲み水に  神は充 つ、 

鳴 呼、 婆羅門の  迫害者。 

一 五 * ミトラ. ゲァ ルナの  雨 ふらす 

滴 はなれに  惠 まれず。 

なれ を あはれ む  人 もな く、 

なれ を 助く る  友 もな し。 


婆羅門 を 迫害し、 その 財産 殊に 牝牛 を 掠奪す る 者 は 忽ち 死の 見舞 ふ 所と なり、 死後 は 無限の 苦 患に 呻吟す る (一一 0 

頁參照 )o 權 勢に 傲って 破滅 を 招いた 古人の 例 も 乏しくない。 但し 婆羅門 階級 は その 特權 と共に 社會敎 化の 義務 ありと 

されて ゐる。 

シャ タパ タ* ブラ —フ マナ I 一  .五* 七. 一 

次に ゲ H 1 ダ學 習の 讚美 をな さん。 ゲ H 1 ダの學 習. 傳授 こそ 樂 しけれ。 その 人の 意 は 統制せられ、 他人に 依 止せず、 日日 

その 目的 を 成就す。 安らかに 眠り、 自己の 最良の 醫者 となる。 五感の 抑制、 純 粹の歡 喜、 智慧の 增大、 名譽、 世間の 教化 (は 

その 特徵 なり)。 智慧 增 大して 婆羅門に 四 種の 義務 を 負 はしむ。 婆羅門の 血統 (brahmsya)、 それに 相應 しき 方正なる 行狀 

(pratirar:saryrl)、 名譽 (ya§as)、 世間の 教化 (lokapakti) 卽ち 之な り。 敎 化せられ たる 世間 は 四 種の 義務 を W つて 婆羅門に 仕 ふ。 

尊敬 (arcrt) と 布施 (dana) と 安全 (ajyeyatfl) と不 权 (avadbyatrl) と卽ち 之な り。 


文獻の 記載 は ともあれ、 王侯 武人 階級 (剁帝 利) は 婆羅門 階級と 相互依^の 關係 にあり、 その 利害 を 共通に する もの 

があった が、 庶民 階級 (畎 舍」 は ヴ"， 'ダ學 習の 權利は 有する ものの、 上き 二階 級の 重壓の 下に 苦しみ、 更に 奴婢 階級 

(首 陀羅) に 至って は、 自由 も特權 もな く 悲慘な 生活に 甘んじなくて はなら たかった。 アイ タレ ー ャ. ブラ ー フ マナ 

七 ニー. ニニ Ig: によれば、 庶民 階級 は 「他人に 貢 を 納め、 他人に n ^跪せられ、 意の ま、 に壓 迫せられ る 者」 であり、 

奴卑 階級 は 「他..^ の 下僕に して、 意の ま， -に 放逐せられ、 意の ま A に 殺害 せられる 者」 である" 

女性の 社會的 位置に 關 して リグ • ヴ . -.' ダは 明確な 資料 を 提供し ない。 神界に 於て 女神の 勢力が 少 かった と 同様、 

人 界社會 に 於ても 男尊女卑の 傾向 を もった 事 は 疑ない。 ブラ ー フ マナ 文獻に 至れば 女性の 位置 頗る 低下し、 一般に 輕 

蔑の 眼を以 つて 迎 へられ、 後世 極度の 屈 從を强 ひられた 女性の 生活 を豫吿 して ゐる。 妻 は 子孫 を 得る 手段と しての み 

「男子の 半分」 であり、 繁殖 豊穣に 關 しての み 重要視せられ、 叉 祭式に 關 する 種々 なる 現象 を 性愛に 託して 說 明して ゐ 

るが、 女性 そのものに 對 する 尊敬な く、  r 之 を 首陀羅 (奴 隸」、 犬、 黑 鳥と 同様に 不正と 稱し (- ンャ タパ タ . ブラ ー フ マナ 一 

四 •  一.  一二 二  o、 睹^  • 睡眠と 共に 三種の 破 減 (nilTti) となし C マイ トラ- ャ -ー ー • サン ヒタ丄 一丁 六. 三)、 婦人に f 

する 愛慾 は 睡眠 • 懶惰 • 忿怒 • 饑餓 . 賭博 然と 同列に 罪惡と 見なして ゐる ( 一 四 a 頁參照 。 更に ヴ ァ ルナ. プ ラガ ー サ 

(varu^lapraghasa) と稱 する 祭式に 於て は 祭主の 妻に その 情人の 有無 も 問 ふが 如き 侮辱 を敢へ てす る。 又 淫亂飽 く 所 

を 知らぬ ャヴ アタリ ー (Yavalcl.i) の 非行 は 遂に 彼 を 死滅に：？ i くと は 云へ (ヂャ イミ 一一— ャ. ブラ— フ マナ ニニ 一六 九— 二 

紫 丄ハ章 自然。 道德。 瓧耆  一四 九- 


ゲ I ダ 及び ブラ- フ マナの s ね 想  1 五 〇 

七 二)、 當 時の 貞操 觀 念に 對 する 疑惑 を 深から しむる ものが ある。 婦女の 誘惑 を 恐れ、 その 無節操 を 憎み、 歌舞に のみ 

耽る ぼ 薄を輕 侮して ゐる 章句 は少 くないが、 次に その 一例 を 示す。 

シ" タ ハタ. ブラ. I フ マナ 三.  一丁 四 

神々 ：！：  く、 ガン ダル ゲァ は 婦女 を 好む ものな り。 ゲァ ー チ (vrs 言語」 を 彼等に 達らん。 彼女 はソ — マ を 伴 ひて 我等に 歸 へ 

り來 らんと。 神々 は. ゥ ァ ー チを 彼等に 達れ り。 彼女 はソ I マ を 伴 ひて 神々 に歸 へり 来れり。 a 二) 

かの ガ ン- タル- ゥ ァ等 追ひ來 りて 曰く、 ソ - マ は汝 等の ものにして、 ゲ ァ ー チは 我等の ものなる べしと。 神々 H く、 諾。 然れ 

ども 彼女 もし 我等の 許に 來 らんと 欲せば、 暴力 もて 彼女 を 導き 去る こと 勿れ。 我等 互に 彼女 を 招かん と。 彼等 互に 彼女 を 招け 

り。 S 

ガ ン ダルゲ ァ等、 我等 はかく 知る、 我等 はかく 知る と 云 ひて、 彼女に ュ —ダを 誦せ"。 (五) 

然るに 神々 は 琵琶 をつ くり、 我等 はかく 汝に歌 ふ、 我等 はかく 汝を樂 まし めんと 云 ひて、 之を彈 じ、 歌 ひつ 丄 ありき。 彼女 

は 神々 に 近づけり。 卽ち 彼女 は 薄に も 讚 誦する 者よ い 歌舞に 走りた るな り。 この 故に 今 曰も^ 婦女 は 浮薄なる 事 をのみ 好む" 

何と なれば かくの 如く， み ァ，' チは (. 歌舞に) 走り たれば なり。 他の 婦女 も 亦 彼女に 做 ふ。 この 故に 婦女 は 舞 ふ 者、 歌 ふ 者に 最 

も愛溺 す。 (六) 

然し 一 方に 於て 夫 ^！問 或は s;^ 女 問の 熱烈なる 愛情 は 旣にャ マと ャミ ー との 對 話に 見た が、 更に 美しく は、 見 はてぬ 

夢 の はかな さに 人 女 ゥ ル ヴ,' シ. I  (ur  Va6i) の あと を 慕 ふ プ ル — ラ ヴ ァ ス (.FU1  sl.avas) の 悲しき 戀に現 はれ (リグ • ゲ " 

—ダ 一 〇 • 九 .1)、 义はァ タル ヴァ . ヴ 1 ダ に^する； i 人に 關 する 咒 法に 反决 して ゐる ( 一 ニニ— 四頁来-照)。 後世 印度 


こ 於て 熱帶の 太陽の 如く， 域烈に 展開す る 性愛の 前驅 をな して ゐ るので あるが、 ブラ ー フ マナ 神 學者は 到" 嵌純眞 なる 抒 

情 詩の 趣味 を 解す る 底の 人ではなかった G 


後大 いに 發 達した 娼婦 も旣に 早くより 存在 し た らし • 

ま， 叉 sf; を迎 へる 兄な き 乙女に 比して ゐる。 


,.グ . ヴ H 1 ダは その 祌界第 一 の 美女 神ゥシ ャ スを 舞姬に 


力と たよる 

若き 乙女 か、 

男の子の 前に 

よす ぎの わざの 

歌 ふ舞姬 

农 まば ゆき 

夫に 媚 ぶる 

玉の 肌への 

胸 も あら はに 

ほ \ あむ さまに 


兄 もな き 

あけぼの は 

近づきぬ、 

一 ふしに 

さながらに。 

あけ ほの は、 

妻の ごと、 

おしげなく 

浮れ 女が 

さもに たり。 


1 四 • 七) 


正當 なる 婚姻 を 斡旋すべき 父兄な き 婦女が 自活の 爲に迪 り ゆく 道 は 想像に 難くな 

が 悲歎の 影に 萎み 易かった 事 は 次の 禅話に 示されて ゐる" 


面 華やかな りと も 日蔭の 花 
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ケ I ダ 及び ブラ- フ マナ QE も 想  一 五 二 

パンチ * ヴ イン シャ. ブラ I フ マナ 八. 一 

之 等の 世界 (天空 地) は嘗 つて 膠着せ り。 彼等 は 悲歎せ り。 インドラ はこの サ I マ ン (. 欲咏) を以 つて 彼 f-.- の 悲歎 を驅 除せ 

り。 (九) 

彼が この 地界よ ぃ驅 除せ る 悲歎 は 娼婦に 入れり。 彼が {4i 界 より 驅除 せる 悲歎 は 去勢 者に 入れり。 彼が かの 天界 より 願^せる 

悲^ は 罪人に 入れり。 (一〇) 

婦女 と^んで 不： 止. 惡の 根元と 見なされ たものに 賭博が ある。 ヴ， - 1 ダ 時代の 赌博法 は 明瞭で ない が、 ヴ イビ ー 

ダカ (Yibllillilka  =  terminalia  bellerica) の 實を多 數に用 ひ、 之 を 競技場に まき、 賭^^：^はそ の若干を^^-に て摑みなり、 

その 數 或は 場に 殘 りし 救に よって 勝負 を 決した ものら しい。 ra にて 割り切れる をク リタ (Iq-ta) と稱 して 最善と し、 割 

り 切れす して 一 を 餘すを カリ (ktlli) と 呼んで 最惡 とした。 後世の 印度に 於け る 賭博の 熱愛 は 文 獻に徴 しても 明で あり、 

かの 大敍事 詩 マ ハ ー バ ー ラタに はれた 大戰举 も その 端 を 賭博に 發 し、. ナラ王 も 博奕の 結 茶 國土を 失 ひ、 愛妃ダ マ ャ 

ン ティ ー を 荒野に 棄 てて、 辛酸 を 嘗める。 賭博 者の 心理と 運命と は旣に リグ *ヴ ェ ー ダ 詩人の 靈 筆に 躍如と して 描寫 

されて ゐる。 

賭博の 歌 (リグ. ヴ 1 1 ダ 一 〇 ニニ 四)  . 

一 、 風に 吹かれて  ゆらゆらと、 

高き 木になる  ゲイ ビ， ダカ、 

瞎 場に ころころ  躍る とき、 


わ. が、 ひも  うきうきと。 

ム ー, チヤ ゲ アットの  山に 生 ふ 

ソ ー マの 酒の  ほろ 醉に 

さもに て 心  ときめ 力す 

いとしき もの は  * ゥ イビ ー ダカ 

二、 愚痴 も こぼさで  つ X ましく 

目 >r を 立てし  こ ともなく 

われの みならず  友垣に 

心 やさしき  妻な りき。 

一 っ殘 りの  カリの 目が 

迷 ひ 心の  運の つき 

夫 大事の  宿の つま 

つれな や 我 は  棄 てて けり。 

三、 嫁の 母御の  憎しみ を 

受 くる 我に は  妻 も 亦 

今 はつめ たき  よその 人。 

苦しむ 者に  ふりく る は 

いとしな さけの  露なら で、 
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五 


ゲ ^ -ダ 及び ブ 

あざける lij- の 

「老いさら ぼけし 

^博 者 づれに 


マ ナ の 恕 

とげい ばら、 

駑 馬の ごと 

何の 用。」 


四、 財賓 貧り 

つれな き Igf の 

戀 しき 妻 も 

抱く に まかせ、 

親 もの- - しり、 

閗く 身に つらく 

「我等の 見知る 

繩ぅ ちかけ て 


勝ち ほこる 

観 牲の身 は- 

あだ 人の 

たらち ねの 

はらから も 

あざけい て、 

者なら ず、 

引つ 立てよ。 


五、 「我 は 再び 

子に 手 を ふる 

友は搏 奕に 

我の みあと に 

^^!5|色なして 

股 子の 音き けば 

娥 いそぐ 


たは むれの 

こと あら じ、 

おもむく も、 

殘 りなん。」 

場に まろぶ 

いそいそと、 

仇し 女に 


3l 
四 


似た る わが 身の  おぞまし さ。 

六、 博 卖§ を めざす  瞎博者 は 

「今日の 勝利の  この われに 

あり や」 とひと り  たづね つ \、 

心と きめく  武者 振 ひ。 

さはれ つたなき  運の 末、 

思 ひま かせぬ  lg 子の 數、 

にくや 敵に  味方して 

ク リタ は 敵に  奪 はれつ。 

七、 奇 しく あやしき  股 千の 性 

觸 るれば 痛き  . 棘 や 針、 

たのみが てなる  いつはり に 

あまたの 入 を  なやましつ。 

股 千の あやかし  身に うけて、 

心 迷 ひし  賭博 者 は 

甘き 蜜 もて  ぬりし. こと 

こよな きものと  いっくし. to 
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ゲ H  - ダ 及び ブラ ー フ マナの 思想  I 五.！、 

八、 群な す 殺 子 は  百 五十、 

心 まかせの  い たづら を 

遮りと む  すべな き は、 

きび しき  サ * ウイ トリの 

神の 心に  さも 似たり。 

力に 傲る  荒武者の  - 

怒り 恐れず、  帝王 も • 

股 子に は 頭  . 垂る もの を。  . 

九、 低く まろびて  高く： 玳び、 

不思議 や 手な き  股 子の 群、 

手 あ -る 人に も  うち 勝つ よ。 

賭場に まかれし  股 子の 群、 

つめたき のと  思へ ども 

怪しき 力  備 ふらん、 

燃 ゆる 炭火の  あっさ もて 

戲る 人の  胸 こがす。 

一 〇、 悲しき もの は  賠博 者と 

契りし 妻の  なれの はて。 


所定め ぬ 

子 故に 母の 

つもる 負債の 

財寶 求めて 

よからぬ 謀計 

夜う か V ふ は 

尾 羽う ちからす 

仲 むつまじき 

心地 よげ なる 

見る もな やみ の 

股 子 を 栗毛の 

鞍お き乘 りし 

たのむ 武運の 

夕に あはれ 

なりて 爐の邊 に 


放浪の 

もの 思 ひ。 

重ければ、 

お づぉづ と、 

胸に ひめ、 

他人の 家ノ 

賭博 者 は 

人妻と、 

棲 家と を 

たね なれ や。 

駒と みて、 

朝 まだき、 

つたなくて、 

物 乞 ひと 

うなだれつ。 


一 二— 一  w、 先づ散 子の 群の 主長に 眞實を 誓 ひ、 次いで 博戯を 止めて 腐 作を勵 み、 旣 有の 財產を 尊重して 之に 滿 足せよ と 云. 

サ ゲイ トリ 祌の勸 告に從 ひ、 殺 子の 群の 寬 仁. 恩 惠を乞 ひ、 そ Q 誘惑の 已を 去って 他に 向 はん 事 を 願 ふ。 本 fi 欺が 博戯 の 魔力」 

り 、おせんと する 一 種の 咒法 Q 爲に 作られた 本旨 はこの 末節に 於て 明瞭に 看取 せられる。 
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